
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 はじめに 
 
 

 「平成２６年度 市民と行政・市民と市民のパートナーシップ年次報告」をここに公表し

ます。 

 

 本市では、下関市市民協働参画条例を施行し、市民と行政、市民と市民が対等の立場で、

それぞれの英知を集め実践力をつなぎあい「協働」する「市民参画」という社会システム

を築くため各種施策を推進しています。 

 本年次報告は、下関市市民協働参画条例第１６条の規定に基づく報告として作成したも

ので、市長部局をはじめとする実施機関に対して行った市民協働参画関連施策の調査を基

に作成したものです。 

 近年、私たちを取り巻く環境は、教育、保健、医療や福祉等子どもから高齢者にかかわ

る問題、また地域の安全、災害対策、環境保全やコミュニティづくり等住みよい環境づく

りにかかわる問題、さらに人権、男女共同参画、文化やスポーツ等人々の生き方にかかわ

る問題等、市民生活に密接している分野で社会構造が大きく変化しており、市民の価値観・

ニーズも多様化・個性化しています。 

本年次報告を作成することにより、本市における市民参画及び市民活動の状況を把握し、

下関市市民協働参画審議会とともに評価し、施策の継続や方向修正を判断することとなり

ます。 

また、市議会及び市民の皆様に報告・公表することで、市民と行政・市民と市民間の情

報共有を進め、より多くの市民の皆様が市政に参画し、まちづくりに参加される、相互の

パートナーシップが確立された市民参画型社会の実現、発展を図ることを目的としていま

す。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕組みづくり～パートナーシップ（協働）の確立を目指して 

 

わたしたちは、協働の営みを 

 市民と行政のパートナーシップ 
市民の市政への参画の促進 

市政の中(施策の決定のプロセス)に市民が参画する 
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 市民と市民のパートナーシップ 
市民の協働によるまちづくりの促進 

協働環境を整備し市民活動を活性化する 
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【平成２６年度市民協働参画関連主要施策の状況】 
 

  平成２６年度は、平成２７年度までの５年間を新たな計画期間として平成２３年３月

に改定した「下関市市民活動促進基本計画」の４年度目にあたります。本市では平成  

２６年度もこの計画に基づき、市民文化課及びしものせき市民活動センターが中心とな

り、市民協働参画全般に係る促進施策を実施し、広く市民協働参画を啓発するとともに、  

市民参画の定着化及び市民活動支援に重点を置いた施策を実施しました。 

 主要な施策として、市民協働参画の理解促進を目的に、新規採用職員を対象とした  

第１１回パートナーシップ研修会「協働スタートアップ講座」を実施したほか、市民活

動団体において持続的かつ効果的な団体運営が可能となるよう、「プロから学ぶ！チラシ

づくり」等の実践的参加型講座を企画し、技術的側面を支援する市民活動教養講座を開

催しました。 

 また、市民の自主的かつ主体的なまちづくりを推進するため、公益的な市民活動を助

成する「市民活動支援補助金制度」により、事業の公益性が高いと認められた市民活動

団体１７団体に支援を行いました。 

  さらに、市民活動拠点施設である「しものせき市民活動センター」（愛称 ふくふ

くサポート）は約２万８千人の方にご利用いただきました。本市において、今後さら

に市民活動の促進を図っていくため、同施設のより一層の活用が期待されています。 

また、市民活動を行う団体が、その活動中の思わぬ事故により指導者及び参加者等

が傷害を被ったり、損害賠償責任を負ったりした場合に保険金が支払われる「市民活

動保険」（Ｐ３参照）も、平成２６年度で１３年を経過し、好評を得ています。不測

の事態に陥っても安心して活動を行うことができるよう、市民活動の側面的支援の一

端としての役割を担っています。 

庁内各部局においても、各所管の事業・施策において市民協働参画を実施展開して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲下関市市民協働参画条例 

マスコットキャラクター「ももしー君」 
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「市民活動教養講座」の開催 
    
 

 
日時：平成 26年 6月  4 日 13：30-15：00「今からはじめる！ブログ講座・開設編」 

平成 26 年 6 月  7 日 13：30-15：00「今からはじめる！ブログ講座・開設編」 
平成 26 年 6 月 11 日 13：30-15：00「今からはじめる！ブログ講座・更新編」 
平成 26 年 6 月 14 日 13：30-15：00「今からはじめる！ブログ講座・更新編」 
 

場所：しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサポート） 

 

市民協働を担う市民活動団体の基盤強化の必要性が高まっており、市民活動のインターネッ
トを中心とした広報の技術向上を図るため、基盤強化へ繋げる講座を開催しました。多くの団
体の参加があり、市内における市民活動の広報力の底上げにつながりました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

「市民活動ポスター展」の開催 
 
期間：平成 26年 11 月 1日～平成 27 年 2 月 9 日 
場所：しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサポート） ほか８か所 

 

市民活動団体の活動内容や会の活動方針などをまとめ、ポスター展を開催しました。これま
で、技術や予算などでポスターにする事が難しかった団体の方も広報の機会を得ることが出来、
また、しものせき市民活動センターに来られない方の目にも留まるように、菊川、豊田、豊北、
豊浦地域など広範囲の市域で実施しました。ポスターをご覧になった市民から団体へお問い合
わせもあり、協働による市民活動の啓発と広報機会の拡張につながりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
11 月 10 日～11 月 14 日    11 月 17 日～11 月 27 日   1 月 16 日～1月 22 日 

 （5 日間）         （11 日間）        （7 日間） 

 

 

 

 

 

【ブログ講座・開設編】 【ブログ講座・開設編】 【ブログ講座・更新編】 

【下関市役所本庁舎】 【生涯学習プラザ】 【豊北総合支所】 

【しものせき市民活動センター】 

Tel 083-231-1826（直通） Fax 083-232-1881 

 E-mail katsudou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 
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平成２６年度市民活動保険の運営 

 

市民活動中の思わぬ事故により指導者及び参加者等が傷害を被ったり、損害賠償責任 

を負ったりした場合、保険会社より保険金が支払われます。 

 

対象になる活動：市内に活動の拠点を置き、５名以上の市民により自主的に組織された 

市民団体等が自主的に無報酬で行う、継続的、計画的、公益性のあるさまざまな活動が 

対象になります。（ただし、政治、宗教、営利を目的とするものは除きます。） 

   

区

分 
   活  動  内  容 

24 

年度 

25 

年度 

26 

年度 

報告 

件数 

報告 

件数 

報告 

件数 

請 求

件数 

入院 

(日) 

通院 

(日) 

損害 

(件) 

支払金額

（円） 

1 自治会等 清掃  5 14 6 5 0 8  3 204,422 

2 自治会等 その他  8  6 5  5  54  61  1 284,000 

3 青少年育成活動  2  2 0  0      0 

4 社会福祉奉仕活動  0  0 1  0        0 

5 スポーツ・レクリエーション活動 10  7 5  5 74  116  454,000 

6 市主催の市民活動  2  0 1  1 23   90    249,000 

7 その他  0  2 0  0        

 合  計  27  31 18  16  151  275   1,191,422 

 

【保険金額】 

 

傷害保険（１人あたり） 
  
死亡保険金 500 万円           

後遺傷害保険金 15 万円～500 万円 

入院保険金 日額 3,000 円（180 日限度） 

通院保険金 日額 2,000 円（90 日限度）  

 ※入院・通院保険金は、事故日より合算して 180 日が限度 

     

賠償責任保険 
  
身体賠償 最高 1人 6,000 万円(1 事故 3 億円） 

財物賠償 最高 300 万円 

※1回の事故につき 5,000 円は免責  

 

 

 

 

 

【しものせき市民活動センター】 

Tel 083-231-1826（直通） Fax 083-232-1881 

 E-mail katsudou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 
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１．市民参画の対象とした施策及び市民参画の方法 

 

■ 市民協働参画関連施策実施状況 

 

下関市市民協働参画条例第７条において、市は市民参画の推進と市民活動を促進する

ための環境整備に努めるものとすると定められており、平成２６年度市民協働参画施策

実施状況の全庁的把握のため、市民協働参画実施機関である１０６の課所室等に調査を

行いました。 

  調査の結果、７０の課所室等において報告項目の該当があり、関連施策を実施してい

た課所室等の割合は、６６．０％でした。 

平成２５年度と比較すると、実施事務事業数（予算小事業単位）については、２３２

事業から２３４事業の２事業増となり、実施課所室等については７２課所室等から７０

課所室等への減少となりました。 

施策実施課所室、実施事業数ともほぼ同水準で推移しており、市民参画の対象とした

施策の実施について一定の定着は図られてはいるものの、施策実施機関の固定化の解消

と今後の市民参画の広がりが課題と言えます。 
 

＜実施事業数・施策実施課所室数の推移＞ 
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■ 市民参画の方法 

 

 市民参画には様々な方法が考えられますが、この年次報告では、一般的によく用いられ

ている以下の分類により、各実施機関における実施事業を整理しました。 

 

＜事業の分類＞ 
 

情 報 提 供 ： 主として市民に市の情報を提供するもの 

意 見 収 集 ： 主として市民からの意見を市が収集するもの 

企画・実施段階 ： 施策の実施時において市民と協働するもの 

自主的活動支援 ： 市民の公益的活動を支援し、市全体の公益の増進を図るもの 

 

＜方法の分類＞ 
 

 広く市民を対象 一部の市民を対象 

情報提供 

① 広報誌等の活用 

② 報道機関の活用 

③ インターネットの活用 

④  説明会の開催 

⑤ シンポジウム・フォーラム等の開催 

⑥  学習会・研究会の開催 

意見収集  

⑦ パブリックコメント 

⑧ アンケート調査の実施 

⑨ 市民提案・企画・論文等の募集 

⑩ 広聴会の開催 

⑪ 公聴会の開催 

⑫ ヒアリングの実施 

企画・実施段階 

⑬ 社会実験の実施 

⑭ ワークショップの開催 

⑮ 審議会・委員会等の開催 

⑯ 実行委員会や運営協議会等の設置 

⑰ 事業の市民活動団体等への委託 

自主的活動支援 
⑱ 専門家等の派遣（出前講座） 

⑲ ボランティア・ＮＰＯへの支援 

 

※ 各方法の概要と解説及び実施時におけるチェックポイントは、「下関市市民 

協働参画条例推進指針」を参照してください。 

 

参考資料：『下関市市民協働参画条例推進指針』（平成２４年９月改正） 

下関市市民部市民文化課編、平成２４年９月発行、P.26-47 



 

- 6 - 

 

【市民と行政のパートナーシップ】 
 

  

１．情報の提供と共有を行った施策 
  

 「情報の提供と共有」は市民参画の前提となる考え方であり、まちづくりに関して市民

と行政が有している情報を互いに提供し共有することが求められています。ここでは事業

を実施するにあたって、行政から市民への情報提供を行った施策を集計しました。 

 「説明会を開催したもの」が１６施策、「シンポジウム・フォーラム等を開催したもの」

が６施策、「ワークショップを開催したもの」が７施策、「学習会・研究会を開いたもの」

が７０施策、「広報誌等・報道機関・インターネットの活用」が５２施策、「その他」が    

１５施策となっています。 

 情報の提供は、まちづくりに関し興味・関心を持ってもらうための、また市民参画の初

期手法として重要な施策です。主な情報提供の方法として、学習会・研究会の開催、次い

で広報誌等の活用によるものが多く挙げられました。一方で、シンポジウムやワークショ

ップ等、市民と行政の双方向的な情報提供・共有ができる施策数は不足しがちです。今後

は、一方向的な情報提供だけにとどまるのではなく、提供した情報を活かし、市民参画を

より深めるための市民と行政が直接対話、意見交換できる機会を増やすことが課題です。 

 

＜情報の提供と共有を行った施策＞ 

 

ア 説明会を開催したもの 
 
  ・再開発計画や道路計画、公共施設整備など、地域住民の利害に関わる施策や市

民生活に影響を与える制度の大きな変更などで、広報誌や報道機関の活用だけで

は住民の充分な理解を得られない案件について説明を行ったものです。 

原則として開催の１月前までに開催日時等を公表するとともに、対象事案に関

する資料の事前提供に努めるものとしています。（下関市市民協働参画条例施行

規則第２条） 

 

イ シンポジウム・フォーラム等を開催したもの 
 

    ・参加者からの質問に対して答える形式の公開討論会や、あるテーマについて、

議論を深めることや啓発を図るため、数人の有識者等がそれぞれの立場から意

見を述べたり議論したりすることをいいます。 

 

ウ ワークショップを開催したもの 
 

    ・あるテーマについて、参加体験型の作業を通して対等な立場で議論し合い、

問題解決のための合意形成を図っていく手法です。 

 

 

市民と行政のパートナーシップとは、市民及び市民活動団体が市の施策の立案、実施及び評価

の各段階に自発的かつ自立的にかかわることができるような協力関係を表します。 
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エ 学習会・研究会を開催したもの（周知・啓発イベント等を含む） 
 
    ・あるテーマについて市民が知識を得たり理解を深めたり（学習会）、議論や調

査などを通して互いに学びあい、意見や成果を政策提案や提言などとして取り

まとめていくこと（研究会）です。テーマに詳しい専門家などによる講演等を

取り入れることによって、より深い理解や議論に高めることも可能です。 

 

オ 広報誌等の活用・報道機関の活用・インターネットの活用により、施策の内容

を広く市民に情報提供したものです。 

 

カ その他 

 

■ 情報の提供と共有を行った施策 
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22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

 ア：説明会を開催 

 イ：シンポジウム・ 

   フォーラム 

   等を開催 

 ウ：ワークショップ 

   を開催 

 エ：学習会・研究会 

   を開催 

 オ：広報誌等・報道機関 

   ・インターネットの 

   活用 

 カ：その他 

項  目 22 年度 23 年度 24年度 25 年度 26 年度 

ア：説明会を開催 25  28  9  9 16 

イ：シンポジウム・フォーラム等を開催 12  13  6  7 6 

ウ：ワークショップを開催 4  5  3  4 7 

エ：学習会・研究会を開催 69  57  72  79 70 

オ：広報誌等・報道機関・インターネットの活用 56  53  52  58 52 

カ：その他 18  20  3  10 15 

計 184  176  145  167 166 
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【まちづくり推進部まちづくり支援課】 

Tel 083-231-1261（直通） Fax 083-231-1405        

E-mail sschiiki@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

ア 説明会を開催したもの … １６施策 
 
事例紹介 「まちづくり集会」を開催  

          

 

まちづくり集会 
 

「住民自治によるまちづくり」を推進するため、その基本となるまちづくり推進計画の策 

定等に関し、広く地域住民の意見を聴取する場として、まちづくり協議会の設立が想定さ 

れる地区ごとに「まちづくり集会」を開催しました。併せて、住民等のまちづくり活動に 

対する機運の醸成を図りました。 
 

  ■開催日及び場所、参加人数 

   ○日時：平成２６年８月２３日～平成２６年１０月１８日 

   ○場所：市内１７地区（本庁管内 4 地区、総合支所管内 4 地区、支所管内 9 地区） 

   ○参加人数：３３２人 

  ■まちづくり集会の内容 

   ○市長の「私が考えるあらたなまちづくり」と題した講話の後、参加者の皆さんと活発な 

意見交換を行いました。 

 

     

 

 

 

 

 

 

○市から住民自治によるまちづくり推進計画（素案）及び全体スケジュールの説明の後、 

    参加者の皆さんから様々な意見を頂き、大変充実した集会となりました。 
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【教育委員会教育部 土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム】 

Tel 083-788-1841（直通） Fax 083-788-1843         

E-mail  kijinrui@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

イ シンポジウム・フォーラムを開催したもの … ６施策 
 

事例紹介 「鯨文化を考える（合併１０周年記念事業）」を開催 
          

 

下関市合併１０周年記念事業 
 

シンポジウム「鯨文化を考える－北浦・西海捕鯨の伝統と継承－」 
 
 下関市合併１０周年を記念し、市の動物である「鯨」を通して、旧市と旧４町の連携の 

歴史を紹介し、新市の一体感を醸成すると共に、捕鯨の伝統を再評価し、「日本一の鯨のまち 

下関」を市内外に発信するため、捕鯨に関連の深い下関市・長門市の中間に位置する豊北町 

においてシンポジウムを開催しました。 

 

■開催日時等 

・日  時  平成２６年１１月１６日（日）午前１０時３０分～午後４時３０分 

・場  所  滝部地区活動拠点施設（太陽館） 

・参加人数  ４２人 
 

■内 容  

午前：「鯨の生態と捕鯨史」と題して、下関海洋科学アカデミーの石川鯨類研究室長が講演 

され、鯨や捕鯨に対する市民の関心が深まりました。 

 

午後：市内外の有識者４名が「捕鯨」「捕鯨を通した地域交流」に関する基調報告をされ、 

「鯨文化」の継承や現状と課題について、参加者を交えて熱心な意見が交わされました。 

 

    

                         [シンポジウム討論会風景] 
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【こども未来部こども育成課】 

Tel 083-231-1286（直通） Fax 083-231-1995 

E-mail hfkodomo@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

ウ ワークショップを開催したもの … ７施策 
 

事例紹介 本庁地区幼保一体化施設ワークショップを開催  

 

本庁地区幼保一体化施設ワークショップ 
 

幡生ヤードに整備予定の本庁地区こども園（仮称）は、幼稚園と保育園を併せた機能に、 

子育て支援センター、発達支援センターの機能を付加した就学前施設であり、平成 30 年 4 月 

のオープンを目指しています。 

そこで、基本設計の段階から、どのような施設にしたらよいかを市や設計業者だけでなく、 

市民の皆様や幼稚園、保育園の関係者も一緒になって検討し、意見やアイデアを出し合うため 

のワークショップを 3 回にわたって開催しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークショップ 1 回目】 

平成 26 年 8 月 2 日に開催した 1 回目のワーク

ショップでは、模型を使って参加者全員で建物周

辺の環境について理解を深め、その後、4 グルー

プに分かれて建物配置図に遊戯室やトイレなど

のピースを使ったゾーニングを行いました。 

最初はグループ作業に戸惑っていましたが、こ

どもの生活の場がイメージできるに従って、色々

な意見が出されました。 

 【ワークショップ 2 回目】 

 平成 26 年 9 月 13 日に開催した 2 回目のワークシ

ョップでは、前回のワークショップでの意見を反映し

た平面計画を基に、建物の利用方法や外構計画につい

て、模型を実際に動かしながら検討を重ねました。 

 グループ作業では、縮小した部屋の箱を動かした

り、重ねたりしながら、施設管理者や利用者の要望や

意図が伝わるボリューム模型を作成しました。 

【ワークショップ 3 回目（最終回）】 

平成 26年 10月 11日に開催した 3回目のワークショッ

プでは、これまでの検討内容を反映した全体計画、本

計画の特徴や管理運営方法について、設計業者から大

型の建築模型を使った説明が行われ、「幼保一体施設+

子育て支援センター+発達支援センター」という新しい

建物の機能について参加者の理解が深まりました。 
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【上下水道局企画総務課】 

Tel 083-231-8754  （直通） Fax 083-231-3122 

E-mail sdsomuka@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

エ 学習会・研究会を開催したもの … ７０施策 
 
事例紹介  夏休み子ども水道教室を開催  

 

 
 

    水の有効性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性について国民の関心を高め、理解を深 

   めるため、国土交通省が毎年、８月１日を「水の日」、８月１日から７日までを「水の週間」 

   と主唱しています。 

下関市上下水道局では、「水の日」、「水の週間」の関連行事として、毎年、夏休み期間中 

に市内の４年生以上の子どもとその保護者を対象に、子どもたちが「水」に触れ、「水循環」 

について考えるきっかけをつくる事を目的に「夏休み子ども水道教室」を実施しています。 

 独立行政法人水産大学校のご協力により、子どもたちが実際に魚に触れたり観察できる 

水辺の教室が特に人気があります。 
 

平成２６年度は雨天のため以下の内容で実施しました。 

実施日 平成２６年８月２日（土） 

申込数 ３８名（定員４０名程度） 

 実施場所 湯の原ダム、長府浄水場 

実施時間 ９：００～１５：４０ 

実施内容  上下水道局より大型バスで出発 

湯の原ダムでダムのしくみを見学した後 

長府浄水場の施設見学、水産大学校講師 

による水生生物等の講義、水生生物や標 

本などを観察します。 

 

 【参考】＜ 晴天時に予定していた内容 ＞ 

実施場所 湯の原ダム、長門市俵山 

実施時間 ９：００～１６：４０ 

実施内容 上下水道局より大型バスで出発 

湯の原ダムでダムのしくみを見学した後 

下関市の水道水源でもある木屋川の川原 

 で水生生物を観察します。  

 

 

 

 

 

 

 

【長門市俵山水辺の教室の様子】 

行事の紹介 水道週間行事：６月上旬、長府浄水場施設公開 

下水道展：８月下旬、山陽終末処理場施設公開 

 

【湯の原ダム見学の様子】 
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オ 広報誌の活用・報道機関の活用・インターネットの活用により施策の内容を広く

市民に情報提供したもの … ５２施策 
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事例紹介  平成２６年度「市報しものせき」掲載内容   
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【総合政策部 企画課】 

Tel:083-231-1911（直通） Fax:083-232-9569         

E-mail:sskikaku@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

カ その他 … １５施策 

 

事例紹介 下関市合併１０周年記念式典     

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでお祝い！みんなにありがとう!! 下関市合併１０周年記念式典を開催 
 

下関市は平成１７年２月１３日に１市４町合併により誕生し、１０周年を迎えました。 

これを記念して平成２７年２月１４日には、下関市民会館にて「下関市合併１０周年記

念式典」を開催し、市民の皆様と一緒に、この節目をお祝いしました。 

新市がスタートして今日まで、中核市移行や「下関ナンバー」の創設、市外局番の統一、

市民憲章の制定、「ツール・ド・しものせき」や「下関海響マラソン」、「おいでませ山口

国体」開催のほか、川棚温泉交流センター「川棚の杜」や道の駅「北浦街道 豊北」のオ

ープン、下関駅にぎわいプロジェクトの完成、あるかぽーと地区のにぎわい創出など、数

多くの実績を残した１０年でした。 
 

◆開催概要 

平成２７年２月１４日（土）１４時～１６時３０分 

下関市民会館大ホールにて 

○「私の好きな下関」絵画コンクール表彰 

○バースデーケーキの入刀 

○合併記念品のお披露目（ご当地ナンバープレート、消防団旗） 

○記念講演「身近なお魚・不思議な世界」（講師：さかなクン）など 
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２．実施機関の施策の推進に関して市民から提出された意見の件数及び回答状況 
 

施策を実施するにあたって、内容、段階に応じ効果的な市民参画が可能となるような方

法を採用することが重要であり、その一段階として施策へ反映させるために市民の意見を

求めたものを集計しました。 

 「パブリックコメント（※１）を行った施策」が１４施策、「アンケートを実施した施策」

が４５施策、「市民提案・企画・論文等を公募した施策」が１施策、「公聴会・広聴会（タ

ウンミーティング等）（※２）・ヒアリング等を実施した施策」が６施策、「市長へのはがき、

Ｅメール等」が２施策、「その他」が６施策となっています。 

パブリックコメントについては、平成２５年度年次報告と比較すると、施策（６施策  

から１４施策）・応募総数（５５件から７９件）とも増加していますが、１施策あたりの  

応募件数は９．１件から５．６件へと減少しています。 

市民の意見を把握する手法として、アンケートの実施が２５年度に引き続き大きなウェ

イトを占めており、実施施策数は４５施策で昨年と変わりないものの、回収数については、

２１，１７５件から１７，６４１件と３，５３４件の減少となっています。 

市民提案・企画・論文等を公募した施策が４施策から１施策へ、公聴会・広聴会（タウ

ンミーティング等）・ヒアリング等を実施した施策が７施策から６施策へそれぞれ減少して

います。 

各項目とも市民の意見を集約する方法として定着しつつありますが、例えば「アンケー

トの回収率の向上」等、より効果的な方法について検討することも必要であると思われま

す。今後も、市はこれらの手法のうちのひとつ又は複数の手法を組み合わせて、市民参画

を実施することが必要です。 
 

■ 実施機関の施策の推進に関して市民から提出された意見の件数及び回答状況 
 

項  目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

パブリックコメント 13  10  18  6 14 

アンケート 34  46  44  45 45 

市民提案・企画・論文等の公募 1  1  3  4 1 

公聴会・広聴会・ヒアリング等 1  1  3  7 6 

市長へのはがき・Ｅメール等 3  3  2  2 2 

その他 3  4  8  8 6 

計 55  65  78  72 74 

                                                   
（※１） パブリックコメント：下関市市民協働参画条例において例示されている市民参画の手法の１つであ 

り、市の基本的な施策等を決定する過程において、その施策等の案を広く市民に公表し、これに対し 

て市民から提出された意見等の概要及びこれに対する市の考え方等を公表するとともに、その市民か 

ら提出された意見等を考慮して当該施策等の案の決定を行う一連の意見募集に関する手続。 
 

（※２） 公聴会：あるテーマについて行政主導で多様な市民意見を聴く公開の場として設定されるもので、 

主として法律や条例に基づき開催される。 

広聴会：地域住民の意見、要望等を計画策定や施策実施に反映させるため、市民と行政との間で、 

直接対話をする場として設定されるもの。 
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■ パブリックコメントの実施状況 

 
 

項  目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

実施施策数 13 10 18 6 14 

応募総数 148 126 70 55 79 

 

■ アンケートの実施状況 

 
 

項  目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

実施施策数 34 46 44 45 45 

回収数 28,350 37,179 25,352 21,175 17,641 
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【総合政策部 企画課】 

Tel:083-231-1911（直通） Fax:083-232-9569         

E-mail:sskikaku@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

ア パブリックコメントを行った施策について … １４施策 
 

事例紹介 第２次下関市総合計画原案に対する意見の聴取について  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次下関市総合計画の策定にあたっては、できるだけ広くからご意見をお聞きするよう努

めました。 

平成２５年８月から約１年間で、審議会委員のご意見が盛り込まれた「第２次下関市総合計

画原案」を策定し、平成２６年９月には、パブリックコメントや住民説明会を実施したところ、

貴重なご意見をお寄せいただきました。 

 

◆パブリックコメント実施概要 

○実施期間：平成２６年９月８日～平成２６年１０月７日 

○閲覧場所：企画課、各総合支所、本庁の各支所、ドリームシップ、下関市民活動センター

（愛称 ふくふくサポート）、市ホームページでも閲覧可 

○意見応募状況 

応募者数 ４人 、意見件数 ４３件 

○意見の分類 

原案に反映する意見 ８件 

実施計画や個別計画等で実施・検討する意見 １１件 

原案に反映しない意見 １６件 

質問に対する回答 ８件 

 

◆住民説明会実施概要 

 ○日時 

   平成２６年９月１３日（土）勝山公民館 

   平成２６年９月１６日（火）アブニール 

   平成２６年９月１７日（水）豊田図書館 

   平成２６年９月１８日（木）太陽館 

（滝部公民館） 

   平成２６年９月１９日（金）川棚公民館 

   平成２６年９月２４日（水）市民会館 

   ※いずれも午後７時～８時３０分 

 

第２次下関市総合計画 
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【市民部 人権・男女共同参画課】 

Tel 083-231-7513（直通）  Fax 083-231-1437         

E-mail smjinken@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

イ アンケートを実施した施策について … ４５施策 
 

事例紹介 男女共同参画に関する市民意識調査  

 

 

 
 

    概 要  

     男女共同参画（ＤＶ対策を含む。）に関する市民の意識や考え方を把握し、「第 

2 次下関市男女共同参画基本計画」の取組を評価するとともに、次期基本計画策定 

の基礎資料とするもの。 
 

    調査対象   市内在住の２０歳以上の市民２，５００人 
 

    調査期間   平成２６年１０月２日～１０月２１日     
 

    調査方法   郵送配布、郵送回収 
 

    回収状況   有効回収数（率） １，１０１件（４４．０％） 
 

  調査結果（抜粋） 
 

[ 各分野における男女の地位の平等感について ] 
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【都市整備部まちなみ住環境整備課】 

Tel 083-231-1225（直通） Fax 083-231-1901 

E-mail keikan@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

ウ 市民提案・企画・論文等を公募した施策について … １施策 
 

事例紹介 下関市景観賞  

 

下関市景観賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『後世に伝えたい、守りたい、下関の美しい景観写真を募集

します』をテーマとして募集し、市内外から５５作品のご応募

をいただきました。 

 選考の結果、海王丸・日本丸が同時寄港した際に撮影された

下関の夜間景観を象徴する作品が最優秀賞に選ばれました。 

【表彰式・作品展示の様子】 

平成２６年１０月４日に受賞者の皆様をお招きし、シーモール下関において表彰式を実

施しました。 

また、同日から１０月９日にかけて、シーモール下関とゆめシティにおいて、応募作品

全２１３点を展示しました。 

良好な景観の形成に向けて、市民の景観まちづくりに対する関心の醸成、更なる意識高

揚を図るため、平成２２年度から「下関市景観賞」を実施しています。 

 平成２６年度は、１市４町が合併してから１０年目の節目を迎えるということから、例

年とは異なる趣向として、コンテスト形式２件として、皆様から作品をご応募いただきま

した。 

美しい景観写真コンテスト 

１０歳の子どもたちによる風景画コンテスト 

【最優秀賞】森木泰代さん 

『虹色あるかぽーと』 

【最優秀賞】岩田拓真くん 

『火の山で遊ぼう！』 

『あなたの好きな下関市の風景を描いてみよう』をテーマと

して募集し、下関市内の小学校５年生から１５８作品のご応募

をいただきました。 

 選考の結果、火の山から関門橋・関門海峡を望む景色を背景

にしたピクニックの様子を描いた作品が最優秀賞に選ばれま

した。 

[ 表彰式・作品展示の様子 ] 
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エ 公聴会・広聴会・ヒアリング等を実施した施策について … ６施策 

 

オ 市長へのはがき・Ｅメール等 … ２施策 
 
広報広聴課受付分 

＜内容別＞ 

内容 はがき E メール 計 

新規提言等 1 7 8 

苦情・要望等 145 186 331 

照会・質問 3 2 5 

その他 3 1 4 

計 152 196 348 

 

＜年齢別＞ 

年齢 はがき E メール 計 

～ １９ 1 1 2 

２０ ～ 3 6 9 

３０ ～ 7 21 28 

４０ ～ 14 27 41 

５０ ～ 23 36 59 

６０ ～ 18 24 42 

７０ ～ 53 17 70 

不 明 33 64 97 

計 152 196 348 

 

上下水道局受付分 

＜内容別＞ 

内容 電話 文書 
FAX・ 

E メール 
来局 その他 計 

苦情・要望等 17 0 0 14 0 31 

問合せ 4 0 1 1 0 6 

計 21 0 1 15 0 37 

 

 

 

 

カ その他 … ６施策 
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３．条例第１４条に規定する附属機関等における委員構成の状況 
 

附属機関等とは、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき設置する審議会その

他の附属機関及び調停、審査、諮問、調査等を目的としない行政運営上の意見の聴取、懇

談等を行うため、要綱等の定めるところにより設置される組織のことをいいます。 

下関市市民協働参画条例第１４条(※３）では、学識経験者や関係者、公募市民等で構成す

る附属機関等は、行政プロセスにおいて重要な役割を担っており、審議や答申等を通じて

市民参画を実現する重要な方法の一つとして位置づけています。 

本項目では、附属機関等を市民参画の視点からより有効に機能させるため、委員選任に

あたっての留意事項である、「委員の公募状況」「年齢構成」「男女比率」「在期数」「兼職状

況」に加え「各附属機関等での審議会等の開催実績」等について調査しました。 

また、市民参画の対象として相応しい附属機関等を明らかにするために、市職員のみで

構成されるもの、市内部の事務処理等の為に設置されているもの、休止中のものを除いて

います。 

平成２６年度における調査対象附属機関等は８４機関存在し、うち公募委員を含むもの

は１３機関で、公募実施率は１５．５％でした。 

男女比率については、全委員に対する女性委員の比率は２７．５％となっており、委員

の年齢構成は３０代までが４．２％、４０～５０代が４４．２％、６０代以上が５１．６％

と、ほぼ４０～６０代以上の委員で構成されています（※４）。在期数については、３期以上

の委員を含んで構成される附属機関が６２機関で、全体の７５．６％（※５）にあたります。 

他の附属機関等の委員との兼職状況等について、団体が推薦する委員（以下、団体推薦）

の数を調査しました。団体推薦の意義とは、推薦母体の団体による自由な委員選考が可能

なため、団体側の視点で他の附属機関等との兼職状況についての配慮が容易になることと

考えますが、今回の調査では、団体推薦を実施した附属機関は５５機関で、割合は６５．

５％でした。 

今後各実施機関においては、女性委員のさらなる選任はもとより、若年層の委員、及び

積極的な公募委員の選任ついても検討していく必要があります。 

また、在期数３期以上の委員は５０９人で、全委員数の３３．８％（昨年度３３．７％）

を占めており、選考の際は特定の人への偏りを避けるよう配慮する必要があります。 

                                                   
（※３）

条例第１４条第１項では、附属機関等をより市民参画の視点から機能させるために、委員選任にあ 

  たって次の事項に注意する必要があるとしている。 

①市民の意見を反映させるという観点から原則として公募委員を含むこと 

②「男女共同参画社会の形成」のため男女比率について検討すること 

③幅広い世代の意見を反映させるという観点から年齢構成について検討すること 

④特定の人への偏りを避ける観点から在期数及び兼職状況を検討すること 
 
（※４）

委員の構成については、一部不明の附属機関があるため、全委員数のうち、一部不明の附属機関の委

員数を除いた数値として割合を算出。 
 
（※５）

在期数の算出については、全ての委員が充て職の附属機関があるため、当該附属機関を除き算出し 

た数値。 
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■ 委員の公募状況 
 

  

項  目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

公募を実施した附属機関等 13 15 12 15 13 

公募を実施しなかった附属機関等 89 76 73 74 71 

計 102 91 85 89 84 

 

■ 委員の公募を実施しなかった理由 
 

 

87.3% 83.5% 85.9% 83.1% 84.5% 

12.7% 16.5% 14.1% 16.9% 15.5% 

0.0% 

10.0% 

20.0% 
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100.0% 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

 イ 公募を実施した附属機関等  ロ 公募を実施しなかった附属機関等 

20.2% 21.1% 
26.0% 

18.9% 
25.4% 

6.7% 7.9% 
8.2% 

6.8% 

11.3% 

22.5% 
26.3% 

28.8% 

29.7% 

26.8% 

50.6% 
44.7% 

37.0% 
44.6% 

36.6% 
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100% 

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

 イ 専ら高度な専門性を有する事案を取り扱う場合   ［H26：26件］ 

 ロ 法令等の規定により委員の構成が定められているもの［H26：19件］ 

 ハ ２５年度中に構成員の変更がなかったもの     ［H26：   8件］ 

 二 その他公募に適さない事案を取り扱う場合     ［H26：18件］ 

イ 

ロ 

ロ 

ハ 

二 

イ 
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■ 年齢構成 

 
 

■ 男女比率 

 
 

■ 兼職配慮 
 

  
25 年度 26 年度 

件数 割合 件数 割合 

団体推薦を実施した附属機関数 58 65.2% 55 65.5% 

団体推薦を実施しなかった附属機関数 31 34.8% 29 34.5% 

 

■ 在期数 

 

※ ３期以上勤めている委員は５０９人で、全委員数の３３．８％を占めている。 
 

■ 任期 
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 【市民と市民のパートナーシップ】 
 
 

 

 
 

１．市民活動を促進するための環境整備として実施された施策 
 

 協働のまちづくりを推進するためには、まちづくりのパートナーである市民及び市民活

動団体に対する支援策が必要となります。ここでは、市民活動に関する情報提供、市民活

動団体同士のネットワーク化の促進、補助金等の助成制度をはじめとする市民活動を促進

するための環境整備として実施された施策を集計しました。 

 「市民活動を促進する情報の収集及び提供」が５施策、「市民活動の場の提供」が２４施

策、「市民活動のネットワーク化の促進」が４施策、「市民活動を側面的に支援する助成制

度の実施」が７７施策、「その他」が５施策となっています。 

 施策数としては、市民活動に対する助成制度が最も多く、今後は情報の収集及び提供の

充実や、市民活動の輪を広げるためのネットワーク化の促進を図る等の施策を増加させる

ことが課題であるといえます。 
 

■市民活動を促進するための環境整備として実施された施策 
 

 

 

項   目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

ア：情報の収集及び提供 8 8 4 6 5 

イ：活動の場の提供 35 34 28 26 24 

ウ：ネットワーク化の促進 4 5 5 4 4 

エ：助成制度の実施 71 71 73 73 77 

オ：その他 7 6 4 4 5 

計 125 124 114 113 115 

4.3% 

20.9% 

3.5% 

67.0% 

4.3% 
 ア：情報の収集及び提供 

 イ：活動の場の提供 

 ウ：ネットワーク化の促進 

 エ：助成制度の実施 

 オ：その他 

市民と市民のパートナーシップとは、自らが生活する社会のために、自らの社会的使命を実現

しようとする市民等が、まちづくりのためにお互いに協働できるような協力関係を表し、行政は、

市民と市民のパートナーシップが構築されるための支援策を行います。 

 

 

■団体紹介シートによるネ 

［ 平成２６年度 ］ 

イ ア 

ウ 

エ 

オ 
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ア 市民活動を促進する情報の収集及び提供 … ５施策 
 

事例紹介 情報誌「ふくふくサポートだより」の発刊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふくふくサポートだより」の発刊 
 
しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサポート）では、市民活動の活性化に貢献

するため、イベント情報や助成金情報、その他、役立つ情報を収集し、「ふくふくサポートだ

より」にまとめ、奇数月（年６回）に各登録団体へ送付しています。また、行政機関にも送付

しており、市民の方へ向けて市民活動への理解を深める機会を創出しています。 

さらに、登録している活動団体のイベント告知に関するチラシなども同封して送付していま

す。各団体の活動内容や活動状況の情報提供を通じて、連携のきっかけを創出し、団体間の連

携を促進しています。 

   

 
 

 

市民活動団体の活動に対しての取材 
 
しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサポート）では、市民活動団体の活動現場

を訪ね、活動の様子をまとめ、施設内に掲示、ホームページに掲載することで、市民活動への

理解を深める機会を創出するとともに、各団体の活動内容や活動状況の情報提供を通じて、連

携のきっかけを創出し、団体間の連携を促進しています。 

 取材の依頼件数は、平成２３年度の秋に始めて以来、年々増加傾向にあります。平成２６年

度は、２４件の取材を実施し、レポートを見た市民の方が団体に問い合わせるなどの新たなつ

ながりが生まれています。 

 

【しものせき市民活動センター】 

Tel 083-231-1826（直通） Fax 083-232-1881 

 E-mail katsudou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 
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イ 市民活動の場の提供 … ２４施策 
 

事例紹介 しものせき市民活動センター  

 

しものせき市民活動センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサ
ポート）は、市民活動の場及び市民と市民がふれあ
うことのできる交流の場を提供することにより、市
民活動の促進及び市民主体のまちづくりを推進す
るため、平成 19 年 5 月 1 日に下関駅前のヴェルタ
ワー２階に開設されました。 

 
【利用者数及び部屋の紹介】 

 
平成 26 年度は延べ 28,322 人の利用がありました。 

うち、大会議室利用者は 4,479 人、中会議室利用者 

は 3,928 人、小会議室利用者は 3,264 人でした。 

大会議室は約 90 ㎡で、60 人程度の利用が可能です。中会議室は約 60 ㎡で 30人程度

の利用が可能です。小会議室は約 30㎡で会議形式であれば 20人程度の利用が可能です。

多目的ホールは予約なしで簡単な話し合いなどに使用できます。 

 作業室には、印刷機・紙折り機・ポスタープリン
ター（A4原稿を A1に拡大できます）・ラミネーター
などがあります。（原則として市民活動団体のみの
利用となります。） 
情報コーナーにはパソコン・コピー機・関係図書・

雑誌などを設置しています。キッズコーナーには遊
具などを設置、授乳室、多目的トイレもあります。 

 
【行事等の紹介】 

 
平成 26 年度は、「市民活動連続講座」のほか、「ふくふくサポートわくわく大作戦」

等を開催しました。また、団体取材やポスター展といった広報機能、ピンポイントボラ
ンティア登録などコーディネイト機能や相談機能も年々充実しています。 

 

 

●ふくふくサポートわくわく大作戦は、市民と市民の交流の場として機能を果たし、小学
生以下の子どもたちを対象にした、ものづくりの楽しさを体験するイベントとして開催し
ました。夏休み最初の日曜日、センターは多くの子どもたちで賑わいました。 

【しものせき市民活動センター】 

Tel 083-231-1826（直通） Fax 083-232-1881 

 E-mail katsudou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 
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【保健部 保健総務課】 

Tel 083-231-1408（直通） Fax 083-235-3901 

E-mail hksomuka@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

ウ 市民活動のネットワーク化の促進 … ４施策 
 

事例紹介 健康づくり取り組み隊の情報の共有化  

 

健康づくり取り組み隊 
 

     下関市健康づくり計画「ふくふく健康２１」に基づいて、地域・職場・家庭において 

健康づくりや生きがいづくりに取り組んでいる団体等を「健康づくり取り組み隊」 

    として登録。市と情報共有および情報交換を行い、協働で「ふくふく健康２１」 

の推進を行っています。 

     健康づくり取り組み隊は、平成 26 年度末で 58 登録あり、活動内容等をホーム 

ページや情報誌で紹介。また、「ふくふく健康２１フェスタ」や「ふくふく健康 

チャレンジ」等の市が実施する事業においても活動内容等を紹介し、市民に対して 

情報発信を行っています。 
 

  〇活動事例等紹介 
 

  【ふくふく健康２１フェスタにて】 

    「活動パネル展示」     「簡単！ミニ脳力チェック」  「食育体験」 

 

 

                       

 

 
 

毎年開催しているふくふく健康２１フェスタで、健康づくり取り組み隊の活動 

内容を紹介。また、健康づくり取り組み隊である保健推進協議会、食生活改善 

推進協議会の「簡単！ミニ脳力チェックコーナー」、「食育体験コーナー」には多く 

の市民が参加し、楽しみながら健康づくりに取組んでいました。 
 

  【ふくふく健康チャレンジ２０１４】 

    平成 26 年 6 月から 12 月の期間中に、各種健康診査や 

   健康づくりの教室等に参加し、ポイントを集めて応募 

すると抽選で豪華賞品が当たる健康づくり応援事業。 

    健康づくり取り組み隊が行っている活動を、ふくふく 

健康チャレンジ対象事業として協力してもらい、ちらしの 

対象事業欄に、活動（内容・日時・場所）および連絡先を 

掲載。 
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【総合政策部 国際課】 

Tel 083-231-9653 （直通） Fax 083-231-9654         

E-mail sskokusa@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

エ 市民活動を側面的に支援する助成制度の実施 … ７７施策 
 
オ その他 … ５施策 
 

 

事例紹介 「学校給食 青島の日」（出前講座の実施）  

 

１９７９年に本市と青島市が友好都市の盟約を締結してから３５周年を迎えるにあたり、 

下関市・青島市友好都市締結３５周年記念事業の一環として、調印式の行われた 10 月 3 日 

を「学校給食 青島の日」として市内各小・中学校で中国料理の給食が提供されました。  

 

国際交流員 蒋 紅（ショウ コウ）さんが桜山小学校を訪問。６年生２７人を対象に中国や 

青島市に関する講話を行い、小学生たちは簡単な中国語会話や中国文化などを通じて下関市と 

青島市との交流についての理解を深めました。 

その後、小学生たちと一緒に楽しく会話をしながら麻婆豆腐、チンゲンサイのスープ等の 

中国料理の給食をいただきました。 
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２．市民活動団体と協働を行った施策及び協働の方法 

 

 協働のまちづくりを推進するためには、市民と行政それぞれが、その特性や役割を認

識し、まちづくりを進めていくことが重要です。ここでは、市民と市民のパートナーシ

ップ、市民活動団体との協働を進めるために行った施策を集計しました。 

「市民活動団体へ指定管理や委託を行った事業（契約を締結するもの）」が２７施策、「市

民活動団体等と協力して行った事業（共催・事業協力）」は３２施策でした。過去５年間

の施策数の推移は、ほぼ同水準であることから、協働を推進する施策についての一定の

定着は図られていると言えます。 

今後さらに市民と行政、市民と市民がよきパートナーとして、協働のまちづくりを進

めていくためには、それぞれが行う取り組みや事業の中で、最適な領域や形態を選択し

ていくことが重要です。 

 

■ 市民活動団体と協働を行った施策及び協働の方法 
 

項  目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

ア：市民活動団体へ委託を行った施策 31 29 32 31 27 

イ：市民活動団体等と協力して行った

施策（共催・事業協力） 
38 34 31 35 32 

 

 

出典：『市民協働参画（パートナーシップ）ハンドブック』改訂版 

下関市市民部市民文化課編, 平成２５年３月発行,P.47 
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【教育委員会教育部 生涯学習課】 

Tel 083-231-2054（直通） Fax 083-222-8333         

E-mail  kishogai@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

ア 市民活動団体へ委託を行った事業 … ２７施策 
 

事例紹介 ふるさと下関協育ネット・放課後子供教室運営業務  

 
ふるさと下関協育ネット・放課後子供教室の２つの事業は、平成２３年度に文部科 

学省が立ち上げた「学校・家庭・地域連携協力推進事業」から補助金を得て進めてい 

る事業です。 
 

(１)ふるさと下関協育ネット（平成２６年度…１８団体に委託） 
 

「ふるさと下関協育ネット」 

とは地域全体で教育に取り 

組む体制づくりを行い、地 

域住民が地域の子どもたち 

の成長に積極的に関わるこ 

とを通して、地域住民の生 

きがいを生むとともに地域 

全体の教育力の向上を図る 

ことを目的としています。 

  学校に通う子どもたちに対してはもちろんのこと、学校外（放課後や土日・祝日） 

における子どもたちへの支援も視野に入れて、地域の子どもたちのためにできること 

を考えていきます。 

 コーディネーターを中心に地域のボランティア等の協力を得て実施しています。 

 なお、幼児期から中学校卒業程度の子どもが対象となります。 
 

 (２)放課後子供教室（平成２６年度…２４教室に委託） 

   「放課後子供教室」は、平 

成１６年度から１８年度ま 

で実施した「地域子ども教 

室事業」、平成１９年度から 

始まった「放課後子どもプ 

ラン推進事業」の中で継続 

して行われてきた取組です。 

週５日制開始当初、小学 

  校の余裕教室等を活用して 

地域の方々の参画を得て子 

どもたちの居場所づくりを進めようという考えからスタートし、各教室では、さま 

ざまな体験活動や文化活動等を行っています。 

 

       

 

学校・家庭・地域の連携協力推進事業
（学校支援地域本部・放課後子供教室） 

( 取組１) 

ふるさと下関 

協育ネット 

( 取組２) 

放課後子供教室 

 

推進委員会（社会教育委員会） 

学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金執行体制 

地域の豊かな社会資源を活用した土

曜日の教育支援体制等構築事業

（土曜学習） 
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【 豊北総合支所市民生活課】 

Tel 083-782-1923（直通） Fax 083-782-0170  

E-mail hhkenkou@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

イ 市民活動団体と協力して行った事業（共催・事業協力） … ３２施策 
 

事例紹介 第１５回元気ファミリーフェスタ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１５回元気ファミリーフェスタは、児童福祉週間

に伴い、未来を担う児童が、家庭や地域で心豊かに生

活できる快適な環境づくり、少子化対策に対応する子

育て支援、親子のふれあいの機会を提供することを目

的としています。 

平成２６年は、５月１０日（土）の午前１０時から

午後２時まで行いました。 

主催は下関市、後援は下関市教育委員会並びに下

関市社会福祉協議会、社会福祉法人三明会、豊北地

区民生児童委員児童問題特別部会、豊北地区保健推

進委員会、下関市食生活改善推進協議会豊北支部、

豊北地区社会福祉協議会連合会及び山口県看護協会

豊浦支部です。 

開催場所は下関市豊北町滝部（豊北総合運

動公園芝グラウンド）において、参加者は旧

豊浦郡内公私立保育園幼稚園児・未就学児

童・小学生・保護者等一般市民（約 900 人）

で、スタッフは下関市職員、豊北町内保育園

幼稚園関係職員及びその他関係団体並びにイ

ベント業者です。 

 内容は 

① 開会セレモニー  『こいのぼり』合唱 

② 開催宣言、児童憲章朗読 

③  イベント（ステージショー） 

④ 遊びのコーナー（ドーム型トランポリン・手作りおもちゃ・わなげ 他） 

⑤ 三世代交流コーナー 

⑥ 子育て支援相談コーナー 

⑦ 資源分別学習コーナー 

⑧ バザーコーナー（焼きそば・たいやき・カレーライス・フランクフルト・わたがし・

かき氷・飲み物） 

⑨ 閉会セレモニー『にんげんていいな』合唱     スタッフ・参加者全員 

⑩ 参加賞（遊びのパスポ－ト（参加児童全員）シール 
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【市内の市民活動の状況に関する事項】 
 
しものせき市民活動センター（愛称 ふくふくサポート）の利用実績数は、平成２６年度

は１，２３３件、利用者数は２８，３２２名であり、前年度対比では、利用件数９３．８％

（前年度件数：１，３１５件）で減少しましたが、利用者数においては１００．３％    

（前年度利用者数：２８，２３９名）で微増となっています。今後も市民活動の拠点施設

として、利用件数の増加が期待されます。 

団体紹介シート提出団体（以下「団体」という。）数については、３０９団体（平成２５

年度末）から２５２団体（平成２６年度末）へ減少しています。これは、平成２６年度に

団体に対し調査を行い、活動実績のない団体や休眠状態にある団体の登録を除外する取扱

いとしたことによるものです。 

活動分野別では、「保健、医療または福祉の増進を図る活動」（６４団体）が最も多く、

他に「学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動」（４７団体）、「子どもの

健全育成」（３７団体）、などの割合が大きくなっています。 
 

 ■ 団体の活動分野（特定非営利活動促進法別表における分類による） 
 

[ 平成２７年３月３１日現在の団体数 ]       
 

活 動 団 体 数 

 保健・医療又は福祉の増進を図る活動  64  

 社会教育の推進を図る活動  10  

 まちづくりの推進を図る活動  26  

 観光の振興を図る活動  4  

 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動  2  

 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動  47  

 環境の保全を図る活動  20  

 地域安全活動  7  

 人権の擁護又は平和の推進を図る活動  9  

 国際協力の活動  13  

 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動  2  

 子どもの健全育成を図る活動  37  

 経済活動の活性化を図る活動  1  

 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動  2  

 消費者の保護を図る活動  5  

 市民活動団体へ助言又は援助の活動  2  

 その他の活動  1  

計  252  

 



しものせき市⺠活動センター
登録団体リスト

しものせき市⺠活動センター
平成２７年６⽉３０⽇ 現在



● しものせき市民活動センターとは…

　　市民協働参画全般に係る促進施策を「下関市市民活動促進基本計画」に

　基づき、市やしものせき市民活動センター（以下「センター」という）が

　中心となり実施しています。下関市ではセンターを拠点とし２５０団体

　（H27.6.30現在のセンター登録団体数）が活動しています。

　　センターでは市民活動に関する「相談受付」、「情報の収集・提供」、

　「活動場所の提供」、「各種講座・研修の実施」、「ネットワーク化の促

　進」を行い市民活動全般をサポートしています。

● 市民活動団体とは … 

　Ⅰ 他人から強制されるものでなく、自らの意思による活動

　Ⅱ 自己や特定の人たちのためでなく、不特定多数の人たちのための活動

　Ⅲ 利益の追求ではなく、地域の社会課題解決のための活動

　以上３点の活動を継続的に行う団体のことです。

 < 目次 >

 ① 保健・医療又は福祉の増進を図る活動 1

 ② 社会教育の推進を図る活動 16

…………………………………

………………………………………

………………………………………………

 ③ まちづくりの推進を図る活動 19

 ④ 観光の振興を図る活動 25

 ⑤ 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 26

 ⑥ 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 27

 ⑦ 環境の保全を図る活動 39

 ⑨ 地域安全活動 44

 ⑩ 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 46

 ⑪ 国際協力の活動 48

 ⑫ 男女共同参画社会の形成を促進を図る活動 51

 ⑬ 子どもの健全育成を図る活動 ……………………………………… 52

 ⑯ 経済活動の活性化を図る活動 ……………………………………… 60

 ⑰ 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 61

 ⑱ 消費者の保護を図る活動 61

 ⑲ 市民活動団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 62

 ⑳ その他の活動（①～⑲に準ずる活動） 63

 ※ センターに登録されている「主な活動分野」で団体を分類しています。

 ※ 巻末の特定非営利活動促進法(別表)の活動順(①～⑳)に団体を掲載しています。

…………………………………………

………………

………………………………………………

…………………………………………………………

……………………………

……………………………

……………………………………………………………

…………………………………

……………………………

……………………………………………………………

…………………………………………………………

………………………………………

…



電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

中村　ちあき 会員数 80人

宮川　昌子 会員数 19人

梶山　滋 会員数 23人

和田　敏男 会員数 65人（賛助会員含）

目的
障がいのある子供や家族をもっている家族会が中心
となって、地域住民の協力を得るとともに自立できる
社会の育成を図る。
（障がいがある為に地域の中で孤立せざるをえない状
態にならないように支援をし、地域の中で健常者と一
緒に不自由なく生活できる環境を作る。）

内容
・月１回の月例会において、障がい者やその家族が
日々の悩みや生活について語り合い、問題があれば
解決方法等を見つけ行動をおこす。
・地域の中で障がい者が自立して生活する為に地域
の方々に理解を求めるためのイベント等を開催し、暮
らしやすい社会の形成作りに努める。

０８３－２６３－２６８７

目的
心身に障害を持つ人々に対して、ノーマライゼイション
の理念のもと、障害当事者が主体となって自立生活
におけるヘルパー派遣等の事業を行い、全ての人々
が健やかに暮らせる地域社会づくりと福祉の増進に寄
与することを目的とする。

活動分野 ① 保健・医療・福祉

０８３－２５４－９２８８

目的
どんな重度な障害があっても、地域の中で自分らしい
生活をしていこうとする人たちのサポートやアドバイスを
しています。

内容
・当事者職員が、地域で生活していくためのノウハウを
伝えます。
・生活のサポートをするヘルパーの派遣。

内容
・障害者デイサービス、ヘルパー派遣等
・カフェの営業及びさをり織り製品の販売
・イベント（ライブ等）
・機関誌の発行

０８３－２４２－９９５２

団体名

団体名

団体名

団体名

ＮＰＯ法人福祉事業振興会
代表者氏名

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
障害者の自立を支援し、明るく豊かな生活が送れる
ようサポートする。

内容
・障害者の雇用の促進
・イベントの開催
・ヘルパー派遣等の生活支援
・結婚相談、悩みの相談等へのサポート

０８３－２６７－９９９３

代表者氏名
ＮＰＯ法人ハートフルネットはまゆう

活動分野 ① 保健・医療・福祉

代表者氏名
ＮＰＯ法人らいと

活動分野 ① 保健・医療・福祉

代表者氏名
ＮＰＯ法人ヒューマンネットワークピア

1



電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

小林　信昭 会員数 23人

原田　慶治 会員数 30人

岸田　あすか 会員数 100人（賛助会員含）

０８３－２４５－９１９１

内容
・療育をかねた余暇支援･自立訓練をかねた余暇支
援
・発達障害児や気になる子どもの子育て支援
（個別カウンセリング、親の勉強会、ピア･カウンセリン
グ）
・就労及び就労継続支援

０８３－２５０－９１４０

代表者氏名
ＮＰＯ法人シンフォニーネット

相澤　昌幸 会員数 42人

代表者氏名
ＮＰＯ法人車椅子レクダンス普及会矢車草の会下関支部

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
・聴覚障害者へのコミュニケーション支援
・要約筆記奉仕員の養成
・要約筆記者の能力向上のための研修会

内容
・中途失聴･難聴者のコミュニケーション支援者の派
遣数（１５５回／年）
・下関市の委託事業として要約筆記奉仕員養成講座
の開催（５月から翌年２月までの毎月、第１、第３、第
５日曜日）

０９０－８６２１－７３４９

代表者氏名
ＮＰＯ法人要約筆記　しものせき

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

団体名

団体名

目的
自閉症･発達障害に対する適切な正しい自閉症の知
識の啓発、生き生きとした地域生活の場の提供に関
する事業を行い、自閉症･発達障害児者のよりよい成
長、幸福な人生の創造に寄与することを目的としてい
ます。

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
高齢者や障害者及び市民等に対して、誰もが住み慣
れた地域で人間らしい暮らしができるように、福祉住
環境を考えた家づくり、施設づくり、まちづくりについて
の助言、支援等に関する事業を行う。

内容
居宅サービス、介護予防サービス、グループ･ケア
ホーム、居宅介護支援、障害者自立訓練、子育て支
援、介護サービス評価･調査、木造住宅耐震診断及
び改修、福祉住環境技術に関する教育普及および調
査研究、福祉のまちづくり及び行政･地域とのネット
ワーク

０８３－２８１－３１１１

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関ひと・まちネットワーク

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
車椅子社交ダンス、レクリエーションダンスの普及を目
的としたボランティア活動。

内容
・車椅子使用者、高齢者、介護者とともにダンスをす
るための技能の練習
・車椅子ダンスの技能を指導する指導者の育成及び
後継者の養成
・車椅子ダンスの技能を活用し地域社会福祉活動へ
の協力と参加

2



電話番号

電話番号

電話番号

電話番号
目的
下関市に居住する身体障害者に対して、各種相談事
業をはじめ、社会参加促進及び会員相互の連絡調
整･援助･啓発等に関する事業を行い、下関市におけ
る身体障害者の福祉の向上と、社会への完全参加と
平等の実現を目指し、もって社会福祉の向上に寄与
することを目的とする。

内容
身体障害者の相談に応ずる事業、身体障害者の社
会参加促進に関する事業、身体障害者のスポーツ、
レクレーションに関する事業、身体障害者団体の連絡
調整及び助言並びに援助に関する事業、身体障害
者福祉に関する研修･啓発に関する事業、その他目
的達成のために必要な事業

０８３－２３１－９２６９

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関市身体障害者団体連合会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
住み慣れた地域の中で、家族や隣人とともに生活して
いくことを望んでいる高齢者や心身に障害を持ってい
る人々に、健康で安心して暮らしていくことができる地
域社会の向上に寄与することを目的とする。

内容
明るく家庭的な雰囲気を重視した認知症対応型共同
生活介護のグループホーム２ヶ所１８名、住宅型有料
老人ホーム（小規模）２ヶ所１３名、通所介護定員１５
名、認知症対応型通所介護定員１２名、居宅介護支
援事業所を運営しています。ご利用者様が「にこやか
に個性豊かに」生活できるように空間作りのお手伝い
をさせていただきます。

０８３－７７４－１９０１

代表者氏名
ＮＰＯ法人宅老所あじさい

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

団体名

目的
この法人は、下関市及びその近隣在住の視覚障害者なら
びに一般市民を対象として、各種相談事業をはじめ、講習
会、研修会等の開催、関係行政機関への視覚障害者福祉
施策についての要望･提言･社会参加促進及び会員相互の
連絡調整･援助･啓発等に関する事業を行い、社会への完
全参加と平等の実現を目指し、もって視覚障害者福祉の向
上及び広く一般市民の市民活動の活性化を通して地域の
発展に寄与することを目的とする。

舛尾　政美 会員数 144人

松本　みゆき 会員数 20人

金原　洋治 会員数 6団体(1,360人)

林　由美子 会員数 11人

内容
・視覚障害者等の相談に応ずる事業
・視覚障害者等の社会参加促進に関する事業
・視覚障害者等のスポーツ、レクリエーションに関する
事業
・視覚障害者福祉に関する研修･啓発に関する事業
・障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業
・その他目的達成のために必要な事業

０８３－２８６－７３００

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関市視覚障害者福祉会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
障害者の自立と社会活動への参加を目指し、通所に
よる就労や生産活動その他の活動の機会の提供を
通じて、知識及び能力向上、また、仲間意識と協調
性を養うことを目的とする。

内容
就労継続支援Ｂ型事業の運営
・さしこ、ビーズ等の手芸品や小物作り（ミシン使用）や
販売
・印刷（年賀状）
・楽器での演奏活動
・レクレーション活動（お花見、旅行、クリスマス会な
ど）

０８３－２２２－６５４１

代表者氏名
ＮＰＯ法人マザーズホーム

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号
内容
点訳活動
・毎月料理やその他の情報を点訳し、カードにして配
布
・毎年カレンダーを点訳し配布
・他に点訳の依頼がある場合は随時実施

内容
(1)特発性大腿骨頭壊死症患者が必要とする医療・
福祉関連情報の収集と提供(2)日本難病・疾病団体
協議会(JPA)の会員としての活動(3)山口県難病団体
連絡協議会会員としての活動(4)社会に向けての特
発性大腿骨頭壊死症をはじめとする難病についての
正しい理解を促進する啓もう活動(5)全国の難病患者
組織との連携により福祉の増進を求める活動(6)難病
患者の就労の継続や雇用促進を支援する活動

０８３－２６６－６９５７

代表者氏名
点訳の会　六点鐘

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
点訳図書の作成を通して視覚障害者への情報の提
供、視覚障害者との交流等のボランティア活動によ
り、広く障害者に対する理解を深める。

内容
・視覚障害の個人･団体からの依頼による点訳図書の
作成
・市社会福祉協会主催の点訳ボランティア養成講座
の講師派遣
・小学校等からのふれあい福祉講座の講師派遣
・中途視覚障害者への点字指導
・視覚障害者関係団体との交流

０８３－２４９－０９５１

団体名

目的
ほんのささやかな活動しか出来ませんが、少しでもお
役に立てればと、思っています。

山口　久枝 会員数 9人

０９０－５５５１－９５５７

代表者氏名
ＮＰＯ法人おれんじの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

代表者氏名
下関点訳しるべの会　

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
手話を学びながら、聴覚障害者との相互理解を深め
るとともに、一般市民に啓発すること。

内容
・月２～４回の学習会、交流会の実施
・山口県内の手話関係団体、聴覚障害者団体との交
流、大会･行事への参加
・下関市より、手話奉仕員養成事業受託

０８３－２５９－７１６１

代表者氏名
下関手話青い鳥の会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

団体名

目的
この法人は、特発性大腿骨頭壊死症患者とその家族
に対して、医療福祉情報の提供、交流の場の提供に
関する事業を行い、難病患者を生活者として包含す
る社会の形成に寄与することを目的とする。

渡邉　利絵 会員数 34人

梶　邦恵 会員数 133人

愛甲　琢哉 会員数 35人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

24人

目的
社会の一員として今まで生きてきた中で受けたいろい
ろな事に対して、少しでもお返しができたらと思い活動
しています。

内容
・３６５日の内３５０日位の１３：１０～１５：３０までの喫
茶
・お花、押し花、お針、傾聴、美顔、和紙工芸、下膳、
習字、車イス掃除などのクラブ活動の介助等を実施

０８３－２６７－１２７７

代表者氏名
彦島タンポポの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
障害者スポーツにかかわり、その体験を通して自ら障
害者に対する理解を深めるとともに、一般市民や社会
に対しても広く理解を求める活動を展開していくことを
目的としています。

内容
・下関市障害者スポーツセンターの教室、行事等に
参加、協力
・障害者スポーツチームの練習補助や大会等への参
加、協力
・障害者を対象としたイベントの主催

０８３－２３２－１８４６

団体名

目的
「老いていく人々が人間としての尊厳を保ち、誇りを
持って安心して生きられる社会」と「女性の自立が達
成される社会」の実現を目指し、高齢社会の諸問題
を調査研究し、実践活動を通して「老い」を豊かでより
よいものにする。

内容
・講演会、学習会等の実施
・高齢者のための各種講座
・レクレーション活動、バザー活動
・お食事サービス
・派遣サービス（ヘルパー等）

０８３－２６７－９９９３

代表者氏名
高齢社会をよくする女性の会下関

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

松村　良子 会員数 80人

田辺　よし子 会員数

代表者氏名
（下関）スポーツボランティアの会（Blue Cupids）　

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
山口県在住の目と耳の両方に障害を併せ持つ盲ろう
者と盲ろう者を支援する人たちの交流を通して盲ろう
者の社会参加と福祉の向上を目的としています。

内容
・通訳･介助員派遣事業
・養成講座、盲ろう者のパソコン研修、コミュニケーショ
ン習得学習会等
・交流会（お花見･忘年会･リンゴ狩りなど）
・定期総会、役員会、訪問活動
・会報「ほほえみ」の発行（年２回）

０８３－２８２－１１２２

代表者氏名
山口盲ろう者友の会西部支部

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

小城　正明 会員数 25人

済　揚子 会員数 116人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

辻野　恭子 会員数 1,468人

矢野　美津枝 会員数 36人

田中　隆子 会員数 24人

石川　章 会員数 60人

目的
子どもたちや子育て家庭を支援、応援している個人や
グループ、団体の人たちの連携を強化することを通じ
て子どもたちの健全育成を図る。

内容
・定例勉強会（毎月１回第２火曜日）参加者、グルー
プの情報交換
・こどもフォーラム（年１回）
・インターネット･メーリングリストによる育児相談
・チャイルドラインしものせきへの応援

０８３－２５６－６８８８

目的
「住んでいる街を住みたい街に」を合言葉に赤ちゃん
からお年寄りまで安心して暮らせる街づくりを目指して
必要なケアや取り組みを考え実践していく。

内容
制度に関わらず、困った時に必要とされるケアサービ
スを非営利でお届けします。地域の方々がふれあい
交流できるような機会（サロンなど）や福祉を身近に感
じていただけるような取り組みを行います。

０８３－２２９－２９４０

代表者氏名
たすけあいワーカーズあゆむ

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
・地域の方々の健康と福祉の向上に寄与する
・地域の方々へ、看護職能の活動を啓蒙する

内容
・「まちの保健室」（毎月第１土曜日）血圧測定、体脂
肪測定、健康相談の実施
・「看護の日」･「国際助産師の日」のイベント開催
・市民団体行事の救護活動協力

０８３－２４１－１１９９

団体名

代表者氏名
こどもなんでもネットワーク下関

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
・少子高齢社会の現実をしっかり見つめ、すべての人
たちが自立し、共に支え合い、安心して生きられる市
民社会の創造をめざします。
・少子高齢社会の諸問題を解決するための啓発活動
を展開しながら、学んだことを事業にむすびつけてい
きます｡

内容
・介護予防のためのサロン、市民福祉講座、講演会、
シンポジウム開催等
・フォーラム、施設見学、会報（ホーモイ通信）等
・参加協力…認知症を地域で支え合うまちづくり下関
ネットワーク委員会、認知症予防ネット等

０８３－２５３－４８９２

代表者氏名
高齢社会をよくする下関女性の会（ホーモイ）

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

代表者氏名
山口県看護協会　下関支部

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

江河　千寿 会員数 32人

目的
心臓病児者とその家族の苦しみをなくすため、会員相
互が連絡し助け合い、みんなで医療制度の改善と、
社会福祉の拡充のために活動します。

内容
・支部総会
・交流会（親同士、病児者同士、家族で～等）
・支部報作成
・会報の発送
・医療相談会･講演会の開催

０８３－２６７－８７２９

代表者氏名
全国心臓病の子どもを守る会山口県支部

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
・子育て支援

内容
・子育て相談室（電話相談、面接相談、訪問相談、
メール相談）
・育児講座、子育てサロンの実施
・年齢別の活動、園開放、出張支援
・絵本･ビデオライブラリー、広報

０８３－２５６－６８８８

団体名
古川　宗廣 会員数 48人

目的
盲導犬への理解を深めるための啓発･普及活動。

内容
・エールの会の振興に関すること
・会員相互の親睦･研修に関すること
・関係諸機関との連携
・その他本会の目的達成に必要なこと

０８３－２５６－９８５５

代表者氏名
盲導犬ボランティア・エールの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
地域子育て支援センター「つくしんぼの会」

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
腎臓病患者の発生を１人でも少なくするように、早期
発見及び早期治療推進の為、講師指導の先生、栄
養管理士の先生に定期的に講演を行っていただける
様な場を作る。

内容
会員各自が社会の恩恵を受けていることに感謝し、社
会復帰及び奉仕還元を目標として社会に貢献を行う
事。

０８３－２３２－２９９８

代表者氏名
下関市腎臓友の会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名
中川　貞代 会員数 80組

曽根　辰雄 会員数 300人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

18人

田辺　よし子 会員数 200人

田丸　隆宏 会員数 90人

目的
・会員の共励による自助努力、自力更生をはかる。
・地域住民と協調し、相互理解を深める。
・厳しい財政状況のもと、障害者の福祉向上を図る。

内容
定期総会の開催、各種障害者スポーツ大会への参
加、全国・中四国・県範囲の福祉大会、研修会への
参加、広報宣伝活動、組織の育成と充実強化、福祉
事業の促進、文化・芸術活動の推進、社会奉仕

０８３－２６７－９９９３

代表者氏名
下関市肢体障害者福祉協会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
視覚障害者に音声によって情報を届ける活動。

内容
・書籍の音訳を蔵書として点字図書館に納める
・市報･県報の音訳（毎月）
・「みちしお」情報テープ発行（毎月）
・官報の音訳（適時）
・社会福祉法人春光苑のイべントにおける手引きボラ
ンティア

０８３－２４５－５９１２

団体名

目的
社会参加を目指して、情報保障と知識を得る。

内容
年間３～４回日曜教室開催と下関手話青い鳥の会と
の相互の行事を通じて交流会の実施。

公表希望なし

代表者氏名
下関市聴覚障害者福祉協会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
音訳みちしおの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
・知的障がいのある人たちが自立や社会性を身につ
け自信をつけること（余暇活動）
・知的障がいのある人たちが地域の人たちとコミュニ
ケーションをとること（交流）
・地域に向けて知的障がいのある人たちの理解や関
わりへの啓発

内容
・新年会、勉強会、お花見、みんなでつなごう４２.１９
５キロ、バーベキュー大会、工場見学、会社見学、地
域の夏まつりステージ踊り披露、納涼会（ソーメン流
し、おもしろ理科実験、陶芸）、デイキャンプ、馬関まつ
り平家踊り総踊り、夜の海響館めぐり
・各施設イベント時ステージ踊り披露、ボランティアと
買物お出かけ、クリスマス会、福祉フェスタ

０９０－７９７０－９６５４

代表者氏名
知的障がい者との共生グループ『グラント』

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

吉竹　明子 会員数
52人(会員8
人/賛助会員

44人)

武長　順子 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

藤本　恵子 会員数 100人

高玉　多美子 会員数 22人

樋口　賢治 会員数 32人

目的
本会は、(社）日本ウオーキング協会、山口県ウオー
キング協会に加盟し、ウオーキング運動の提唱と実践
を通して、日常の歩く活動を奨励し、自然に親しみ、
自然を愛護し、史跡･名勝を訪ねて豊かな心を育むと
ともに、世代を越えた親睦を図り、市民総健康づくりの
推進と明るい社会づくりを目的とする。

内容
・ウオーキングの実践と地域団体の育成に関する活
動
・ウオーキングの実践団体との交流と親睦に関する活
動
・一般市民にウオーキングの実践をとおして健康づくり
に資する活動

０９０－４５１０－８２０８

目的
会員間の交流と親睦を通して、介護等についての意
見及び情報の交換をし、認知症の人とその家族の生
活支援をするとともに、地域社会に認知症を正しく理
解して頂き、日常生活の継続の維持をする。

内容
・月例会「つどい」交流会
・介護について勉強会、講演会
・介護施設の見学
・認知症の相談会

０８３－２６６－２５８７

代表者氏名
下関市認知症を支える会「キャッチボールの会」

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
ダウン症児を持つ親同士の集まり。

内容
・月１回の茶話会
・年３回の県内（下関市･山口市･周南市）での全体会
・ＨＰ･会報での情報提供
・講師による講演会･勉強会

０８３－２５３－１４６８

団体名

代表者氏名
下関ウオーキング協会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
「元気なまちは元気な人が作る」をモットーに心と体の
元気を中心に据えて、社会、環境も含めた元気づくり
をさまざまな分野の方々との交流を通して、研究、提
案、実践していくことを目的とする。

内容
・情報の収集及び提供
・製品を使用して健康元気の体験
・メンバーと他団体との勉強会
・講師を招いて講演会

０９０－１３５９－３６０７

代表者氏名
元気づくり交流会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名
石本　好和 会員数 60人

代表者氏名
山口ダウン症児親の会　みんないっしょ

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

62人

目的
心の病をもっておられる精神障害者への理解を深
め、支援の輪を地域の中に広げていく。
ボランティア活動を通じて「ふれあい」と「心の交流」を
広く大きくしていく。

内容
・保健所によるデイケア（食事会、いちご狩り、花見、
料理、スポーツ、クリスマス会等）への参加とふれあい
・精神保健の知識の習得
・他のボランティア団体との交流

０８３－７７２－３６２８

代表者氏名
精神保健ボランティアゆうゆうの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
介護予防、社会参加を目的にしながら高齢者、障害
のある方の自立と自律を促し医療費、介護費の節約
による社会貢献を目指しています。

内容
読み、書き、体操、人との交流を促す事をベースに社会福
祉センター４階ホールにて毎週木曜日に例会を開いていま
す。また県外への屋外学習や、四季の行事を開き１２月に
は山口県障害者文化芸術祭のステージ部門に出場し、朗
唱、歌唱、踊り、手話ダンスなどを披露しています
再起会設立２０周年を記念して介護予防カルタを制作しま
した。会員さんから介護予防についてのアンケートを取りそ
れをカルタにあった文言に文書化して山芸大の学生さんに
絵を入れてもらいました。

０８３－２４５－３６７０

団体名
鶴谷　晃代 会員数 18人

目的
公的年金受給者の制度に対する認識の高揚と会員
相互の親睦をはかり年金受給者の福祉の向上と年金
制度の充実発展に寄与することを目的に活動してい
ます。

内容
健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりを３本柱として、
多彩な行事を実施しています（趣味の会、クラブ、同
好会１２）。健康づくり＝グランドゴルフ大会、ゲート
ボール大会、ゴルフ大会、ボーリング大会等。仲間づ
くり＝さわやか旅行会、日帰り親睦旅行、囲碁将棋大
会、会報「れんらく」発行。生きがいづくり＝生きがい美
術展、生きがい講座（高齢者福祉講座･社会貢献ク
リーン作戦）。

０８３－２６７－８７００

代表者氏名
下関年金受給者協会　　

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
リハビリサークル再起会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
運動（ウォーキング）や食生活（減塩）を中心とした健
康づくりをすすめる。
地域の特性を活かしたイベントの開催により、各地域
の良さを見直し、市民相互の交流をはかり、健康づくり
の輪を広げる。

内容
・ウォーキングイベントの開催
①グリーンシャワー小日本ウォーク（菊川コース）
②ふるさと再発見ウォーク（豊北コース）
③早朝ウォーキング（豊田コース）
④青龍伝説テクテクウォーク（豊浦コース）
・情報誌の作成及び啓発活動
・食習慣見直しのための料理教室の開催

０８３－７７４－１７０６

代表者氏名
ぐーんと健康２１ネットワークの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

濱本　笙子 会員数 2,777人

細田　正男 会員数

末次　千恵子 会員数 25人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

31人

石塚　忠志 会員数 ―

家根内　清美 会員数 468人

目的
老若男女、障がいのある人もない人も一緒に、無理な
くからだを動かし、４２.１９５キロをみんなで達成する。
地域の人たちと交流する。

内容
ひとりずつ走る･歩く（伴走者と走る･歩く）で進み、次の
人へたすきをつないでいく。ゴールテープは参加者全
員が切る。
レクリエーションやバザーも有り。

公表希望なし

代表者氏名
みんなでつなごう４２.１９５キロ実行委員会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
摂食や嚥下に困難さを抱えている方々に対して、本人、家
族、医療、教育、福祉などのさまざまな視点から、食環境や
摂食･嚥下機能などの「食」に関する共通認識を深め、その
支援のネットワークを構築することを目的とする。
また、地域生活において、いつ･どこで･どんな人たちとも、安
全に･おいしく･楽しく･栄養的にも充足した食事環境を保証
するための支援や、食育の発展を目指す。

内容
・定例会（会議･勉強会･事例検討会など）
・講習･講演会等の開催
・その他、目的達成のための事業

０８３－２３３－９８５０

団体名

目的
「私達の健康は、私達の手で」をスローガンに、生涯に
おける健康づくり活動を、食を通して地域において推
進しているボランティア団体です。

内容
健康日本２１の推進（生活習慣病予防、元気で長生
き）、母子の健康･貧血予防（おやこ食育教室、子ども
料理教室、スポーツ少年と食育など）、高齢者の健
康･食事（男性料理教室、高齢者の健康保持増進と
運動、在宅介護食のサポート、給食配食訪問活動な
ど）、その他（福祉活動、出前講座など）

０８３－２３１－１４０８

代表者氏名
下関市食生活改善推進協議会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
ふくふくゴックン

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
ひとり暮らしや寝たきりの高齢者や障害をもっておられ
る方のお宅へ、温泉のお湯を宅配することにより、少し
でも快適な生活を送ることが出来るよう願って実施す
る。

内容
日頃、温泉地へ出かけることが出来ない方を対象に
滝部温泉のお湯を届ける。

０８３－７８２－１７４５

代表者氏名
グループ　湯ったり

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

上野　文男 会員数 6人

木本　孝子 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

20人

樋口　日出雄 会員数
県内163人
(市内31人)

目的
下関市内のパーキンソン病患者、家族および会の目
的に賛同する一般市民が連帯して、パーキンソン病
患者の医療、福祉、療養生活の充実向上、推進を図
る事を目的とする。

内容
・医療、福祉関係者の講演などによる勉強会
・患者のリハビリテーション活動の普及と指導
・療養生活体験の交流及び親睦の為の集会やレクリ
エーション
・会報の発行
・難病･障害者･その他団体との交流･連帯活動

０８３－２４６－１０３４

目的
人々が自らの口腔の健康をコントロールし、改善するこ
とができるようにする。

内容
疾病予防から健康づくりと口腔保健活動を転換するこ
と。健康づくりの主役は、専門家ではなく住民自身で
あること。口腔内だけをみるのではなく、住民の生活の
場である家庭、学校、職場、コミュニティーをも視野に
入れて考えること。口腔保健の政策決定、実施、評
価のプロセスに住民が主体的にかかわること。う蝕や
歯周病を予防することがゴールではなく予防を通して
住民のＱＯＬ向上の貢献をめざすこと。

公表希望なし

代表者氏名
下関口腔健康談話会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
体力の低下により起きる生活習慣病、筋肉、骨減弱症、認
知症の予防と改善を目的として全身の運動機能を強化して
生涯現役の健康づくりを目指したいと思います。
歳をとるにつれて誰もが感じる「不安感」大切なのは『握る
力』『つまむ力』『腕の力』『下半身の力』です。
新しく鈴木正成先生が考案した（ダンベルツイストウォーキン
グ）(足踏みツイストウォーキング）を実践しています。

内容
玄米を３００ｇを詰めた布袋を両手でしっかり握りしめなが
ら、ゆっくりと筋肉を刺激するやさしい体操で握力、腕力、つ
まみ力を強化して１日１５分～２０分のダンベル体操で基礎
代謝力を増大、免疫力アップして寝たきり防止で病気をよ
せつけない強い体を作ります。（鈴木先生考案の新体操）ツ
イストウォーキングに使用する健康増進具は三角の布袋（１
５ｃｍ×７ｃｍ）に玄米を詰めて強く握りしめてウエストを左右
にひねりウォーキングする。

０８３－２５９－８１１０

団体名

代表者氏名
全国パーキンソン病友の会山口県支部

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
障害者がパソコンを利用するためのサポート活動を行
い、障害者の福祉に貢献することを通じて会員の技
術向上と相互の親睦を図る。

内容
・障害者へのサポート活動
・障害者がパソコンを利用するために必要な知識技術
の習得
・新しいソフトやハードに関する知識技術の習得
・サポーターの養成

０９０－４６９４－１８２３

代表者氏名
下関障害者パソコンサポーター（ＳＳＰＳ）

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

帆足　昇 会員数 10人

相澤　昌幸 会員数

代表者氏名
玄米ニギニギダンベル体操　山口スマイルクラブ

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名
加藤　優紀子 会員数 22人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

佐藤　章子 会員数 5人

松山　英司 会員数 10人

目的
地域の中に埋もれている保母や保育士資格をもった
方や資格はないけれど子育て支援のお手伝いがした
い方を発見、発掘し、今の子育てや子どもに関する知
識を得るための養成講座を行い、地域の表に出てき
て活躍してもらうことを目的とする。

内容
全４回の講座「今どき保育」「子どもの発達」「子どもの
病気」「子育て支援地域力」を受講
受講後「地域保育ボランティア」に登録されると、保育
園や子育て支援センター、サークル、ファミサポなどで
活躍の場が出来る様になります。

０８３－２５６－６８８８

代表者氏名
地域保育ボランティア養成講座実行委員会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
この団体は認知症の発病前での予防及び軽症からの
引き戻しに関する事業を行い、以って福祉の増進に
寄与することを目的とする。

内容
・認知症予防の啓発。
・認知症予防に関する講演会及び認知症予防サーク
ルの開催。
・認知症予防サークル開催を関係団体に働きかけ
る。
・その他、この団体の目的達成のために必要な事業。

０９０－９０６４－３０４４

団体名
中川　浩一 会員数 10人

目的
義務教育期間を障害のある子も、障害のない子達の
中で育ち、共に良い関係を築いたにも関わらず、高校
への進学は「義務教育ではない」からと、点数が取れ
ない等の理由で排除されている。
その状態の壁を取り除いていきたい。

内容
集会、会報等で、この会の目的を周知させ、「障害の
ある子も、普通高校で共に学びたい」との思いを伝
え、教育関係者への啓発活動を行っていきたい（県
教委交渉等）。

公表希望なし

代表者氏名
山口「障害児・者」の高校進学を実現する会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
認知症予防ネット下関

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
誰もが、夢に向かって走っていける社会、そしてハン
ディを認め合い、一人ひとりが大切にされる社会をめ
ざす会です。

内容
ハンディキャップを認め合い、一人歩きをする障害者
にエールを送る会です。中途身体障害者及び障害者
児のバリアフリーについて考える。中途身体障害者及
び障害者児のレクレーション活動等。障害児家族の
随時サポートなどの介護リハ等。

０８０－５２３６－６３９８

代表者氏名
ひまわりボランティアの会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名
波戸崎　みゑ子 会員数 8人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

40人

200人

目的
笑いヨガを行う事で日々の生活を健康で笑いに満ち
たものにし、ストレスの軽減、免疫力アップする体操と
しての笑いを提供する。

内容
ヨガの呼吸法と笑いを取り入れたエクササイズにより、
健康的な身体づくりをしていく。

公表希望なし

代表者氏名
下関笑いヨガクラブ

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
肝臓病でお悩みの患者さんと家族達の交流を通じて
正しい知識と情報を発信し、また、長期のつらい闘病
生活でふさぎがちな患者さんやご家族の方が語り合え
る癒しの会になる事が目的です。

内容
交流会、学習会、講演会の開催
会報の発行
医療制度の改善と社会保障の拡充のための運動

公表希望なし

団体名

目的
社会福祉士の資質と社会的地位の向上に努めるとと
もに、社会福祉の援助を必要とする山口県民の生活
と権利の擁護及び社会福祉の増進に寄与する。

内容
社会福祉の援助を必要とする山口県民の生活と権利
の擁護に関すること。（下関地域で活動）
社会福祉の発展に寄与するための普及啓発活動及
び社会福祉その他の専門職団体等との連携に関する
こと。

０８３－２５２－２２２７

代表者氏名
山口県社会福祉士会　下関ぶろっく

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

大石　美幸 会員数 10人

石塚　忠志 会員数

代表者氏名
山口肝友会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
認知症になっても安心して生活できるまちづくりのた
め、地域住民や行政、保健、医療、福祉の関係機関
が相互に連携、協力することができるネットワークの構
築を目指します。

内容
認知症になっても安心して生活できるまちづくり
・地域住民、行政、保健、医療、福祉の関係機関が
参加する研修会の実施
・認知症を地域で支えるまちづくり（ネットワークづくり）
のための会合
・年１回認知症下関大会開催

０８３－２６６－８２８７

代表者氏名
認知症を地域で支えるまちづくり下関ネットワーク委員会

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名
上田　君代 会員数 110人

佐々木　知二 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

金原　洋治 会員数 100人

白土　澄子 会員数 55人

川﨑　直子 会員数 10人

末村　ゆか 会員数 34人

目的
肢体不自由児をもつ親が集まり、情報交換や悩み相
談などを行い子育て交流を図る。
学校卒業後の居場所･就労場所を作る。並びに進路
開拓を目指す。

内容
２か月に一度の茶話会で情報交換･悩み相談などを
行う。
不定期できょうだい児交流を含めた親子交流の余暇
活動を企画し実施する勉強会。

０９０－９５０２－７３３５

目的
認知症本人同士、家族同士が励ましあい、助けあっ
て、実りある人生を送ると共に、認知症になっても安
心して暮らせる社会の実現を求めて活動する。

内容
・介護家族（本人同伴も可）の「つどい」を毎月１回開
催
・会報「ぽ～れぽ～れ」の発行…全国版は毎月、山口
県版は隔月発行
・地域家族会や行政などと協働して啓発活動を行な
う
・講演会や学習会の開催

０８３－２５２－５３５８

代表者氏名
公益社団法人 認知症の人と家族の会 山口県支部　下関ブロック

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
重症心身障害者の住み慣れた地域の中で生活（活
動）する。

内容
重症心身障害者の日中生活及び放課後余暇支援。

０８３－２５２－２２２７

団体名

代表者氏名
肢体不自由児をもつ親の会「花笑み」

活動分野 ① 保健・医療・福祉

目的
難病患者団体の活動補助をすると共にスムーズな運
営が行われるよう努力する。

内容
難病患者会の要請により援助活動

０８３－２４８－２６７７

代表者氏名
難病サポート下関

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名

代表者氏名
社会福祉法人　じねんじょ

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

渡邉　利絵 会員数 6人

目的
時代を先取りした研修を企画、女性の教養を高めると
共に地域に根ざした活動の連携を図る。
相互交流や情報交換をし、明るく安心して住める下関
と共生社会に向けて、女性のエンパワーメントに頑
張っています。

内容
・生涯学習の推進（青少年健全育成、家庭教育推
進）
・男女共同参画
・環境保全
・消費者運動　等

０８３－２３３－１１７０

代表者氏名
下関市連合婦人会

活動分野 ② 社会教育

目的
雑誌「婦人之友」の愛読者の会。
健全な家庭生活の発達のため着実な生活者を目指
す。

内容
・会員の勉強会
・外へ向けての講習会･バザー他

０８３－２５３－２３２１

団体名
林　登季子 会員数 1,703人

目的
難病は確率は低いとはいえ、誰でも発病する可能性
があります。患者に限らずより多くの人に難病であるサ
ルコイドーシスのことを知ってほしい、話してほしい。
医療制度を学習し、正しく活用したい。

内容
サルコイドーシスという病気についての学習会（対象は
限定せず、公開）、障害のことを話す交流会。
医療制度や障害者総合支援法についての学習会と
交流会。以上の内容はブログで公開する。

０８３－２５６－００７０

代表者氏名
サルコイドーシス下関

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

代表者氏名
下関友の会

活動分野 ② 社会教育

目的
点訳を行うとともに視覚障がい者と交流を深め情報支
援を行う

内容
・視覚障がい者、または点字を必要とする個人･団体
から依頼された点訳
・視覚障がい者への情報支援のための学習及び交流

０８３－２６７－４５５５

代表者氏名
点訳サークルあかね

活動分野 ① 保健・医療・福祉

団体名

団体名
原田　惠子 会員数 68人

小川　達二 会員数 13人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

631人

横田　尚 会員数 運営メンバー15人

西谷　佳記 会員数 24人

目的
青年法政大学の修了生が政治、選挙、社会に対する
認識をより深めて社会活動のよき実践者となり、地域
社会に寄与すること及び会員相互の親睦を図ることを
目的とする。

内容
・研修会、座談会等の開催
・選挙啓発活動

０８３－２６３－３２４５

代表者氏名
下関青年法政大学　

活動分野 ② 社会教育

目的
高齢者の活性化。
いきいきとした高齢社会の創設。

内容
・交流会、学習会の開催
・会報の発行

０８３－２２３－３８２２

団体名

目的
本会は、異業種交流により会員相互の理解を深め、
各会員が会得した知識を利用及び還元することによ
り、もって下関市民が健やかに暮らせる地域社会づく
りと社会福祉に寄与することを目的とする。

内容
月に１回程度の定例勉強会を開くことにより、異業種
間の交流を深め、また、よりよく生きるための知識を得
る。そして、その知識等を下関市民にフィードバックす
る。フィードバックの具体的な方法としては、会としての
講演会や相談会の開催など、その他たくさんの企画を
実施したい。

０８３－２５２－０４９３

代表者氏名
輪関塾

活動分野 ② 社会教育

団体名

代表者氏名
「新老人の会」山口県支部

活動分野 ② 社会教育

目的
海響館がもつ設営概念「海のいのち･海といのち」に
立って、解説活動を行い、観光客と施設を効果的に
結びつけることを目的とする。

内容
団体客や家族連れの誘導や案内、展示生物に関す
る解説を行うのが主な活動ですが、一方的で押し付
けにならないよう心がけています。
下関市民の誇りとする水族館をお客様にいかに気持
ち良く印象づけるかに心を砕いています。

０８３－２２８－１１００

代表者氏名
海響館解説ボランティア  あくあは～つ

活動分野 ② 社会教育

団体名

団体名

― 会員数 51人

西　祐司 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

田口　美春 会員数 約150人

原田　瑞枝 会員数 79人

藤田　武文 会員数 9人

目的
日本とコリアの過去の歴史を学び、未来の日本とコリア
そして東アジアの平和を希求すること。

内容
歴史の学習会･フィールドワーク、国際的な市民交流
会、韓国への市民交流の旅行

０８３－２５４－７０８８

目的
地域社会における道徳振興活動を通じて、人づくり国
づくりに寄与すること。

内容
講演会、セミナーの開催
小冊子の配布等

０８３－２２２－００２５

代表者氏名
下関モラロジー事務所

活動分野 ② 社会教育

目的
下関市立中央図書館をはじめとする市内に在る図書
館が広く市民に開かれ、利用され、居心地の良い場
所となることを願い、図書館と市民とが共に成長して
いくことを目的とします。

内容
・講演会や学習会の開催
・図書館見学
・会報の発行
・市や図書館におねがいや提言など
・他団体との交流

０８３－２５３－４８４０

団体名

代表者氏名
日本とコリアを結ぶ会･下関

活動分野 ② 社会教育

目的
焼き物作りを通じて、地域住民と交流を深め、明るく
住みよい地域づくりに貢献する。

内容
・小学校、幼稚園及び障害者施設へのボランティア
出前体験学習を推進する。
・自治会等の地域活動へ参画し協力する。
・会員（サポーター含む）の焼き物づくりの技術向上。

０８３－７８２－０８８０

代表者氏名
“陶悠”友の会

活動分野 ② 社会教育

団体名

団体名
鍬野　保雄 会員数 11人

代表者氏名
下関図書館友の会

活動分野 ② 社会教育

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

73人

目的
川中地区の住民団体が自ら事業を行い、地区の特
色あるまちづくりを推進することを目的とする。

内容
・綾羅木川河畔花いっぱい運動の展開、実施
・コスモス祭り実施

０８３－２５２－２９８０

代表者氏名
川中地区まちづくり協議会

活動分野 ③ まちづくり

目的
「心の通う町　住みよい吉田」を如何に創造していくか
を協議し、もって吉田地区の発展に寄与する。

内容
・まちづくり懇談会総会
・まちづくり懇談会会議
・ふれあい市場（年２回）
・吉田地区新年互礼会

０８３－２８４－０１２５

団体名
麩谷　桂 会員数 33,000人

目的
当法人は、下関が持っている本来の魅力を十二分に
引き出し、下関のまちづくりを応援していただける団員
（会員に同義）を募り応援団を形成し、歴史ある下関
の史実や先人の偉業の顕彰及び伝承、下関のプロ
モーション活動、文化や芸術の振興、地域経済の発
展支援等を行い多岐にわたって広く社会･公益に寄
与することを目的とします。

内容
・まちづくりの推進を図る活動
・情報化社会の発展を図る活動
・経済活動の活性化を図る活動
・前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に
関する連絡、助言又は援助等の活動。

０８３－２３５－２２９０

代表者氏名
ＮＰＯ法人ふるさと下関応援団

活動分野 ③ まちづくり

団体名

代表者氏名
吉田地区まちづくり懇談会

活動分野 ③ まちづくり

目的
勝山御殿跡（勝山地区公園）の史跡、幕末攘夷戦に
備えた城郭のＰＲや保護、多目的広場として利用推
進、また勝山三山（青山、勝山、四王司山）の登山基
地、国史跡指定を要望、まちづくりに活かす。一方、
竹細工文化･技術伝承（文化祭参加、子供会との交
流）。

内容
・４月　　　　　  総会、歴史講話
・７月～１２月　登山道づくり、登山、史跡案内
・７月　　　　　　史跡探訪、
・１１月　　　　　文化祭参加、竹細工コーナー、文化
伝承
・２月　　　　　  まちづくり研修
・４～３月　　 　勝山地区公園、緑の広場愛護活動

０８３－２５６－７０８３

代表者氏名
勝山三山を守る会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名

吉本　知則 会員数
法人100社/
個人250人

岡崎　義三 会員数

下本　一公 会員数 48人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

82人

岩田　武二 会員数 37人

木森　正喜 会員数 10人

目的
小月地区は高齢化、地域の分化が進み共同意識･共
同活動が解体化し、地域社会の活力が低下しつつあ
るため、地域住民が主体となってコミュニティの形成
を中心とした新しい地域社会の組織化を図る。

内容
・浜田川の鯉のぼり…４月終わりから６月中旬まで浜
田川に鯉のぼりを泳がせる。・花植…６月と１２月にプ
ランターに花の苗を植え本町通りの歩道に設置。・門
松…年末から年始にかけて直径１ｍ程度の門松を小
月公民館の玄関前に展示。・浜田川の鯉管理…１年
を通じて浜田川の環境美化や鯉の飼育に努める。・
笠山登山道整備…地域の有志によりふるさとの山、
笠山登山道の清掃･整備。

０８３－２８２－１１２０

代表者氏名
小月地区ふるさとまちづくり協議会

活動分野 ③ まちづくり

目的
勝山地区の現在を見つめ、歴史を顧みて未来を描く
ことにより、勝山に住む人々の愛郷心を培い、心をつ
なぐふるさと勝山の創生に寄与することを目的とする。

内容
・かつやまかっぱ夏まつり実行委員会
・新都市づくり検討委員会｢５委員会｣
１.情報収集と広報委員会 ２.既存市街地の整備と公
共･公益施設の配置調整委員会３.幹線道路網､鉄
道･バス等交通基盤の整備検討委員会 ４.自然環境
の保全と活用推進委員会５.農林水各業の活用など
による多様な産業育成等検討委員会

０８３－２６３－１１６７

団体名

目的
・地域の為になることなら何でも。
・男性としての力を地域に還元できたらと考える。又会
員相互･互助の意義も生まれる。

内容
（独居･老人夫婦･学校等）に対しての諸活動
包丁等の刃物研ぎ、庭木剪定、給食サービス、夏祭
りへの協力、三世代交流の手伝い、屋内外の補修
等、ゴミ出し

０８３－２６５－４９３１

代表者氏名
（ちょこっと便利屋）どあーず

活動分野 ③ まちづくり

団体名

代表者氏名
ふるさと勝山のあすをつくる会

活動分野 ③ まちづくり

目的
地区住民が心のふれあう豊かで美しい川中の未来を
創造することを目的とする。

内容
川中ふれあい夏まつりの主催。

０８３－２５２－２９８０

代表者氏名
ふるさと川中協議会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名

麩谷　桂 会員数 約1万人

会長代行　楠本　登美雄 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

57人

貴志　昇 会員数 30人

目的
肥中街道（市道）、赤間関街道北道筋（国道４３５号
線）及び県道３４号線沿いの景観、美観の向上と朝倉
弘詮を中心に豊田、大内、陶、毛利氏に関する歴史
を活かして交流人口、Ｊ、Ｕ、Ｉターンを増やし、地域の
活性化を図ります。

内容
１．肥中街道の再生、赤間関街道沿いの史跡保存、
活用。２．休耕田や荒廃地等を活用し、花いっぱい活
動を推進する。３．朝倉弘詮等に関する歴史、史跡
調査、研究及び歴史講座の開催。４．地域の環境、
防災安全や地域資源を活用して交流人口を増やす
等行政、各種団体等との協働による地域の諸課題の
解決に取り組む。

０８３－７６６－１３９７

目的
里山文化の紹介、啓蒙、伝承。

内容
・青少年を対象に、田植え、稲刈り、もちつき等のイベ
ント実施
・里山の自然を守る活動

０８３－２８７－４３６９

代表者氏名
歌野の自然とふれあう会

活動分野 ③ まちづくり

目的
地域社会および国家の発展をはかり会員の連携と指
導力の啓発に努めるとともに国際的理解を深め世界
の繁栄と平和に寄与することを目的とする。

内容
産業･経済･文化に関する研究実施
社会開発計画の推進及び青少年問題に関する事業
国内･国外の青年会議所及びその他の諸団体との提
携

０８３－２３１－６５４４

団体名

代表者氏名
楢原ゆうあい会

活動分野 ③ まちづくり

目的
鬼小屋の管理活動を通じて、鬼ケ城の美化及び登山
道の整備により多くの登山者に楽しんでもらう。

内容
・鬼ケ城祭りの開催
・鬼小屋の維持管理
・登山道の案内板作成及び設置
・鬼ケ城登山道及び、鬼ケ城縦走路の草刈り、清掃
等の整備事業

０８３－７７４－１２７３

代表者氏名
鬼小屋の会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名

松田　弾六 会員数 70人

菱井　孝治 会員数

代表者氏名
社団法人下関青年会議所

活動分野 ③ まちづくり

団体名
乙部　浩正 会員数 67人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

植村　初枝 会員数 4人

池田　速夫 会員数 32人

目的
ひともまちも美しい、いい田舎の創造。
年々過疎高齢化の進む豊北町上野地区（高齢化率
５０％超･平均年齢６０才超）の活性化に、集落全員を
巻き込む出会いの場をつくり元気の出る地域づくりを
展開する。

内容
・４月第１日曜日 春ですふるさと上野まつり、さくらの
花の下でお花見
・８月１４日 帰っておいでよふるさと上野へ、盆踊りを
中心にした夏祭り
・土井ヶ浜弥生まつり参画、企画運営の推進
・住み良さ日本一の地域づくりを目標に農村風景の創
出、景観作物作付け等

０８３－７８８－０３２４

代表者氏名
住みたくなるふるさとづくり実行委員会

活動分野 ③ まちづくり

目的
美しい街ちづくりをめざしつつ、会員相互の親睦を図り
ながら、多団体、多世代にわたりふれあい交流を図
る。

内容
・菊川町の主要道路沿いの花壇整備と花の管理
・地域の行事に進んで参加
・障害者交流会を開催（芋植え･収穫祭）

０８３－２８７－０１２６

団体名
藤岡　基昭 会員数 16人

目的
島内の環境設備等の活動を行うことによって、来訪者
等へ六連島の魅力をＰＲし交流人口の増加を図る。
また島内住民のおもてなしの意識を向上させるととも
に会員以外の参加者と共に活動することを通して住
民の協働意識を向上させる。

内容
住民相互及び島外からの来訪者との交流事業
・島内史跡めぐり通路の維持管理
・漁港内の花壇管理
・六連島の特産品（花卉）配布事業
・島外イベントへの参加（計画中）

０８３－２６６－７８０８

代表者氏名
六連島　フラワーレインボーの会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

代表者氏名
きくがわ花守隊

活動分野 ③ まちづくり

目的
鯖釣山登山道沿いの椿の群生林、山頂では西長門
ブルーラインや響灘を一望できる宇賀･豊浦の観光ス
ポットで町おこしとして椿まつりを開催。
まつり開催に当たり看板を駅舎などに立てて告知をす
る。

内容
鯖釣山の登山道を登り易いように、年に数回草刈りや
登山道の整備をし、椿の手入れをする。また、ＪＲ湯
玉駅前の整備、芋掘り農園の開催。景観作物として
秋のコスモス、春の菜の花を植えている。

０８３－７７６－００２１

代表者氏名
宇賀地区活性化推進協議会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名
木本　豊彦 会員数 40人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

800人

9団体/個人
会員24人

目的
「ちきこう」は、地域づくりを考える活動的シンクタンクと
いうポジションの組織です。 地域に対する様々な思い
をより良い形として発信･活用いただくことで“皆様の充
実した暮らし”の貢献を目的としています。

内容
・地域づくりの調査･研究･公表･提案
・研究会員紹介･派遣（各エリア･行政･団体他）
・他団体･機関との交流･連携･協働による価値の充
実･進展
・地域貢献事業（ワークショップ他）の企画･立案･実施
・上記に付帯、関連する活動

０８３－２４６－７２５７

代表者氏名
一般社団法人地域づくり機構

活動分野 ③ まちづくり

目的
本協会は、マンション管理士が中心となりマンション居
住者に学習の場を提供したり、情報交換を主とした交
流会や相談会を開催することにより、マンションに居住
されている方々が安心･安全に暮らせる快適マンショ
ン生活を創造することを目的とする。

内容
・月１回程度の定期勉強会の実施
・月１回程度の居住者や理事等を対象とした交流会
の実施
・マンション生活に関する講演会･相談会の開催

０８０－１９０８－５４６６

団体名

目的
小串地区民が健康で明るい豊かな地域づくりに寄与
することを目的とする。

内容
・地域づくり推進に関すること。
・ふれあい行事推進に関すること。
・福祉･健康･環境衛生等の推進に関すること。
・地域花いっぱい運動の推進に関すること。

０８３－７７２－２００１

代表者氏名
小串地域づくり推進協議会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

中野　浩次 会員数 6人

藤村　整市 会員数

代表者氏名
山口県マンション管理士協会

活動分野 ③ まちづくり

目的
豊田町西市を流れる木屋川とその支流を清潔にし
て、ホタルの町、観光の町として美観を高めることを目
的に活動しています。

内容
毎年１回（７月頃）に４５０人規模で一斉清掃を実施し
ています。

０８３－７６６－２１８７

代表者氏名
木屋川をきれいにする会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名
隅河内　一美 会員数 7人

上利　修一 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

清廣　哲也 会員数 11人

山戸　ミヱ子 会員数 900人

新村　義昭 会員数 8人

松村　久 会員数 31人

目的
「海を大切にし、下関を元気にする。」を理念に、市民
参加型の海からの地域おこしとしてカッターレースを実
現する。

内容
カッターレースの毎年開催を実現するため、実行委員
会による会議の開催で、一般市民へ参加の呼びか
け、各企業･団体への協力要請、大会準備の企画、
立案を行う。

０７０－５３００－７８７９

目的
豊北地域の女性の地位向上と男女共同参画社会を
目指し、各種団体が一致協力して、明るい町づくりを
推進することを目的とする。

内容
・豊北地域内の国道･県道沿いの花壇の整備（花いっ
ぱい事業）
・男女共同参画等の講演会及び研修会
・つのしま夕やけマラソン、ふるさと祭り等への参加･協
力
・他団体との交流、情報交換等

０８３－７８３－０２７１

代表者氏名
豊北町女性団体連絡協議会

活動分野 ③ まちづくり

目的
豊田町地域の自然と様々な文化･歴史遺産、さらに
先人の遺勲顕彰を活かしたまちづくりを推進するととも
に、豊田町を訪れた人々を温かくおもてなしし満足と
感動が得られるように努め、交流人口を一層増やす
一助となることを目的とする。

内容
・梨の花ウォークinとよたに協力
・菜の花いっぱい活動を実施
・地域づくりフォーラムを開催

０８３－７６７－０２４１

団体名

代表者氏名
下関カッターレース実行委員会

活動分野 ③ まちづくり

目的
ふるさと方言を駆使した紙芝居を創作し実演すること
によって敬老する。

内容
出前上演する。

０８３－７７４－０５０４

代表者氏名
ふるさと方言紙芝居創作 ･ 実演の会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名

代表者氏名
豊田ほたる街道の会

活動分野 ③ まちづくり

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

森田　晶子 会員数
会員3人/賛
助会員32人

目的
角島を中心とした下関市豊北町の自然に関する調
査、研究を行うとともに、自然観察会の開催、指導、
支援を行い、自然環境保全思想の啓発を推進するこ
とを目的とする。

内容
・角島の自然環境保全に関する活動及び資料収集と
整理
・自然観察会の開催
・講習会、講演会並びに研修会の開催
・つのしま自然館の行事に関する協力･支援

０８３－７８６－０４３０

代表者氏名
豊北町自然観察指導員会

活動分野 ④ 観光

目的
「とびっきりの笑顔で、下関をもっともっと元気にする」
をモットーに、下関の歴史や文化を、よさこい演舞を
通して表現する。下関の応援団として、地域の活性化
やにぎわいの創出に尽力し、観光行政とも協働する。
日韓の若者同士の「草の根国際交流」を実践し、姉
妹都市･釜山との交流の懸け橋となる。

内容
各種イベントやコンベンションで、下関らしさを感じる演
舞の披露。馬関まつりの看板イベント「関門よさこい大
会」の企画･運営（関門連携）。釜山広域市での公演
や、釜山の姉妹チームの創設･育成･支援の実践
馬関奇兵隊の諸活動を通して「郷土を愛する心をもっ
たひとづくり」。

０９０-９４６７-３７２８

団体名
小林　知吉 会員数 15人

目的
ものづくりを通じて幅広い世代の方々に自己表現や生
きがいなどを感じていただくきっかけを提案すること。

内容
老若男女が気軽に楽しめる体験教室を実施。
親子が休日を楽しむ空間を展開。

０９０－９４６３－１７４６

代表者氏名
natural market 実行委員会

活動分野 ③ まちづくり

団体名

代表者氏名
馬関奇兵隊

活動分野 ④ 観光

目的
障がいのある人もない人も共に暮らし参加できる社会
をつくることを目的とする。

内容
障がいのある人を含め、すべての人たちが自由に活
動できる環境をつくり、車いす体験研修会やハートフ
リーマップなどにより情報を発信する。
また２６年秋からは、「ハートフリー車いすマイスター養
成講座」を開講しています。

公表希望なし

代表者氏名
はぁとふりぃ下関

活動分野 ③ まちづくり

団体名

団体名
濵﨑　康一 会員数 40人

山本　千栄子 会員数 15人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

10人

高瀬　忠重 会員数 12人

吉村　利道 会員数 102人

目的
人口減少による人手不足や活気を取り戻すため奮闘
している中山間地域と社会貢献や自分自身を高める
ことができる環境を欲している若者を結び付けることに
よる、地域活性化やキャリアデザイン等のきっかけ作り
を創出することを目的とする。

内容
主に、下関市菊川町や長門市俵山･油谷後畑･青海
島等の中山間地域に若者を送り込み体験型イベント
の参加･支援や地域課題への取り組みを地域の方と
共に行ってきた。若者を送り込むだけでなく、地域と若
者の間に入りお互いの信頼関係を構築していく、コー
ディネートの役割を果たしている。地域活性化のため
に、大学生と共に特産品の考案･制作や地域案内
マップの企画･制作等も行っている。

０８３－２５０－６２４６

代表者氏名
ＮＰＯ法人地域美学研究所

活動分野 ⑤ 農山漁村・中山間支援

目的
会員相互の協力により、観光ガイドで川棚近郊の魅力
を発信し増進することで町の活性化を目指すことを目
的とします。

内容
川棚温泉交流センター（川棚の杜）･妙青寺･松尾神
社･青龍湖･虚無僧の墓･国清山展望公園･川棚のク
スの森･十三仏など予約頂いたお客様に合わせて同
行し無料で説明していきます。

０８３－７７４－３８５５

団体名

目的
過疎と高齢化が進む樅の木･道市･轡井の３集落で、
村の再発見とまちの人たちとの交流を促進して、田舎
の自然と作物栽培、昔の生活などを体験してもらう美
しい里づくりをします。

内容
・年間を通じて、時期に応じた作物栽培体験、作物の
収穫、試食と持ち帰り等。
・地域こども塾を開講し、田舎の自然と農業･林業に
関心を持ってもらう。
・大学生のボランティア活動の場を提供。
・改修した空き民家を活用した宿泊体験。

０８３－２８７－１０９６

代表者氏名
貴和の里につどう会

活動分野 ⑤ 農山漁村・中山間支援

団体名

代表者氏名
川棚温泉観光ボランティアガイドの会

活動分野 ④ 観光

目的
郷土の歴史と文化財を再認識し、会員相互の親睦と
教養の涵養を図り、史跡の観光開発事業に寄与し、
下関東部の活性化をはかる。

内容
・郷土の歴史と文化財の研究とその保存活動
・郷土史講座「下関夜話会」を毎月開催し、特別事業
も行っている。

０８３－２３１－１３２３

代表者氏名
下関東部の文化財を見直す会

活動分野 ④ 観光

団体名

団体名

竹中　恒彦 会員数 39人

小田　紘幸 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

林　裕子 会員数 500人

園田　文夫 会員数 10人

岡﨑　由夫 会員数 1,286人

目的
詩吟を通じて歴史の重みや文化を次代の者に伝え残
してゆきたい。
歌謡吟詠なども開発している。剣詩舞も取り入れてい
る。

内容
シーモールと下関女団協共催の女のまつり等に参
加。

０８３－２６６－７４４６

代表者氏名
華乃会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
長寿社会の今日、老若男女が健康で明るく豊かな生
活を送るために、スポーツやレクリエーション活動の実
践がますます重要となっている。
協会では、市民一人ひとりが「いつでも･どこでも･だれ
とでも」活動できる「昔あそびやニュースポーツ･軽ス
ポーツ」などの場を提供し、レクリエーション運動の普
及促進を図っている。

内容
・あそびの広場（深坂自然の森：全国一斉「あそびの
日in下関」事業）
・下関市レクリエーション大会
・レクリエーション指導者養成講習会
・その他　加盟７団体が各地区で活動（大会、教室、
講習会など）

０８３－２３１－２７３９

団体名
新宅　加代子 会員数 30人

目的
知的障害のある人たちに、年間を通じてオリンピック競
技種目に準じた様々なスポーツトレーニングと競技の
場を提供することにより、知的障害のある人の健康を
増進し、自立と社会参加の促進を図り、教育･文化的
プログラム及びレクリエーション活動や地域社会におけ
る知的障害理解促進を図る活動等を通じ、多様な
人々が互いに尊重しあい共に生きていく社会の実現
に寄与することを目的とする。

内容
地域社会における知的障害者のスポーツ振興のため
のトレーニングプログラム･競技会･研修会の実施並び
に山口県全体へ事業を拡大する。

０８０－２９０８－５２６１

代表者氏名
ＮＰＯ法人スペシャルオリンピックス日本・山口

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

代表者氏名
下関市レクリエーション協会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
毎月２回の定例会をもって奇術の研究を行い、会員
相互の親睦を図ると共に、奇術の発展に寄与する。ま
た、ボランティア活動に積極的に参加。

内容
毎月２回彦島公民館においてマジックの研究会を開
催しています。
日頃の練習の成果を各地のイベントや施設訪問、町
内老人会、子ども会等で発表しています。
又、プロマジシャンの講習会への参加や希望があれば
私共のレクチャーも行っています。

０８３－２６６－３７４８

代表者氏名
下関マジッククラブ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

12人

目的
文化団体相互の緊密な連絡協力のもとに、その健全
な育成を図り、市民文化の向上に寄与することを目的
とする。

内容
・加入団体相互の連結、協力、育成に関すること
・文化事業の主催、共催、後援並びに表彰に関する
こと
・その他目的達成に必要な事業

０８３－２４１－２５１５

代表者氏名
下関市文化協会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
青少年の健全育成･環境保護･文化の継承･地域の
活性化を４大テーマとし、ゼロという何も無いところから
ボランティア活動を通して構築していく。

内容
・自らの手作りで４大テーマに沿う祭事などを実施
・清掃活動他、他団体のイベントにもボランティア団体
として参加

０８３－２５５－０１３７

団体名

目的
世界と日本の新作映画を定期的に上映する。
良質な映画文化の普及と理解を深める。（毎月例会）

内容
・月１回の例会と特別例会を行う。
・映画祭の開催と会員との交流会を開催。

０８３－２２８－２２５５

代表者氏名
馬関シネクラブ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

野村　忠司 会員数 20,000人

山本　末男 会員数 156人

代表者氏名
ＺＥＲＯ４

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
スペイン語基礎会話力の修得。

内容
スペイン語基礎会話のレッスン。

０８３－２３４－３０４８

代表者氏名
ＳＥＳ下関スペイン語協会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名

松尾　美恵子 会員数

東原　弘光 会員数 20人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

13人

永原　弘道 会員数 280人

後藤　京子 会員数 8人

目的
マジックを通じて社会を明るくする。

内容
子ども会、老人会、各種イベントへ出演。

０８３－２５２－０７５４

目的
・会員相互の親睦融和
・健康第一に教養文化を高める
・福祉の増進に寄与する

内容
・健康づくりに関する事項
・教養文化を高める知識の習得に関する事項
・社会奉仕に関する事項
・老人施設の交流訪問に関する事項
・各地の老人大学受講生グループとの交流研修に関
する事項

０８３－２６６－０９０２

代表者氏名
下関老人大学受講生友の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
市民会館が市民から親しまれ、快適に利用して頂け
るようボランティアでお手伝い（支援）することを目的と
する｡

内容
下関市民会館で開催される公演等の手伝い｡
受付案内･チケットのもぎり･会場整理･演奏会等のドア
ケア等必要な手伝い全般を引き受ける。
歌声喫茶…年４回（市民会館休館日）

０８３－２５８－１４２０

団体名

代表者氏名
ＹＭＣ奇術クラブ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
下関の横野地域に機織の中でも絣という高度な技術
が存在していたことを郷土の文化として広く知ってほし
い。

内容
横野絣の再現。

０８３－２５５－１９９０

代表者氏名
横野絣の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
玉川　豊 会員数 26人

代表者氏名
下関市文化振興財団ボランティアの会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名
中尾　鏡子 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

12人

島村　凉華 会員数 75人

玉井　紘一 会員数 25人

目的
・より重厚な、より澄んだハーモニーを男声合唱に求
め、かつそれを楽しむこと
・団員相互の連携と親睦を図ると共に、地域社会の
音楽文化の向上を図ること

内容
・合唱の練習
・演奏会の開催、外部の合唱（文化）団体との共演
・親睦会の開催、その他目的達成のために必要な行
事への参加

０８３－２５６－１５６０

代表者氏名
男声合唱団コールばかんず

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
童謡詩人の金子みすゞと、その実弟で劇団「若草」主
宰･作詞家･作曲家･演出家･脚本家の上山雅輔の二
人を顕彰する。
姉弟が過ごした下関の文化や歴史、功績を次代に継
承する活動を行い、地域文化の普及やまちづくりの発
展に寄与する。

内容
・金子みすゞ、上山雅輔に関する資料の展示（下関観
光情報センター/からと･商品館）
・金子みすゞメモリアル事業
・金子みすゞ･上山雅輔　姉弟メモリアル事業
・企画展の開催
・会報の発行

０９０－９４６０－８５２５

団体名

目的
・４００年の伝統ある竹製風ぐるまを後生に継承する。
・竹製風ぐるま作成指導
・地域の児童に昔遊びの伝承（又しめ飾り）

内容
・王司公民館にて、毎月第二日曜日１３時より定期教
室続行中
・各地イベント出前講座
・王司小学校５年生に風ぐるま作り方指導
・夏休み工作として水鉄砲、竹馬等の製作指導

０８３－２４８－１７９８

代表者氏名
王司風ぐるま同好会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

代表者氏名
金子みすゞ・雅輔の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
私たちの住む王喜が生まれるまでの歴史を調べ、今
の王喜の姿を写真や文字で残し後世に伝えると共
に、公民館活動や小中学の要請に応え、直接語り継
いで行くことなどで一人でも多くの人々に王喜のことを
知ってもらう。

内容
毎年度みんなで活動目標を立て、毎月第２日曜日の
午後、全員集会を開き活動を実施する。
図書の購入と活用、公民館活動･地域ふれ合い活動
等に積極的に参加する。
会員の親睦を深め、見聞を広げる研修旅行を実施す
る。

０８３－２８２－０３７４

代表者氏名
王喜ふるさとを学ぶ会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名

大田　平 会員数
正会員7人／
賛助会員10

人

原田　宏 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

350人

重村　育子 会員数 310人

目的
音楽活動を通じて、地域社会の方々との交流を深
め、文化向上に努める。

内容
・コンサート開催
・老人福祉施設訪問コンサート
・下関市芸術関連行事参加

０８３－２２２－００２５

代表者氏名
女声合唱クール・ソレイユ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
視覚障害者の教養を高め、多くの人と交流を持ち、社
会参加の場となれば良いと思っています。

内容
・月１回の俳句作り、テープによる回覧
・年に１回講師による俳句学習会
・社会参加として県障害者芸術文化祭に作品展示
・吟行会
・県や市の文化祭に作品応募

０８３－２５８－４４４３

団体名

目的
地域、大学の教職員、学生が三位一体となってス
ポーツ、文化、芸術活動に親しみ、自己実現並びに
健康増進活動を行い、会員相互の交流を図り、明るく
豊かな生活に資することを目的としています。

内容
スポーツ、文化、芸術等の継続的なクラブや講座プロ
グラムの体験を通して会員の交流を図る。スポーツ系
１３コース、文化系１９講座を用意しています。

０８３－２５０－５０３２

代表者氏名
コミュニティクラブ東亜

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

原田　瑞枝 会員数 32人

有賀　俊一 会員数

代表者氏名
潮騒詩の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
合唱運動の普及発展に努め、教養と家庭ならびに地
域社会の健全な文化の向上を図る。

内容
主な行事
・七夕様を中心とした直近の休日開催のキラキラ･コン
サート（２０回）
・秋に開催される下関市芸術文化祭（合唱祭６回）
・加入団体地域公民館の文化祭
・施設訪問

公表希望なし

代表者氏名
下関女声合唱連盟

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
中田　テツ子 会員数 6人

31



電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

10人

山田　千恵 会員数 6人

目的
・舞台の制作活動を通して地域と交流し、演劇文化を
促進。
・価値ある創造を追求し、実験的表現の積極的な取り
入れ。

内容
・舞台の制作、公演
・脚本の創作、公開
・読み合わせ、ワークショップ

公表希望なし

目的
郷土の文化、体育の振興発展と共に地域の活性化を
図ることを目的とする。

内容
　１月　１日　初日の会
　２月１１日　北浦駅伝大会
　５月　５日　歩け歩け大会
１１月２３日　北浦一般男女バレーボール大会

０９０－４６９５－３５４２

代表者氏名
阿川文化クラブ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
ゆたかな歴史、すぐれた風景をもつ郷土下関を趣味と
する俳句で詠いつぎ勉強してゆきたいと思っておりま
す。

内容
市内や近くの市外を車であるいは歩き、それを俳句に
詠み、詠んだ作品を相互に批評鑑賞し、会報に発表
する。
地域の新聞などに発表する。

０８３－２４８－２２９２

団体名

代表者氏名
劇団音速バタフライ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
・地域の文化、舞台芸術の向上･発展に寄与する。
・演劇を通して、心を揺らすドラマを創造し、「元気」
「希望」を発信する。
・地域の活力にもつなげたい。

内容
・主催舞台公演。各地の演劇祭への招聘･参加公演
・青少年向けの演劇ワークショップの開催
・ラジオドラマの創作、出演、編集
・映画、ＴＶドラマへの出演
・その他、文化芸術活動、地域おこし、青少年育成活
動

０８３－２３２－５４６０

代表者氏名
劇団新波

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名

木村　正信 会員数 40人

加藤　孝明 会員数

代表者氏名
空居俳句会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名
出口　孤城 会員数 35人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

中西　輝磨 会員数 150人

日吉　禎子 会員数 29人

平樂寺　昌史 会員数 5人

田中　岱三 会員数 43人

目的
観世流能楽師宮本隆吉･茂樹先生に師事し、謡曲･
仕舞、その他能楽全般の修得に努め、その向上を期
する。
また会員相互の親睦、能楽の普及を図り、あわせて
下関市の文化振興に寄与することを目的とする。

内容
市内で謡曲･仕舞の実施。

０８３－２４６－０７２２

代表者氏名
宮本施謡会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
エレクトロニクス技術を利用し、先進的多様な技術、独創的
な手法が用いられている芸術表現（現代音楽、電子音楽、
視覚芸術など）の地域への普及やそれに伴う交流を目的と
する。また、地元周辺から海外各地で活動する作家の周
知、地元で開催するイベントへの参加や地域の空き店舗を
利用する等、参加作家と地元住民による地域活動の活性
化や地元でクリエイティブな分野に従事・進出しようとする若
年層の活動の活性化や技術のスキルアップを図る。

内容
・earth songの開催
　earth song･エレクトロニクス技術を使用した芸術表
現（音楽や視覚芸術など）の展示公開やそれに伴う
交流を目的としたイベント
・ｈｅｉｒａｋｕＧ（電子音楽家）のライブ活動／ＣＤ制作／
ワークショップ開催

０８３－２２２－５９２０

団体名

目的
日本の伝統文芸である短歌を真に、愛好する者の集
団で短歌の創作と発表を行う。

内容
会員の短歌の発表の場としての月刊会誌の発行（平
成２４年４月で７１０号重ねた）及び、市内外１２支部
の毎月の歌会と、年２回の短歌大会、研究発表を行
うと共に、地域の伝統文化（赤間神宮平家雛流し神
事、忌宮神社蚕種祭、狩野芳崖慰霊祭）の振興のた
め参加。

０８３－２５３－９４３８

代表者氏名
群炎短歌会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

代表者氏名
Ｇ－ＲＥＣＯＲＤ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
生涯現役長寿を目的とした楽しい健康づくりの運動で
す。
・生活習慣病の予防や改善
・筋肉、骨の虚弱化の防止
・認知症の予防
を目標とします。

内容
高齢者も安心して運動できる様に筒状の布袋（２枚）
に約３００ｇの玄米を入れた「ニギニギ棒」を両手で握
り締めながらゆっくり、じっくりと行う軽いダンベル体操
です。軽いストレッチ体操の後、１回２０～３０分間行
います。これにより、握力、腕力をきたえ、全身の筋肉
や運動機能を高め健康に自信がつき体が引きしまっ
てきます。

０８３－２５３－１６６５

代表者氏名
玄米ニギニギダンベル体操

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

目的
小原流華道を通じて、いけばな芸術文化及び情操教
育の向上を図ると共に、華道教授者の養成及び、そ
の人格の陶冶に資し、もってわが国文化の振興に寄
与することを目的とする。
地域文化発展のために貢献する。

内容
≪各月≫支部研究会（全会員）、伝統文化いけばな
こども教室（１５教室）≪年一回≫山口県連合会教授
者講習会、みんなの花展（シーモールその他）≪周年
≫花展、青年部野外展（海峡メッセ）≪地域活動・年
１回≫下関市いけばな連合会花展（下関大丸）、山
口県いけばな作家協会花展（山口県３か所）

０８３－２２４－００７４

代表者氏名
一般財団法人　小原流　下関支部

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
会員の相互啓発･学習と連帯ネットワークづくり、能力
開発･人生･仕事･家庭の充実、地域文化の創造と発
信、地域の活性化の推進。

内容
月例勉強会、講演会、文化イベント、視察見学等。文
化イベントとして、平成１７年度からプレ･コルトー音楽
祭をテーマとして活動を開始。年２回～５回実施。

０８３－７７４－１１１１

団体名

目的
「コルトーホール」が設置されたことを契機とし、フラン
スと下関との結びつきを最大限に活かし、下関･川棚
の新しい音楽イベントとして「コルトー音楽祭」を毎年開
催し、コンサート、コンクールの開催、専門家による音
楽レッスン、派遣留学による音楽家の育成などを通じ
て、日仏交流の架け橋づくりを行なうとともに、文化情
報の発信や音楽を通じた地域のイメージアップと活性
化を図ることを目的とする。

内容
コルトーの命日（６／１５）に「コルトーを偲ぶ会」を開催
し、３月末または４月初旬に「川棚･コルトー音楽祭」を
開催する。

０８３－７７４－３８５５

代表者氏名
コルトー音楽祭実行委員会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

西岡　豊弘 会員数 400人

友永　次郎 会員数 51人

代表者氏名
まちづくりグループ・発揮会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
伝統文化の継承と親、子、孫三世代の親睦交流と青
少年の健全育成と地域の活性化を図る。

内容
天文２０年（西暦１５５１年）８月２８日、今より４６１年
前、大内家より伝授の雨乞いの秘伝バンバラ樂踊りと
鶏の面を着した胴取り役が踊りの指揮をとる。小野地
区在住の小学１年生より、中学生までの男女児童生
徒が、小鐘を打ちながら踊る。供揃いは、年寄役、拍
子木庭誉めの口上役、棒打役、胴取役、大太鼓、大
鐘、大幡５棹、雲龍水の大団扇３棹、総勢２６人。

０８３－７７２－３３０７

代表者氏名
小野地区大内樂伝承保存会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
井上　隆純 会員数 26人

山田　政之 会員数 137人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

13人

浦川　嘉美 会員数 7人

岡　昌子 会員数 367人

松田　まさ子 会員数 50人

目的
芸術活動を通して会員相互の交流、親睦を図ると共
に、下関市の音楽文化発展に寄与することを目的と
する。

内容
本会主催の演奏会や、教育機関（幼稚園･小学校･中
学校など）や病院、施設、各種イベント等での演奏会
も行っている。
下関市文化協会に所属

０８３－２５３－１５８５

目的
下関市の姉妹都市でもある韓国の文化や語学を通じ
て、下関在住の韓国の人々又観光で訪れる方とさら
に深く親睦をはかり、お互いに国際人として教養を高
め、市民として国際交流に貢献したいと会を立ち上げ
ました。

内容
・韓国語講座の開講
・韓国と日本との文化交流
・韓国語を活かしてのボランティア活動

０５０－３６９３－０９１６

代表者氏名
ひとくち韓国語を楽しむ会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
下関市及び山口県内その他の郭公会員並びに俳句
を志す者の研鑽と親睦、加えて俳句誌「郭公」の発展
に寄与する。

内容
毎月１回以上の俳句会を開催する。

０８３－２２４－０３５７

団体名

代表者氏名
下関音楽人の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
田上菊舎の顕彰と郷土文化の向上発展に寄与する。

内容
・俳句指導、講座、講演会、展示会、演奏会、その他
文化的催しの開催
・研究、調査、研修会
・句碑周辺の清掃　草取り

０８３－７８３－００５５

代表者氏名
菊舎顕彰会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名

代表者氏名
郭公下関句会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名
那田　紅石 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

熊井　清雄 会員数 220人

山田　順子 会員数 73人

目的
其桃俳句会員の俳句を通じての俳句文化の向上。

内容
・定例句会･新人句会等
・年２回（春季、秋季）大会開催
・月間其桃誌発刊（毎月）

０８３－２５８－０６５０

代表者氏名
其桃俳句会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
小学生の体位向上と体力の養成に努め、心身ともに
健全な体力作りを行う。
近隣チームと親睦･交流を図る。

内容
水･金･土･日曜日に練習
１１月豊浦ゆめカップ
２月豊浦ファイナルカップ開催
近隣の大会に参加

０８３－７７６－０７７６

団体名
池田　尚文 会員数 300人

目的
豊北町及びその周辺の歴史、文化遺産を調査すると
共にそれらを守り、郷土の歴史や伝統文化を学び継
承する。
併せて会員相互の親睦･交流を図りもって歴史文化
の発展に寄与する。

内容
役員会･総会の開催、講演会、講座（歴史文学講座･
古文書教室）、展示会等の開催、研修旅行の実施、
史跡の調査及び見学（肥中街道･赤間関街道の調査
整備事業）、豊北歴史民俗資料館所蔵資料の整理、
研究誌の刊行（歴史文化誌にぎめ）、関係学会及び
文化団体との連携、資料館活動への協力と援助及び
資料館周辺の環境整備作業

０８３－７８２－０３５２

代表者氏名
豊北郷土文化友の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

代表者氏名
夢が丘バレーボールスポーツ少年団

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
引きこもりの高齢者の方に一人でも多く参加していた
だき、コミュニケーションをとりながら元気で楽しくス
ポーツ等を行う。

内容
健康体操、ストレッチ体操、ラージ卓球、グラウンドゴ
ルフ等。

０８３－２５５－３５８５

代表者氏名
いきいきスポーツクラブ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
福田　正喜 会員数 9人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

9人

目的
短歌を詠む力、読む力を高める。
自作の短歌を発表する大会等の情報交換。

内容
題詠、自由詠を提出し、歌会形式でお互いに切磋琢
磨する。
有名歌人の歌等を鑑賞し研鑚する。
年一回「塔」本部より選者の先生を迎え、講演、歌会
を行う。

０８３－２５２－９０７８

代表者氏名
「塔」山口歌会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
郷土の伝統芸能を継承し、地域文化の向上と地域住
民との交流を深め、青少年の健全な育成に資するこ
とを目的とする。

内容
・伝統芸能の保存、振興を図る活動
・文化行事への参加
・他の文化団体との交流

０９０－８３９７－９１０７

団体名

目的
日本歌謡界に金字塔を打ち立てた、下関出身、林伊
佐緒の功績や作品の数々を顕彰し次世代へ語り継
ぐ。

内容
・遺品管理、各地での遺品展の開催
・「語る会」や「レコードコンサート」の開催
・老人施設や社会福祉施設への慰問活動

０８３－２９４－５０９７

代表者氏名
林伊佐緒偲ぶ会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

岡山　あずみ 会員数 13人

安岡　克昌 会員数 8人

代表者氏名
厚島太鼓芸能保存会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
古典芸能の落語を通して、地域の文化芸術振興に寄
与し、尚且つ、地域の方々に喜びを届けることを目的
とする。

内容
・プロ･アマを問わず落語会の誘致開催
・出張落語会
・会員同士の落語に関する情報の交換
・落語を楽しむ

公表希望なし

代表者氏名
噺の杜　らくだ

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名

首藤　憲二 会員数

村上　卓 会員数 12人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

332人

石﨑　幸亮 会員数 153人

山内　資彦 会員数 57人

目的
･郷土下関の歴史と文化の啓蒙を主旨として
･民俗文化財の検証と保護の推進をもって継承する
･会員相互の親睦をかねて共に歴史を丁寧に紐解い
ていく

内容
･年４回の歴史探訪
･文化･歴史などの講演会を催す

０８３－２４８－０９６４

目的
下関出身で戦前戦後を通じ日本映画界を代表する
女優である木暮実千代の顕彰をおこなう。女優･舞台
俳優としての業績にあわせて社会福祉への貢献も伝
えたい。
また、当地域に係わりの深い文化的先人の業績顕彰
にも協力し、芸術文化の香り高い街づくりに寄与する。

内容
・木暮実千代にちなむ映画上映･関連資料の展示
・木暮実千代の市民顕彰行事の主催･協力等
・旧宮崎商館の顕彰室としての活用促進
・下関に関連の深い映画人･俳優などの業績にちなむ
市民映画祭等に協力

０８０－５２３０－６０３２

代表者氏名
木暮実千代の会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
音楽を通して文化の向上に寄与する。

内容
下関市芸術祭「合唱の祭典」への参加
合唱講習会の開催

０８３－２５２－００１０

団体名

代表者氏名
下関歴史探究倶楽部

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

目的
文章及び文芸（俳句、川柳、短歌等）を通じて会員の
親睦と教養を高め、家庭と社会のつながりを深めるこ
とを目的とする。

内容
会員の作品（随筆及び文芸作品等）の募集。
作品集「潮流」を年１回４月に発行する。
総会を毎年４月に開催し、世話役の改選、会務報
告、会計報告、会則審議などを行う。
文化講演、文化講座などを行う。親睦会の開催。

０８３－２３１－３９４５

代表者氏名
毎日ペンクラブ山口

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

団体名
大濱　博之 会員数 70人

代表者氏名
下関合唱団連絡会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名
玉井　紘一 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

230人

梶畑　哲二 会員数 30人

福冨　征男 会員数
団体会員9人/個
人会員120人/賛

助会員170人

目的
「深坂自然の森」を市民及び周辺地域の人々に対し
て、皆が集える理想の里山とするために、桜その他の
維持及び管理、山野草の観察学習ならびに自然との
関わりを持ちながら地域及び他団体と交流することに
より環境の保全に関する意識の高揚を図る事業を行
うことにより、まちづくり及び地域の活性化に寄与する
こと。

内容
“深坂自然の森”で２ヶ月に１回（奇数月の第二日曜
日）定例会（全体作業）を行い、桜の維持及び管理と
周辺の草刈作業。
作業範囲が広い為、そのほか臨時作業として年数回
行っています。（主に周辺の草刈、施肥、倒木起し、
テング巣病切除など）

０８３－２５８－０１４３

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関深坂さくら友の会

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
環境の保全を図る活動、前掲に揚げる活動団体の運
営又は活動に関する連絡助言又は援助事業、山口
県西部地区を中心とした野鳥の生息分布及び生態
調査と生息環境の維持保全並びに啓蒙、山口県西
部地区での野鳥救急保護、その他目的を達成するた
めに必要な事業。

内容
・乃木浜総合公園維持管理事業
・諸事業環境アセスメントの実施（企業より委託）
・乃木浜野鳥観察所「鳥の案内人業務」
・市内鳥獣保護区の調査（新設）
・モニタリング１０００（環境省）調査実施参加

０８３－２４５－０７７９

団体名

目的
下関で生まれ、日本映画に偉業を残した映画女優田
中絹代を顕彰する。
２０年余、市民活動で願ってきた「田中絹代ぶんか
館」の２０１０年開館とともに、次世代への継承をめざ
し、これまで以上の各方面への顕彰を重ね、市内外
へ発信する。

内容
・２月　「毎日映画コンクール」協力、表彰式参加
・３月　「花嵐忌（からんき）」田中絹代墓参会、田中
絹代賞受賞女優を招いて祝賀会やトークショー
・「しものせき映画祭」、各地での映画上映会の展開
・田中絹代記念館へのアドバイス、協力、絹代塾、物
販等

０８３－７６８－０２１６

代表者氏名
田中絹代メモリアル協会

活動分野 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ

団体名

代表者氏名
ＮＰＯ法人しものせき自然生態系サポートワーク

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
ごみの減量･リサイクルに関して、市民自らが語り合
い、学び合い、考え活動するための機会を創出し、行
政･企業と協働して資源エネルギーの循環を考えたま
ち「しものせき」の推進に寄与することを目的とする。

内容
環境の保全を図る活動、社会教育の推進を図る活
動、まちづくりの推進を図る活動、文化･芸術又は、ス
ポーツの振興を図る活動、上記の活動を行なう団体
の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活
動

０８３－２５２－７２２０

代表者氏名
ＮＰＯ法人環境みらい下関

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

団体名

平井　愛山 会員数 133人

坂本　紘二 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

20人

松倉　守 会員数
個人会員50
人/賛助会員

11団体

目的
すべての人に自然を！
私たちは「出会いの森」を、健常者も障害者も､子ども
たちからお年寄りまですべての人たちと共有できる場
所として、また、すばらしい出会いと幸せが訪れる場所
と考え、森づくりと森の自然を楽しむ活動を進める。

内容
森林ボランティア。子どもたちの自然体験活動、里山
づくり、いも植えから芋掘りまでなどの農業体験活動の
機会を提供する。

０９０－３６３０－５８７５

代表者氏名
出会いの森ファンクラブ

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
美しい下関と地球環境を残すため、市民一人ひとりの
努力をつなぐ環境づくりのための市民ネットワークを形
成する。

内容
空店舗を活用した「エコプラザありがとカフェ」を運営
し、ここを中心に活動を行っている。リサイクル活動、
フリーマーケット毎月２回開催、リサイクル教室の開催
（布のリサイクル、リフォーム、生ゴミ堆肥作り、廃油石
けん作り）、エコ商品の販売、エコカフェの運営（省エ
ネ料理の紹介やエコクッキング教室開催）

０８３－２２８－３３１２

団体名

目的
・王喜地区活性への協力
・地域の奉仕
・地域の環境美化活動

内容
[王喜地区活性化への協力、地域への奉仕]　地域ふ
れあい活動、子ども（小学生対象）たこ作り教室、たこ
揚げ大会（学校冬休み中に１回実施）、海峡ウオーク
支援、文化祭への出展と協力[地域の環境美化活
動]毎月１回王喜本町地区の道路清掃作業、清水川
ほたるの里づくり及びほたる鑑賞場整備、傍示古墳清
掃作業、農地環境保全会作業

０８３－２８２－８９３８

代表者氏名
王喜はつらつ会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

長尾　久志 会員数
個人15人/
家族5世帯/
賛助12団体

米田　洋 会員数

代表者氏名
下関地域環境パートナーシップ会議「エコプラザ・下関」

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
自然を大切にし、自然に親しみながら緑づくりを目的と
して合わせて会員相互の親睦を図る。

内容
・山林作業…①落葉広葉樹の植林②里山の伐採、
下刈り、整備
・農業体験…①野菜、どんぐりの種蒔き、育樹
・体験教室…①木工教室②つる、かご細工③炭焼き
・講演会･研修会等の開催、参加、他団体との交流

０８３－２４５－９２４２

代表者氏名
ふくの森の会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

団体名
大野　康子 会員数 70人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

20人

髙木　英子 会員数 30人

目的
食育基本法を踏まえ、適切な食育が心身の健康増
進を支えていくとの認識のもと、食･農･環境の改善を
「家庭で楽しく、できるところからやってみる」ことをテー
マに、下関市民の健康と環境の保全を行政、各種団
体と協力して推進していく。

内容
・環境にやさしい自然農法の推進と奨励
・地産地消による朝市の開催
・食推進員、食指導員、栄養士による食セミナー、料
理教室
・家庭菜園、農園での親子収穫体験
・環境にやさしい家庭での取り組み
・岡田式健康法（美術文化法、浄化療法を含む）の
推進

０８３－２２２－８３３４

目的
環境の保全に関する活動を行い、安全で安心して生
活ができる環境をつくることにより子どもたちの未来の
環境を守るために、地域社会に貢献できることを目的
とする。

内容
環境の保全を図る活動（啓蒙･啓発）、ゴミ問題･ゴミ
対策を検討し、地域に働きかけ実践していく、環境問
題に関わる個人･団体の交流と情報交換、情報発
信、その他必要な活動を実施

０９０－１１８２－９３４９

代表者氏名
彦島の未来と子どもたちを守る父母・市民の会

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
・ほたるの保護のための人工飼育
・ほたる公園の清掃管理
・自然環境の保全（河川）

内容
・日々ホタルと川ニナへの給餌（当番制）
・日々公園内の清掃、巡視（当番制）
・年３～４回公園内草刈り、植栽の刈り込み等
・ホタル出現時、施設の公開、説明

０８３－２５６－２９３０

団体名

代表者氏名
ＭＯＡ下関食育ネットワーク

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
自然環境の保全のためのエコ活動。

内容
河川の浄化につとめる。ＥＭを使ってホタルを自然の
中でふやす。ＥＭボカシを作る。ＥＭ団子を川に投入。
ＥＭ石鹸を作る。海や川を守る。
小、中学生と共に水生生物を観察、研修する。

０８３－２５３－９４３８

代表者氏名
下関ＥＭ倶楽部

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

団体名

矢野　美保 会員数 280人

田中　郡子 会員数

代表者氏名
勝山ほたるを守る会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名
関谷　省己 会員数 13人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

重中　十士明 会員数 75人

門野　克彦 会員数 約10,000人

井上　桂 会員数 15人

溝内　早智子/堀内　隆治/相原　英嗣 会員数 82人

目的
下関の豊かな自然と生活環境を守り、市民が健康で
安心して生活できるよう、水道水源地上流の産業廃
棄物処分場の操業禁止及び撤退を求めて反対運動
を行い、市民の水源を守ることを目的とする。

内容
・産業廃棄物処分場による影響･水質汚染などの調
査
・環境保全に関する活動
・目的を同じくする他団体と連絡をとり、協調して行動
する。
・目的達成のために必要な事業を行う

０８３－２３４－２７９３

代表者氏名
下関市民の命の水を守る連絡会

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
世界中、日本各地で様々な取り組みがなされている
地球の日である「アースデイ」。
我々の住むここ下関でも「アースデイ関門」という祭典
を開催し、地球のため、未来の子供達により良い社会
を残すため、そして下関をもっと盛り上げて行くために
活動しています。

内容
地球のこと、自然のこと、暮らしのことをもっと身近に、
そしてみんなでいっしょに考えて、それでいて楽しいイ
ベント「アースデイ関門｣を実現していくために企画運
営を行なっています。

０８３－２５０－５１８０

団体名

目的
粟野川の水質を守るため造林。又年２回自分達で焼
いた木炭･竹炭を投入している。
これらの活動は我々団体員の他、小学生、下関市立
大学生を捲き込んで一体となって活動している。

内容
私達の特徴は、椿（旧豊北町の町樹）の群生林を保
護していることである。椿の花を通じて、豊かな情操を
子供に、樹の大切さを大学生に教えていることです。
これらの活動を通じて、私たちも受ける処少なからず
あります。信念として、私達は少数派となっても貫き通
す、哲学にのっとっています。

０８３－７８５－０７９０

代表者氏名
粟野川と共に生きよう会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

代表者氏名
アースデイ関門実行委員会

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
・ゲンジホタルの飼育･放流･保護。
・友田川清掃･環境保全･緑化促進。
・地域住民の交流･憩いの場の提供。

内容
毎年５月～地域･学校･諸団体が合同でホタルの幼虫
を育て、友田川に放流している。飼育を通して命の大
切さ、環境、交流等を課題として学んでいる。
５月にほたる鑑賞まつりを開催し、地区内外から多くの
方に参加して戴き、ふれあいと交流の場を提供してい
る。

０８３－２５８－０３１７

代表者氏名
安岡ふるさとまちづくり事業推進協議会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

目的
壇具川のホタル保護を通じて長府の豊かな自然を守
り、次世代へと繋いでいく。
また、子供たちに自然との関わりの大切さを伝え、故
郷への愛着心を育み、未来の長府を守ることを目的
とする。

内容
川環境の調査、観察および視察会・勉強会、壇具川
の環境改善を進める活動（河川清掃、川石の設置、
植栽、カワニナの放流等）、県土木事務所と連携した
河川改善工事の提案交渉、学校での総合学習およ
び校外学習への協力、ホームページ（Facebook）やツ
ナグ新聞の発行による情報発信および啓蒙活動

０９０－３６０４－４２６３

代表者氏名
とよらホタルをツナグ会

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
本会は、長府の素晴らしい景観及び自然を守り、地域
活性化を目的とした事業及び活動を、積極的に企画･
立案を行い運営する。
合わせて会員相互の親睦を深めることを目的とする。

内容
長府地区観光活性化イベント
壇具川ホタル保護活動
マップ（長府　おさんぽ）発行

０８３－２４５－７３２４

団体名

目的
まだ食べられるのに廃棄される食品ロスを削減し有効
利用する活動を通じて地域内で共に支えあい助け合
うまちを実現したい。

内容
企業、一般家庭、農家などからまだ食べられるにもか
かわらず処分される余剰食品を寄贈していただき、そ
れを必要としている団体（母子シェルター、ホームレス
支援機構、授産施設等）に無償で提供する。

０８３－２８２－０１１９

代表者氏名
フードバンク山口

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

若戎　秀昭 会員数 7人

矢代　裕子 会員数 14人

代表者氏名
ディナモ　長府もりあげ隊

活動分野 ⑦ 環境保全

目的
関門海峡をこよなく愛し花と緑とリサイクル！
ゆたかな郷土、ゆたかな生活、環境問題に取り組み、
再生可能な（自助共生）社会に貢献する。
関門エリアの活性化及び風土文化歴史を次世代へ
伝達する。

内容
植物の育て方、その他、お困り事、心配事、お悩み
事、よろず相談無料で致します。
又、庭仕事、剪定、草取り、水やり、盆栽管理、植え
替え、代行業務（運転、買物、ゴミ出し、墓供養他）、
空き地の草刈り清掃、空き家の見回り点検、軽費にて
お引き受けいたします。

０９０－７５４２－５９４２

代表者氏名
花と緑の会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名

団体名
安岡　克昌 会員数 25人

山中　義雄 会員数 7人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

11人

新名　文博 会員数 34人

香川　修 会員数 12人

伊藤　修二 会員数 69人

目的
地域住民とのコミュニケーション、親睦、地域内の美
化。

内容
・スポーツ活動（ソフトボール、インディアカ、野球）
・高齢者と子どもとの世代間交流
・長正司公園の維持（年間）
・地域内の水路等清掃
・ラジオ体操、グラウンドゴルフ

０８３－７６６－０００４

目的
全ての地域住民に対して、海岸をはじめとする水辺及
び健康増進施設での監視･救助活動と安全教育及び
環境教育を行い、安全･安心な地域社会の構築を図
り、広く公益の増進に寄与することを目的とする。

内容
・水辺での監視･救助事業等地域の安全活動
・水難事故防止及び水辺での環境保全啓蒙事業、
清掃事業等
・水辺でのスポーツ･レクリエーション事業
・水産資源の保全に係る啓蒙、啓発事業
・青少年の健全育成を図る活動
・健康増進施設の管理･運営事業

０８３－２２７－２３９３

代表者氏名
ＮＰＯ法人コバルトブルー下関ライフセービングクラブ

活動分野 ⑨ 地域安全活動

目的
防風林の保護、維持することによって、環境保全を図
る。地域及び他団体との共同作業により、地域の活性
化及び児童の社会科･理科の学習に寄与する。

内容
・防風林内の清掃
・防風林周辺の清掃、草刈

０８０－４５８５－８１２４

団体名

代表者氏名
長正司自治会

活動分野 ⑨ 地域安全活動

目的
安岡、吉見、吉母、梶栗郷台地駅周辺地区内の朝、
昼、夜間の巡回パトロールを実施し、地区住民への安
全安心のまちづくりに貢献すること。

内容
・防犯の抑止、ＰＲ広報、巡回パトロールの実施
・警察、諸団体との情報共有
・地区諸行事の協力･応援

０８３－２５８－２４８７

代表者氏名
安岡地区地域安全推進倶楽部

活動分野 ⑨ 地域安全活動

団体名

団体名

代表者氏名
彦島ひこっとらんどマリンビーチ防風林を守る会

活動分野 ⑦ 環境保全

団体名
河野　潔 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

黒木　三郎 会員数 20人

石田　達也 会員数 40人

目的
・高齢者を取り巻く社会保障制度の充実
・医療制度の改善
・年金制度の充実
を目標に運動３分、楽しみ７分の活動。

内容
高齢期を地域で生き生きと過せるために文化、ス
ポーツ、芸術、健康推進の活動
（例：映画鑑賞会、福祉バスを使ってのワンコインツ
アー、健康講座、カラオケ愛好会、長寿と健康を祝う
会、節分祭、文化祭等）

０８３－２３２－０９０３

代表者氏名
全日本年金者組合下関支部

活動分野 ⑨ 地域安全活動

目的
「安心、安全良い環境」をキャッチフレーズにわんわん
パトロール、合同パトロールを強化しつつ犯罪のない明
るく住みよいまちづくりを行います。

内容
愛犬と散歩の際は（地域防犯）の腕章とユニフォーム
を着用し犯罪を未然に防ぐ活動をします。また小学校
の登下校見守り活動もいたします。
月１回は地元交番と地域住民が町内を合同パトロー
ルします。
年１回、来賓をお招きし、わんわんパトロール隊、防犯
講話定例会を開催勝谷新町と勝山地区の治安情勢
について講話をいただきます。

０９０－７５４４－１６８２

団体名
百合野　登 会員数 204人

目的
二輪車の構造と特性を理解し、基礎運転能力を向上
させ二輪車を安全に運転する考え方と技術とマナー
を身につけた運転者をたくさん作り、交通社会のレベ
ルを高め、安全率を向上させる。

内容
・二輪車安全運転全国大会の都道府県予選に出場
・安全な敷地内での運転技術向上のための練習会の
開催
・一般道における安全なツーリング
・車輌の整備状態の確認とコンディションの維持
・ライダー同士の交流、ツーリング情報の交換

０８３－２４２－６６３３

代表者氏名
下関二輪車安全運転振興会

活動分野 ⑨ 地域安全活動

団体名

代表者氏名
勝谷新町自治会　わんわんパトロール隊

活動分野 ⑨ 地域安全活動

目的
世界の人びとの間に相互理解の精神をつちかい発展
させる等の理念に基づき活動を行う。

内容
「命の大切さ」を大きなテーマとし事業委員会は２つの
委員会を設けました。
[心肺蘇生法啓発委員会]広く市民の方々に心臓マッ
サージの重要性をＡＥＤの使い方を含めて啓発活動
をしていく委員会です。[青少年健全育成委員会]青
少年の育成に関する様々な分野において体験や学
習、又そのお手伝いや企画を会員全員で出し合い活
動していく委員会です。

公表希望なし

代表者氏名
下関維新ライオンズクラブ

活動分野 ⑨ 地域安全活動

団体名

団体名
白石　洋治 会員数 51人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

10人

目的
全国組織の女性ボランティア団体
綱領の中にある「更生保護の心を広め、次代を担う青
少年の健全育成に努める」を念頭に活動する。

内容
ミニ集会･子育て支援･社明運動。
（犯罪を犯した人達の立ち直りの為、衣食住の支援を
主な活動とする。）

０８３－２４５－２８３６

代表者氏名
下関市（下関地区）更生保護女性会

活動分野 ⑩ 人権擁護

目的
人と人との関わりが希薄になり生きづらさを感じる今、
ラクに生きることができる方法を誰もが求めています。
自分がラクになれば周りの人にもゆとりをもって接する
ことができ、人をもラクにすることができます。そのつな
がりを大事にし、広げていくことを目的としています。

内容
・カウンセリング学習会（兼カウンセラー養成講座）…
週１～２回
・個別カウンセリング…随時（要予約）
・一般向け講演会、ワークショップ…不定期

公表希望なし

団体名

目的
世界平和と地域社会の福祉への奉仕。

内容
地域のニーズに応じた奉仕活動
・市立下関図書館ソロプチミスト文庫に図書寄付
・早鞆高等学校Ｓクラブに育成金
・歳末助け合い募金
・下関市に公園緑地内健康遊具

０８３－２５０－７９６６

代表者氏名
国際ソロプチミスト下関

活動分野 ⑩ 人権擁護

団体名

松村　通世 会員数 約300人

青木　智子 会員数 31人

代表者氏名
ＮＰＯ法人心の支援センター下関支部

活動分野 ⑩ 人権擁護

目的
ＤＶ被害者への総合的支援事業。
夫や恋人からの暴力、性暴力など男性による暴力を
受けている女性たちをサポートしています。
相談電話番号（０８３６－３７－５６１１）

内容
電話相談を毎週月、火、水（平日）１３：００～１６：００
まで受付。面接相談、緊急保護（シェルター）、警察
付き添い、裁判所付き添い、弁護士紹介、病院紹
介、行政窓口付き添い、カウンセラー紹介、市民啓発
活動、行政へ提言等をしています。話をじっくり聞き、
これからのことを一緒に考え問題解決や自立準備に
向けて行動します。また、自助グループも開いていま
す。

０８３－２４５－１９４９

代表者氏名
ＮＰＯ法人山口女性サポートネットワーク下関支部

活動分野 ⑩ 人権擁護

団体名

団体名

金子　瑞穂 会員数

木下　尚恵 会員数 15人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

120人

吉田　智子 会員数 10人

井手　久美子 会員数 10人

目的
教育全般にわたる研究活動。

内容
歴史のほりおこしや現代社会に問われている課題等
について、自分たちの「場」の実践を出し合う。

０８３－２４５－４７３２

目的
非配偶者間人工授精（ＡＩＤ）で生まれた人どうしが悩
みを話しあえる場所をもつこと。
広く社会にＡＩＤの現状を知ってもらい、理解を得て、Ａ
ＩＤの問題解決へ向けて活動する。

内容
年に数回当事者の集まりをもち、活動報告や活動計
画などを含めた話し合いをしている。自助グループ主
催の講演会を年に１度開催。ブログでの啓発活動や
冊子の製作・出版。大阪子どもネットワークや生殖看
護学会や遺伝カウンセリング学会等の集会にて講演
をさせていただいている。

公表希望なし

代表者氏名
非配偶者間人工授精で生まれた人の自助グループ（ＤＯＧ）

活動分野 ⑩ 人権擁護

目的
平和活動。

内容
・平和ウオーク
・馬関まつり映画上映
・講演会
・１０フィート映画貸出無料上映

０８３－２２３－４５８５

団体名

代表者氏名
山口県退職教職員協議会　下関支部

活動分野 ⑩ 人権擁護

目的
「忘れてはいけないことがある。どうしても伝えたいこと
がある」を会の理念とし、かつての戦争の歴史と、その
時代を生きた市民の歴史を後世へと語り継ぐことを目
的としている。

内容
平成１７年（終戦６０周年）の夏より毎回テーマをかえ
ての企画展展開と、その翌年より企画展開催日に小
冊子の同時刊行を心掛けている。

０９０－５６９８－２０３４

代表者氏名
下関空襲・終戦展実行委員会

活動分野 ⑩ 人権擁護

団体名

団体名
花岡　昇 会員数 80人

代表者氏名
１０フィート映画を上映する下関市民の会

活動分野 ⑩ 人権擁護

団体名
赤司　暸雄 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

15人

古川　力 会員数 52人

藤田　公美 会員数 20人

目的
使用済切手を集め、「日本キリスト教海外医療協力
会、ＪＯＣＳ」東京を通じて切手商に買ってもらい、医
薬品などをネパール等アジア地域国に送る。

内容
・毎年１回ネパール展と手作り品バザール（活動報告を中
心に）実施
・使用済切手を集め換金し、アジアの国々へ医療品を送付
・神戸にあるＰＨＤ協会（ＮＧＯ）の研修生の受入と技術指導
・具体的にはネパール（ポカラ）のラダさん達の草の根活動
を２６年間にわたり支援
・アフターケアのためネパールに行き技術指導

０８３－２２２－９１５３

代表者氏名
あい・ネパールの会

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
外国語ボランティア活動を通じて会員相互の親睦を
図りつつ、下関市及びその周辺地域の国際交流なら
びに地域交流に貢献すること。

内容
・各種通訳･翻訳活動
・外国語の普及活動
・上記目的の達成のために必要となる諸活動

０８０－６３１４－７１３８

団体名

目的
「世界人権宣言」の内容実現をめざす、国際人権
NGOアムネスティインターナショナル（創立1961年、
150ヶ国、300万会員。1977年ノーベル平和賞受
賞）の活動に日本支部下関グループとして参加しま
す。

内容
アムネスティの情報から人権について世界的レベルで学び
考える学習会、危機にある人権被害者（良心の囚人）救出
のためのはがき書き、（被害者選定は国際アムネスティ（本
部ロンドン）が行い、内容を記したはがきを作成、賛同した全
世界の会員の署名はがきは、各政府等へ届き、被害者の
状況改善が行われる。）、同じ目的で活動する他グループ、
他団体との協力、その他人権向上のためのイベントを行う
（例：ライティングマラソン）。

０８３－２４５－０４２８

代表者氏名
アムネスティ下関グループ

活動分野 ⑩ 人権擁護

団体名

代表者氏名
外国語ボランティアサークル海峡倶楽部

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
カナダ友好協会はカナダに住む日系人を支援するた
め１９４７年に設立されました。現在はカナダでのホー
ムステイ、学校訪問などを通じて国際理解の増進と
世界の人々と友情の道を歩むための活動を続けてい
ます。

内容
・カナダへの短期留学　春夏/年
・下関市立図書館での英語の絵本の読み聞かせ　４
回/年
・日本国内での英語研修会　夏/年
・スピーチコンテストの研修　１回/年

公表希望なし

代表者氏名
ＮＰＯ法人ＪＡＣＦＡ下関支部・カナダ友好協会

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

団体名

山県　順子 会員数 13人

林　裕子 会員数

48



電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

13人

桜井　由美子 会員数 28人

目的
日本に住む在日コリアン青年の民族心を育み、日本
の青年達との交流を深め、地域社会の活性化に貢献
していく。

内容
・朝鮮学校支援
・日本青年との交流（文化･スポーツ）
・サークル活動
・福祉活動（福祉協議会フェスタ参加等）

０８３－２２３－９３５７

代表者氏名
コリア　ユース　ネットワーク 下関

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
下関市に在住する外国人に対し、円滑な日常生活に
必要な日本語支援及び日本文化紹介を通し、外国
人と共に暮らす多文化共生社会の実現を目指す。
また、正しく日本語を指導すること、国際交流に資す
る人材育成のため日本語教育･教授法等について研
修をする。

内容
・「外国人のための日本語講座」　春期　１２回、　秋
期　１２回
・「冬期日本語講座」　１月～３月　８回
・日本文化紹介行事
・日本語を教えるための研修会　原則　毎月１回

０８３－２５４－１６６９

団体名

目的
高校生を中心に彼らの国際的視野を育成する。
国際交流･異文化理解を通じて多様な物の見方を育
てる。

内容
・異文化理解セミナーの開催
・フェアトレードなど国際協力
・留学生との国際交流

０９０－７８９７－４８９４

代表者氏名
山口から世界を考える高校生仲間

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

金　正章 会員数 80人

磯部　賢治 会員数

代表者氏名
外国人に日本語を教える会

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
全人類の人権の獲得、特に女性の地位向上に努め
奉仕と人間理解の精神を高め、国際理解と世界友好
に貢献することを目的としています。

内容
経済的･社会的奉仕、教育奉仕、環境奉仕、人権／
女性の地位、国際親善と理解、Ｓクラブスポンサー…
というプログラム活動の中で、チャリティー行事として、
長府庭園茶会、バザー等で得た収益金で、地域･団
体等に奉仕活動をしています｡

０８３－２５４－７２５３

代表者氏名
国際ソロプチミスト東下関

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

団体名
新村　美苗 会員数 20人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

60人

櫃本　公子 会員数 18人

目的
実業界で活躍する女性、専門職に従事する女性の国
際的なボランティア組織で国際社会、地域社会で、
女性と女児に焦点をあて生活を向上させる活動をし
ている。

内容
歳入事業をして収益金を国際又は地域社会で支援
の必要なところに寄付する。その他アメリカ連盟、日本
財団≪日本の各クラブが所属≫が奉仕をするためプ
ロジェクトを組んでいる。そこに寄付をする。そして相応
しい人、団体を各クラブが推薦する。審査が通れば推
薦者された人は表彰され賞金を得る。教育･国際親
善･人権･環境･保健など各分野で講演会やキャン
ペーンもする。

０８３－２５６－５５０２

目的
会員相互の親睦を図るとともに、青年海外協力隊参
加経験を生かし、その精神を広く継承し、新しい国際
社会を建設するため交流協力の輪を広げていく。

内容
・各団体主催の講演会への講師派遣
・隊員活動の写真パネル展示等
・活動報告会（秋と春）
・会報の発行

０８３－２５２－１７１７

代表者氏名
青年海外協力隊　山口県ＯＢ会

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
内閣府が行う青年国際交流事業既参加者が中心と
なり、地域の草の根交流を促進する。

内容
・内閣府青年国際交流事業地方プログラム受入
・国際交流関連イベントの実施、サポート
・外国籍の方への支援フォロー

０９０－３７４４－３２１７

団体名

代表者氏名
国際ソロプチミスト海峡下関

活動分野 ⑪ 国際協力

目的
草の根的活動で日韓親善の架け橋となる。

内容
・韓国語講座の開講
・韓国文化講座の開講
・リトル釜山フェスティバルへの参加
・韓日親善協会との交流

０８３－２４５－２８５９

代表者氏名
下関広域日韓親善協会

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

団体名

亀田　崇路 会員数 160人

友松　弘幸 会員数

代表者氏名
山口県青年国際交流機構

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名
山田　耕慈 会員数 250人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

石井　由利子 会員数 30人

石井　由利子 会員数 21人

田中　クゲヨ 会員数 6,500人

松村　通世 会員数 43人

目的
男女共同参画社会の実現を目指して、情報交換･意
見交換や学習会をおこない、市民の手による豊かな
ネットワークを広げる。

内容
・講演会の実施
・情報の収集及び発信（年２回会報発行）
・会員研修、交流会（年に数回）
・各種研修会への参加
・下関市人権･男女共同参画課との連携

０８３－２８７－０８１０

代表者氏名
男女共同参画ネットワーク　下関さんしゃいん２１

活動分野 ⑫ 男女共同参画

目的
男女共同参画社会の推進とまちづくり。

内容
下関市女性団体連絡協議会は、県下最大の女性団
体として、その担うべき役割は大きく、今後はさらに活
動の幅を広げ、各委員会がその機能を十分に発揮し
ながら活発に活動を進めています。旧４町との連携
も、連絡会議の定期開催などを提案していきながら、
ネットワークの確立を進めていきたいと考えておりま
す。

０８３－２４８－０６５１

団体名

目的
ケニアの乾燥地帯に住む人々の暮らし、特に学校･診
療所･自立支援センターへの支援。
難民少女収容施設に入所中の少女への自立支援。
人々の暮らしを広く県民に知らせ、支援の輪を広げる
と共に、自らの生活を振り返る一助になりたい。

内容
・チャリティーバザーの開催、県内各イベントへの参加
・ケニアへのスタディツアーの実施、相互勉強会
・県内小･中学校とケニアの小学生との交流
・留学生及び県内在住のケニア人との交流、支援

０８３－２３２－６１２５

代表者氏名
山口ケニアを知る会下関支部

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

代表者氏名
下関市女性団体連絡協議会

活動分野 ⑫ 男女共同参画

目的
出会いの場の創出と情報提供を行うことにより、地球
的視野を持つ市民を育成し下関市のより一層の国際
化を図ることを目的とし、異なる文化習慣を持つ人々
が交流を通してお互いを理解し、より安心して暮らせ
る地域作りに繋がることを目指す。

内容
・市民による国際交流の推進
・国際協力の機会と情報の提供
・国際理解に関する学習の促進
・在住、滞在外国人への支援

０８３－２３２－６１２５

代表者氏名
しものせき国際交流ねっと

活動分野 ⑪ 国際協力

団体名

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

目的
不登校･ひきこもり状態の青少年に対して、安全･安心
な居場所の提供と共に主体的な生き方の確立と自立
のための支援事業を本人や家族などに行うと同時に
理解を深める活動をしていくことで、こどもたちが将来
の希望を抱き健全な育ちができるより善き世間の再生
に寄与することを目的とする。

内容
・フリースクール下関･家族支援例会･面接相談･出張
相談･訪問サポート
・空いろ相談･学習サポート･講演会･講師派遣･サ
ポート養成講座･情報ステーション

０８３－２５５－１０２６

代表者氏名
ＮＰＯ法人Ｎｅｓｔ（ネスト）

活動分野 ⑬ 子ども

目的
青少年を対象とした自然体験や職業体験活動や、親
子での自然体験プログラムの企画運営を通して地域
の青少年に「生きる力」や「豊かな心」を育むことを目
的としています。
また、地域の観光振興やボランティア養成を通じて健
全で活力のあるネットワーク作りに貢献することで、青
少年だけでなく地域全体の活性化に向けて活動する
ことを目的としています。

内容
・こども自然体験塾の企画運営
・ユースホステル宿泊体験、各種自然体験プログラム
の企画運営、スタッフ養成
・下関火の山ユースホステルの管理運営（指定管理）
・歴史体感☆紙芝居の受託運営

０８３－２２２－３７５３

団体名

目的
諸団体と協力して、まちづくりの推進、環境の保全、国
際協力、男女共同参画社会の形成の促進、子どもの
健全育成等に係る事業を行い、豊かな下関づくりに寄
与する。

内容
・年１回の講演会
・他団体の活動支援等

０８３－２３１－３７３８

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関明るい社会づくり運動推進協議会

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

石川　章 会員数
165人（正会員18
人/利用会員49
人/支援会員98

人）

中尾　友昭 会員数 290人

代表者氏名
ＮＰＯ法人青少年共育活動協会

活動分野 ⑬ 子ども

目的
子どもたちがいきいきと自主的に創造する文化活動･
集団活動を推進することを通して、子どもの社会参画
の機会を拡充し、かつ子どもの豊かな成長に寄与す
ることを目的とする。

内容
・子どもを対象にした舞台芸術の鑑賞
・子どもたちとおとな、地域との交流企画づくり
・子どもたち自身が創る活動企画

０８３－２５４－３３５３

代表者氏名
ＮＰＯ法人子ども劇場下関センター

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名
久保　隆司 会員数 10人

吉田　清志 会員数
正会員26人/会員52
人/賛助会員9人/団

体、支援会員9人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

11人

吉富　悦雄 会員数 5人

川上　泰代 会員数 8人

宮木　桂子 会員数 12人

目的
子どもがいつも安心して自信を持って自由に生きてい
ける、暴力の無い社会の実現を目的とします。
子ども虐待、いじめ、誘拐、性被害などの暴力を未然
に防ぐために子どもの自尊感情を高め具体的な防止
方法を伝えます。
ＣＡＰプログラムを通して、学校･家庭･地域をつなぎま
す。

内容
ＣＡＰ（子どもへの暴力防止）プログラムを、学校（幼･
保）や地域に届けています。授業やＰＴＡ･教職員の研
修、子育て団体の勉強会などで実施します。年２回
地域向け公開講座を開催。毎月１回例会。年２回会
報の発行。ワークショップの練習は随時です。

０９０－９４１１－７１１２（田中）

目的
・児童の健全育成
・地域交流活動

内容
・児童や職員が八音会の会員の方々から定期的に、
平家太鼓を教わり練習する。
・八音会の会員のご協力を得て、地域や老人福祉施
設から要請を受け発表の場としている。

０８３－２２２－６８０１

代表者氏名
社会福祉法人　下関大平学園　平家太鼓サークル

活動分野 ⑬ 子ども

目的
この法人は、下関市及びその周辺地域の人々に対し
て、子育ち環境の整備に関する事業を行い、地域社
会における様々な機関が連携することでより良い子育
て環境のしくみを作り、地域全体で支援できる社会づ
くりに寄与することを目的とする。

内容
子ども･子育ち支援事業、人材育成･教育研修事業、
情報収集･発信事業、調査研究事業、補助金･助成
金事業･開発事業、その他本事業を達成するために
必要な事業

０８３－２４６－７８００

団体名

代表者氏名
ＣＡＰ下関

活動分野 ⑬ 子ども

目的
読書の楽しさを、絵本や人形劇を通して子どもたちに
伝えていく。

内容
・清末公民館　親子ふれあい学級　年５回参加
・清末小学校　朝学読み聞かせの実施
・要請に応じて、地域での「おはなし会」を実施（人形
劇等）

０８３－２８２－１１０７

代表者氏名
ぷくぷくポケット

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名

代表者氏名
ＮＰＯ法人下関子ども・子育ちネット

活動分野 ⑬ 子ども

団体名
今村　方子 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

井上　幸子 会員数
スタッフ･サポー
ター10人/子ども

会員32人

山田　徹 会員数 71人

目的
親育ち、シニア育ち、ふれあい交流。
育児中の母親、地域のじじ･ばば対象に話し合い、相
談、生活技術の伝え合い。

内容
・第１、第３水曜日　　ほほえみサロン（北部公民館）
・第２水曜日　　グランマの絵本の森（市民活動セン
ター）
・第４水曜日　　ほほえみ歌う会（北部公民館）
どのサロンもティータイム有

０８３－２５２－１２８０

代表者氏名
多世代交流　ほほえみサロン

活動分野 ⑬ 子ども

目的
地域に根ざした本、その他行事における親、子のつな
がりを持たせる。

内容
・本の貸し出し、読み聞かせ
・行事…文庫祭り、七夕、トールペイント教室、お月見
会、文化祭（バザー）、クリスマス会などの実施

センター登録なし

団体名
岩永　親枝 会員数 10人

目的
子どもたちが創造的なあそびや多彩な文化体験を通
して、いろいろな人たちと出会い、生き生きとすごせる
地域のひろばをつくり、子どもたちの健やかな育ちを支
援すること。

内容
・生野小学校体育館を主な会場に、月２回、子どもた
ちの集団あそびや、体験活動の場を企画実施（下関
市放課後子ども教室）
・「放課後ひろば☆山の田」と合同で年に６回程度、野
外体験活動や環境学習体験活動などを実施（下関
市放課後子ども教室）
・随時、大人の学習会を実施し、活動の担い手と保護
者が交流、学び合う

０８３－２５３－６０３６

代表者氏名
生野あそぼう会

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

代表者氏名
しおかぜ文庫

活動分野 ⑬ 子ども

目的
幼稚園の年長から大学卒業までの年齢の青少年を
対象とした、一連の青少年教育活動であります。
目的は、社会から信頼される「より良き社会人」を作る
ことにあります。家庭でも･学校でも･社会でも立派な国
民として、同時に世界に通用する国際人を育成するこ
とにあります。

内容
団委員･指導者合同会議月１回、ビーバースカウト月
２回、カブスカウト･ボーイスカウト月２～３回の集会午
前１０時から１２時まで、春季野営２泊３日･夏季野営
３泊４日、その他歳末募金や奉仕活動を行っていま
す。

０８３－２４６－１８６０

代表者氏名
日本ボーイスカウト山口県連盟　下関第１１団

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名
中野　喜代美 会員数 9人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

10人

目的
子ども達が本に親しめるよう、手に取って読んでみた
いと思う子どもが増えるよう、読書の楽しさを伝える。

内容
・語り･読み聞かせ･ブックトーク等を組み合わせたお話
し会
・語りの勉強会
・図書館の「おはなしの時間」、小学校他での「おはな
し会」

公表希望なし

代表者氏名
おはなしのはら

活動分野 ⑬ 子ども

目的
不登校の子供を持つ親同士が体験談を語り、他の人
の話を聴くことにより、自分自身で気付きや新しい視
点が得られます。
親に少しづつゆとりが生まれることで、子ども自身が変
わってゆきます。

内容
・毎月第一土曜日に例会
・毎年講演会を開催
・登校拒否を考える全国ネットに参加
・２カ月に一度会報発行
・ミニ講演会（１２月）

０８３－２３２－１６２３

団体名

目的
本を通して地域の子ども達の心豊かな発育と異年齢
のふれ合いの場として、楽しい文庫活動。

内容
・本の貸出し、読み聞かせ、紙芝居、季節の行事（カ
ルタ取り、七夕飾り）
・地域の文化祭に本を通して参加

０８３－２５８－００５１

代表者氏名
なかよし文庫

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

村岡　いづみ 会員数 8人

吉冨　孝子 会員数 20人

代表者氏名
下関虹の会

活動分野 ⑬ 子ども

目的
お母さんひとりで子育てしていませんか。
母と子の図書室「あおやま文庫」には、絵本が5,000
冊、土曜日の午後は赤ちゃんや幼児を連れたお母さ
んたちがやってきて、みんなで絵本を読んで遊んでい
ます。幼い頃から読書の生活習慣を身につけましょ
う。

内容
・毎週土曜日１４：００～１６：００　本の貸出しと読み聞
かせ
・毎月第２火曜日１０：００～１２：００　新刊の紹介、本
の学習、本の修理など
その他、かるた会、ひな人形づくり、鯉のぼりづくり、七
夕づくり、夏休み工作教室、文化祭草花あそび、クリ
スマス会などさまざまな催しを工夫しています。

０８３－２５６－３０９０

代表者氏名
あおやま文庫

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名

黒瀬　圭子 会員数

山田　廣子 会員数 35人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

36人

岡本　かなえ 会員数 5人

津田　紘子 会員数 16人

目的
「言葉や文章を正しく理解して、子ども達によい本を読
んであげましょう」という目的で、子どもの本と朗読の研
修を重ね、図書館･保育園･学校などに読書ボラン
ティアとして活動する。

内容
絵本･紙芝居･朗読･民話の語り･パネルシアター･ペー
プサート･手袋人形･ストーリーテリング他

０８３－２３１－４２８８

目的
子育てをキーワードに親の心が健康であるようサポー
トする。

内容
３か月に一回程度、子育て相談会、ワークショップ等
を開催。

公表希望なし

代表者氏名
子育て支援団体　ナチュラルパーティー

活動分野 ⑬ 子ども

目的
ガールスカウトは、世界最大の“少女と若い女性”のた
めの社会教育運動。
活動範囲、活動分野は無限で、キャンプなどの自然
体験･国際交流･地域との交流や奉仕活動の他、地
球規模の課題に自分たちに出来る身近なことから取り
組み、社会に役立つ大人になることを目指す。

内容
年齢に合った、又、子どもたちの興味関心に合った活
動
[小学１～３年生]→ブラウニー部門、[小学４～６年
生]→ジュニア部門、[中学１～３年生]→シニア部門、
[高校１～３年生]→レンジャー部門、[幼稚園又は保
育園の年長]→テンダーフット部門
部門毎で活動する且つ、ときには合同で縦割りの活動

０８３－２５２－３１６１

団体名

代表者氏名
あかね会

活動分野 ⑬ 子ども

目的
・心の通い合う親子関係･人間関係づくりに、ゴードン
博士のコミュニケーションプログラムを活かし、日々の
生活での親子･人間関係を豊かにする。
・子どもの自立を助け、子どもが自分で問題解決でき
るような「親の関わり方」の学習、双方向コミュニケー
ションを使うことで親がモデルとなる。

内容
・ゴードンメソッド（アクティブリスニング、アイメッセー
ジ、欲求の対立を解く、価値観の対立を解く）の体験
学習会でコミュニケーションの質を高める
・関連の学習会･ボランティア参加
・会員の交流会
・講座、講演会

０８３－２４６－２５２３

代表者氏名
下関親業の会「ともそだち」

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名
成重　圭子 会員数 9人

代表者氏名
ガールスカウト山口県第３０団

活動分野 ⑬ 子ども

団体名
重本　志津江 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

8人

松岡　輝子 会員数 8人

関谷　博 会員数 10,100人

目的
市内各小学校区子ども会連合会相互の連絡協調を
図ると共に、会員相互の研修と親睦を深め、子ども会
の団体活動を通じて青少年の健全に寄与することを
目的とする。

内容
・子ども会相互の連絡と交歓、並びに育成組織の強
化
・育成団体相互の連絡調整並びに情報交換
・子ども会運営のため、必要な研修会及び講習会の
開催
・関係機関、他団体との連絡協調に関すること
・学校、家庭、地域その他指導機関との連携

０８３－２３２－６０７５

代表者氏名
下関市子ども会連合会

活動分野 ⑬ 子ども

目的
特別支援教育に関する研修を行ない、教職員の資質
を高める。

内容
テーマを持って話し合ったり、講師を招いて講演会を
行なったりしています。

０８３－２２３－７２５９

団体名

目的
健全な青少年の育成を目指した世界的な社会教育
運動で、活動を通して、自立心、協調性、責任感を身
につけたバランスのとれた人格の形成を目指してい
る。

内容
野外を中心に多くのことを学びます。
工作･ゲーム･歌･演劇などや、手旗、ロープ、読図、
キャンプ生活の基本（設営、炊事）等、また、ハイキン
グの基本等も活動のプログラムに含まれています。知
育、徳育、体育を学びます。

０８３－２６６－００２５

代表者氏名
ボーイスカウト　下関第７団

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

代表者氏名
サークル特別支援室

活動分野 ⑬ 子ども

目的
乳幼児の成長において大人が子どもの目を見て語り
かけたり、絵本を読んだりするゆっくりした時間をもつこ
とが大切だと言われています。私たちは、より多くの親
子の皆さんに昔話などのお話やわらべうたの心地良さ
やすばらしさを感じて頂きたいと願っています。

内容
手遊びやわらべうた、絵本の読み聞かせなどを交えた
「おはなしの会」を行っています。また、絵本や語りの
学習会に参加したり、人形劇を自主制作して、市内の
幼稚園や保育園、小学校などで公演させて頂いたりし
ています。

０８３－２６６－３２９５

代表者氏名
～mother  hand's～　このゆびとまれ

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名

井上　文雄 会員数 69人

野口　紋 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

伊藤　修二 会員数 35人

目的
梅光ほっとみーるを利用するママから生まれたボラン
ティアグループ。
子育てしながらできることをモットーに、自分たちのやり
たいことやできることを企画実施し、子育て家庭の親
子が元気に助け合ってつながりあうことを目指す。

内容
主に子育て家庭の子ども達やその母親に向けたイベ
ントの企画を毎年計画する。
継続企画（ペットボトルキャップ回収･バケツ稲栽培･通
信発行）

０８３－２４６－７８００

代表者氏名
ＰＬＵＭＭＡ

活動分野 ⑬ 子ども

目的
子供達が笑顔になれるお手伝い。

内容
クリスマス前に商業施設でプレゼントをラッピングしその
収益で児童養護施設の子供たち１人１人にクリスマス
プレゼントを購入→訪問し手渡している。
又、小学校や町内など子供へフラワーセラピー、アー
トセラピーを行っている。

公表希望なし

団体名

目的
・伝統文化箏曲を後世に伝承。
・地域活動へ参加。
・筝曲発展のため会員達の発表会等、又地域文化
祭、芸術祭への参加。

内容
箏と尺八を子供達に体験学習をさせる為、学校へ出
張授業を行っている。古典や現代曲を尺八と合奏し
鑑賞もして戴く。
一般会員の稽古は、長府公民館、東公民館、勝山公
民館、松﨑自宅にて朝１０:００～夜９:３０までやってい
ます。

０８３－２４１－１３１５

代表者氏名
箏友会

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

上野　憲子 会員数 19人

松﨑　妙子 会員数 20人

代表者氏名
Ｐｕｒｅ　Ｈｅａｒｔ

活動分野 ⑬ 子ども

目的
この太鼓は西八幡宮の奉納太鼓。
太鼓を打つことにより、チームワーク、礼儀作法、音
感、考える力等持つことができる。
伝統文化の継承。

内容
毎週日曜日午後５時～６時半迄、西八幡宮で練習し
ている。
町内の各イベントに参加。
西八幡宮秋大例祭、須我神社春季例祭で奉納して
いる。

０８３－７６６－０００４

代表者氏名
八幡太鼓こども会

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名
東條　麻希 会員数 25人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号
目的
会員及び一般市民に対し、ネイチャーゲームの体験
の場を提供することにより、自然とのふれあいの場を
増し、環境への理解を手助けすることを目的とする。

内容
様々な感覚を使って自然を直接体験し、自然への共
感を育む内容。

０８３－２３３－１２８０

代表者氏名
下関シェアリングネイチャーの会

活動分野 ⑬ 子ども

目的
・音楽を通じて親子でふれ合いながら下関の子育て
支援活動に貢献
・下関市内子育て支援、ファミリー向けイベントに参加

内容
パパママ＆こどもたちと楽器を通じて明るく楽しく元気
に活動しています。

センター登録なし

団体名
石川　和之 会員数 18人

目的
現代社会の中で自分の感情を抑えて働いている人、
子育てに悩んでいるママ、言いたいことが言えず苦し
んでいる人…自分の出来ることを探したり、自分のス
キルを上げるため、そして心を休めるために、必要な
場所づくりを考えている。

内容
子育て、学校、友達、上司、同僚など、活動日には、
それぞれの思いについて、またはテーマをもうけて、み
んなで話をしながら、コミュニケーションをはかる。

０９０－６４１４－８７８６

代表者氏名
コミュニティールーム“話”

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

代表者氏名
ママブラスバンド いしんぴよぴよ隊

活動分野 ⑬ 子ども

目的
１８才以下の子どもがかける子ども専用の電話を開
設。子どもの声に耳を傾け、子どもの気持ち、心に寄り
添い、居場所を提供することを目的とする。

内容
「こどもなんでもネットワーク」が母体となり、２０１１年５
月５日にチャイルドラインしものせきを開設。
電話を受ける「受け手」、それを支える「支え手」運営
委員、合わせて４０人で構成。
さらに受け手になるための受け手ボランティア養成講
座を開設。

０８３－２５６－６８８８

代表者氏名
チャイルドラインしものせき

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名

伊藤　敦子 会員数 5人

伊藤　敦子 会員数
活動会員30人/
運営委員10人/
支援会員30人

後藤　香織 会員数 80人
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

20人

田川　和子 会員数 約100人

園田　美惠 会員数 48人

目的
1963年平塚らいてうやいわさきちひろ等の呼びかけ
で創立。
暮らしや環境、平和、男女平等など女性の願いの実
現のために力をあわせて活動し、全国に1万の班があ
り、3万の要求別小組（サークル）が多彩に活動してい
ます。
2003年に国連ＮＧＯに認証された女性団体です。

内容
一人ぼっちで子育てしないで、みんなで一緒に子育てしよう
と始まった子育て支援・親子リズムは20年以上公民館で活
動しています。他に健康が生きがいを求めて、歩こう会、太
極拳、手作り小物、俳句、料理など会員の要求別に小組を
作り活動しています。又、一人では解決できない願いは、自
治体や国に働きかけて下関でも毎年、市との懇談会を開い
てもらい安心して子育てできる、安心して暮らしていける所に
なるように全員が力を合わせています。

０８３―２３１－５２４０

代表者氏名
新日本婦人の会下関支部

活動分野 ⑬ 子ども

目的
安全安心を考えると、防災･防犯･交通安全のみなら
ず生活･食品と考えることは沢山あります。
様々な視点から、子供たちと共に私たちも勉強し発表
し講演等を企画･実施することで、学び育っていくこと
を目的としています。
プロボノ活動で、楽しいまちづくりに貢献したいと思って
います。

内容
会員それぞれの仕事や生活を中心とした事柄をプロ
ボノとして、次世代を担う子供たち･必要としていただけ
る方への体験や講演･大会を通じての普及。

０８０－３８８７－５５３７

団体名

目的
女性経営者の連携を密にして、その経営の向上と商
工業の振興を図ると共に、社会福祉の増進に寄与
し、あわせて地域社会の発展に寄与することを目的と
する。

内容
・定例会の開催
　経済、経営、文化、教養、時局問題等、女性経営
者として必要な講演会、講習会、研修会を開催し企
業の発展と自己修養に努める。
・地域振興並びに福祉･奉仕活動
　馬関まつり等地域振興行事に参加、協力するととも
に「愛の１円募金」「チャリティー事業」等を実施。

０８３－２２２－３３３３

代表者氏名
下関商工会議所　女性会

活動分野 ⑯ 経済活動の活性化

団体名

代表者氏名
安全安心を考える会　学

活動分野 ⑬ 子ども

目的
わらべうたの研究、実践を目的とします。
保育園保育士への指導、保育計画への実施。
子ども対象のあそびの指導、親子でのわらべうたあそ
びの指導。

内容
月１回の定例会
保育園への出張（あそび･研修）
あそびの指導、研究

０８３－２３１－８９０７

代表者氏名
わらべうた研究会　でこぼうや

活動分野 ⑬ 子ども

団体名

団体名

大倉　眞壽美 会員数 13人

白井　静夫・木原　健雄 会員数
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

奥谷　祐司 会員数
正会員 23人
/賛助会員 4

人

10人

小河　和子 会員数 59人

目的
・賢い消費者を目指した学習会の開催
・高齢者に対する啓発活動の実施

内容
・消費者啓発活動
・２１世紀協会（下関市景観協議会）との協働による
花いっぱい運動への参加
・市･県の実施する各種審議会などにも参加
・いきいきエコフェスタへの協力
・女性団体連絡協議会との協同活動として女のまつり
でのバザー実施

０８３－２２２－３９２９

目的
難病患者の就労支援。
難病相談支援センター事業のジョブコーチ制度を補
完する。
難病患者の持つ経験を価値として社会に還元し、企
画や商品の開発に役立て新たなビジネス分野の開拓
を目指します。「困った、を良かった、に変える」を合
言葉にしています。

内容
難病患者の就労支援（復職･継続雇用･新規雇用）に
かかわるサポートを、当事者の経験を活かして行いま
す。
医療･福祉を良くするために難病患者の声を届けま
す。
難病患者の社会的なキャリアやスキルを企業や団体
のニーズとマッチングさせます。

０８３－２５６－００７０

代表者氏名
難病ソリューションズ

活動分野 ⑰ 職業能力・雇用機会

目的
「充実した暮らしができる社会環境づくり」をするため
に、社会教育を推進し、子どもの健全育成を推進し、
就労の支援、福祉の増進、地域活動の連携、市民力
の活用等の経済活動を通じ、人づくり、まちづくり、地
域づくりの推進を図るとともに、“未来へつなげる”とい
うキーワードで、社会全体の公益の推進に寄与するこ
とを目的として設立しました。

内容
「しものせき若者サポートステーションの運営」（厚生
労働省認定、下関市より受託）、「うべ若者サポートス
テーションの運営」（厚生労働省、山口県より受託）、
「職業訓練」（求職者支援訓練）、「山口きらめき放送
局」地域の身近な情報を発信！

０８３－２２７－４９９２

団体名

代表者氏名
下関市消費者の会

活動分野 ⑱ 消費者の保護

目的
この法人は山口県民に対して、牛乳･乳製品等を活
用する形で食育を推進する事業を行い、山口県民の
健康の増進に寄与することを目的とする。

内容
・保健、医療又は福祉の増進を図る活動
・社会教育の推進を図る活動
・子どもの健全育成を図る活動
・消費者の保護を図る活動

０８３－２８８－０５２５

代表者氏名
ＮＰＯ法人山口県乳業食育推進会議

活動分野 ⑱ 消費者の保護

団体名

団体名

渡邉　利絵 会員数 6人

松田　吉夫 会員数

代表者氏名
ＮＰＯ法人ライフワーク支援機構

活動分野 ⑰ 職業能力・雇用機会

団体名
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電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

瀬谷　由美子 会員数 組合員数29,302人

藤岡　咲枝 会員数 30人

樋口　章子 会員数 21人

北川　龍之介 会員数
正会員20人
/賛助会員7

人

目的
この団体は、コミュニティ（特定非営利活動法人や市
民活動団体、自治体、企業、サークル等の組織活動
を行うグループ）に対し、組織力の向上と連携促進を
図ることで、地域の担い手と地域で活躍する場と機会
の増加に寄与し、地域力を高め、種々の地域課題の
解決に貢献することを目的とする。

内容
・組織活動の補佐に関する事業
・ネットワーク構築に関する事業
・人材の発掘と養成に関する事業
・情報の収集と発信に関する事業
・活動拠点の活性化に関する事業
・その他、目的を達成するために必要な事業

０８０－３８７４－４７１４

代表者氏名
ＮＰＯ法人コミュニティ・コンサルタント

活動分野 ⑲ 活動支援

目的
消費者問題全般において、消費者の自立を目的とす
る。

内容
・悪質商法被害防止の啓発
・環境問題（特に温暖化防止について）
・食の安全、安心
・地産、地消
・まちづくり

０８３－７６６－２３１２

団体名

目的
商品を中心に、くらしに関するさまざまなことを組合員
同士が学びあい、自らの成長、向上を図ります。
組合員の興味･関心に応え、教えあい、学びあい、組
合員が暮らしやすいようにしていきます。

内容
商品の学習、平和･環境問題、子育て支援、食育に
ついての学習、調理実習、工場見学、産地視察、ライ
フプラン学習会など。
市長との行政懇談会。

０８３－２５６－６６００

代表者氏名
コープやまぐち下関地域組織委員会

活動分野 ⑱ 消費者の保護

団体名

代表者氏名
豊田くらしの会

活動分野 ⑱ 消費者の保護

目的
地域の消費者が、現在の複雑な消費生活の仕組に
より生じる諸問題に対応し消費生活の安定と向上を
図るために、賢い消費者になること。

内容
・地域に根ざした消費者活動の輪を広げよう。
・悪質商法を追放し、未然･拡大防止を図ろう。
・地球環境を守り、資源を大切にエコに取り組む。
・安全な食品、食料を求め、地産地消をすすめよう。

０８３－７８２－１０２０

代表者氏名
豊北町消費者の会

活動分野 ⑱ 消費者の保護

団体名

団体名
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電話番号

電話番号

48人

酒井　孝之 会員数 5人

目的
幸せな家庭環境づくりを主活動に、住まいの環境が家
族に及ぼす環境作用を重視し、「住まいと家族」特に
子育てに関心をもち、全国で勉強会を開催。
『「住まい」は環境であり、その環境作用によって家族
は日々育まれる。』を考えて頂く。

内容
本の読み、ＤＶＤなどにより思い出し、整理して頂く。

０８３－２４５－１１６３

０９０－７１３８－６１６１

団体名
代表者氏名

ＮＰＯ法人幸せな家庭環境をつくる会山口支部

活動分野 ⑳ その他

目的
・下関市内の市民活動団体もしくは個人をつなぎ、
ネットワークを形成する
・つながることにより支え合い協力し合いながら団体や
個人を元気にし、ひいてはまちの活性化を図る
・市民一人一人のまちづくりへの関心を高める

内容
・年４回勉強会を兼ねた交流会
・年１回忘年会
・３ヶ月に１回会報の発行
・メーリングリストの運営

代表者氏名
しものせき未来人ネットワーク

活動分野 ⑲ 活動支援

団体名

松倉　守 会員数
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索引（ＮＰＯ法⼈・その他の法⼈ 五⼗⾳順）

法人名 分野 ㌻

 ＮＰＯ法人　おれんじの会 ① 保健・医療・福祉 4

 ＮＰＯ法人　環境みらい下関 ⑦ 環境保全 39

 ＮＰＯ法人　車椅子レクダンス普及会矢車草の会下関支部 ① 保健・医療・福祉 2

 ＮＰＯ法人　心の支援センター下関支部 ⑩ 人権擁護 46

 ＮＰＯ法人　子ども劇場下関センター ⑬ 子ども 52

 ＮＰＯ法人　コバルトブルー下関ライフセービングクラブ ⑨ 地域安全活動 44

 ＮＰＯ法人　コミュニティ・コンサルタント ⑲ 活動支援 62

 ＮＰＯ法人　幸せな家庭環境をつくる会山口支部 ⑳ その他 63

 ＮＰＯ法人　下関明るい社会づくり運動推進協議会 ⑬ 子ども 52

 ＮＰＯ法人　下関子ども・子育ちネット ⑬ 子ども 53

 ＮＰＯ法人　下関市視覚障害者福祉会 ① 保健・医療・福祉 3

 ＮＰＯ法人　しものせき自然生態系サポートワーク ⑦ 環境保全 39

 ＮＰＯ法人　下関市身体障害者団体連合会 ① 保健・医療・福祉 3

 ＮＰＯ法人　下関ひと・まちネットワーク ① 保健・医療・福祉 2

 ＮＰＯ法人　下関深坂さくら友の会 ⑦ 環境保全 39

 ＮＰＯ法人　ＪＡＣＦＡ下関支部・カナダ友好協会 ⑪ 国際協力 48

 ＮＰＯ法人　シンフォニーネット ① 保健・医療・福祉 2

 ＮＰＯ法人　スペシャルオリンピックス日本・山口 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 27

 ＮＰＯ法人　青少年共育活動協会 ⑬ 子ども 52

 ＮＰＯ法人　宅老所あじさい ① 保健・医療・福祉 3

 ＮＰＯ法人　地域美学研究所 ⑤ 農山漁村・中山間支援 26

 ＮＰＯ法人　Ｎｅｓｔ（ネスト） ⑬ 子ども 52

 ＮＰＯ法人　ハートフルネットはまゆう ① 保健・医療・福祉 1

 ＮＰＯ法人　ヒューマンネットワークピア ① 保健・医療・福祉 1

 ＮＰＯ法人　福祉事業振興会 ① 保健・医療・福祉 1

 ＮＰＯ法人　ふるさと下関応援団 ③ まちづくり 19

 ＮＰＯ法人　マザーズホーム ① 保健・医療・福祉 3

 ＮＰＯ法人　山口県乳業食育推進会議 ⑱ 消費者の保護 61

 ＮＰＯ法人　山口女性サポートネットワーク下関支部 ⑩ 人権擁護 46

 ＮＰＯ法人　要約筆記　しものせき ① 保健・医療・福祉 2

 ＮＰＯ法人　らいと ① 保健・医療・福祉 1

 ＮＰＯ法人　ライフワーク支援機構 ⑰ 職業能力・雇用機会 61

法人名 分野 ㌻

 一般財団法人　小原流　下関支部 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 34

 一般社団法人　地域づくり機構 ③ まちづくり 23

 公益社団法人　認知症の人と家族の会 山口県支部 下関ブロック ① 保健・医療・福祉 15

 社会福祉法人　じねんじょ ① 保健・医療・福祉 15

 社会福祉法人　下関大平学園　平家太鼓サークル ⑬ 子ども 53

 社団法人　下関青年会議所 ③ まちづくり 21

そ
の
他
の
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人



索引（市⺠活動団体 五⼗⾳順）

団体名 分野 ㌻

アースデイ関門実行委員会 ⑦ 環境保全 42

あい・ネパールの会 ⑪ 国際協力 48

あおやま文庫 ⑬ 子ども 55

あかね会 ⑬ 子ども 56

阿川文化クラブ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 32

厚島太鼓芸能保存会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 37

アムネスティ下関グループ ⑩ 人権擁護 48

粟野川と共に生きよう会 ⑦ 環境保全 42

安全安心を考える会　学 ⑬ 子ども 60

いきいきスポーツクラブ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 36

生野あそぼう会 ⑬ 子ども 54

宇賀地区活性化推進協議会 ③ まちづくり 22

歌野の自然とふれあう会 ③ まちづくり 21

ＳＥＳ下関スペイン語協会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 28

ＭＯＡ下関食育ネットワーク ⑦ 環境保全 41

王喜はつらつ会 ⑦ 環境保全 40

王喜ふるさとを学ぶ会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 30

王司風ぐるま同好会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 30

小月地区ふるさとまちづくり協議会 ③ まちづくり 20

鬼小屋の会 ③ まちづくり 21

小野地区大内樂伝承保存会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 34

おはなしのはら ⑬ 子ども 55

音訳みちしおの会 ① 保健・医療・福祉 8

ガールスカウト山口県第３０団 ⑬ 子ども 56

海響館解説ボランティア  あくあは～つ ② 社会教育 17

外国語ボランティアサークル海峡倶楽部 ⑪ 国際協力 48

外国人に日本語を教える会 ⑪ 国際協力 49

郭公下関句会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 35

勝山三山を守る会 ③ まちづくり 19

勝山ほたるを守る会 ⑦ 環境保全 41

金子みすゞ・雅輔の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 30

川棚温泉観光ボランティアガイドの会 ④ 観光 26

川中地区まちづくり協議会 ③ まちづくり 19

きくがわ花守隊 ③ まちづくり 22

菊舎顕彰会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 35

其桃俳句会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 36

ＣＡＰ下関 ⑬ 子ども 53

貴和の里につどう会 ⑤ 農山漁村・中山間支援 26

え

お

か

き

あ

い

う



団体名 分野 ㌻

空居俳句会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 32

ぐーんと健康２１ネットワークの会 ① 保健・医療・福祉 10

グループ　湯ったり ① 保健・医療・福祉 11

群炎短歌会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 33

劇団音速バタフライ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 32

劇団新波 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 32

元気づくり交流会 ① 保健・医療・福祉 9

玄米ニギニギダンベル体操 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 33

玄米ニギニギダンベル体操　山口スマイルクラブ ① 保健・医療・福祉 12

高齢社会をよくする下関女性の会（ホーモイ） ① 保健・医療・福祉 6

高齢社会をよくする女性の会下関 ① 保健・医療・福祉 5

コープやまぐち下関地域組織委員会 ⑱ 消費者の保護 62

国際ソロプチミスト海峡下関 ⑪ 国際協力 50

国際ソロプチミスト下関 ⑩ 人権擁護 46

国際ソロプチミスト東下関 ⑪ 国際協力 49

小串地域づくり推進協議会 ③ まちづくり 23

木暮実千代の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 38

子育て支援団体　ナチュラルパーティー ⑬ 子ども 56

こどもなんでもネットワーク下関 ① 保健・医療・福祉 6

コミュニティールーム“話” ⑬ 子ども 59

コミュニティクラブ東亜 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 31

木屋川をきれいにする会 ③ まちづくり 23

コリア　ユース　ネットワーク 下関 ⑪ 国際協力 49

コルトー音楽祭実行委員会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 34

サークル特別支援室 ⑬ 子ども 57

サルコイドーシス下関 ① 保健・医療・福祉 16

Ｇ－ＲＥＣＯＲＤ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 33

しおかぜ文庫 ⑬ 子ども 54

潮騒詩の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 31

肢体不自由児をもつ親の会「花笑み」 ① 保健・医療・福祉 15

下関ＥＭ倶楽部 ⑦ 環境保全 41

下関維新ライオンズクラブ ⑨ 地域安全活動 45

下関ウオーキング協会 ① 保健・医療・福祉 9

下関親業の会「ともそだち」 ⑬ 子ども 56

下関音楽人の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 35

下関合唱団連絡会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 38

下関カッターレース実行委員会 ③ まちづくり 24

下関空襲・終戦展実行委員会 ⑩ 人権擁護 47

下関広域日韓親善協会 ⑪ 国際協力 50

下関口腔健康談話会 ① 保健・医療・福祉 12
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団体名 分野 ㌻

しものせき国際交流ねっと ⑪ 国際協力 51

下関市（下関地区）更生保護女性会 ⑩ 人権擁護 46

下関シェアリングネイチャーの会 ⑬ 子ども 59

下関市子ども会連合会 ⑬ 子ども 57

下関市肢体障害者福祉協会 ① 保健・医療・福祉 8

下関市消費者の会 ⑱ 消費者の保護 61

下関市食生活改善推進協議会 ① 保健・医療・福祉 11

下関市女性団体連絡協議会 ⑫ 男女共同参画 51

下関市腎臓友の会 ① 保健・医療・福祉 7

下関市聴覚障害者福祉協会 ① 保健・医療・福祉 8

下関市認知症を支える会「キャッチボールの会」 ① 保健・医療・福祉 9

下関市文化協会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 28

下関市文化振興財団ボランティアの会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 29

下関市民の命の水を守る連絡会 ⑦ 環境保全 42

下関手話青い鳥の会 ① 保健・医療・福祉 4

下関障害者パソコンサポーター（ＳＳＰＳ） ① 保健・医療・福祉 12

下関商工会議所　女性会 ⑯ 経済活動の活性化 60

下関女声合唱連盟 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 31

下関市レクリエーション協会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 27

下関市連合婦人会 ② 社会教育 16

（下関）スポーツボランティアの会（Blue Cupids）　 ① 保健・医療・福祉 5

下関青年法政大学　 ② 社会教育 17

下関地域環境パートナーシップ会議「エコプラザ・下関」 ⑦ 環境保全 40

下関点訳しるべの会　 ① 保健・医療・福祉 4

下関東部の文化財を見直す会 ④ 観光 26

下関図書館友の会 ② 社会教育 18

下関友の会 ② 社会教育 16

下関虹の会 ⑬ 子ども 55

下関二輪車安全運転振興会 ⑨ 地域安全活動 45

下関年金受給者協会　　 ① 保健・医療・福祉 10

下関マジッククラブ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 27

しものせき未来人ネットワーク ⑲ 活動支援 63

下関モラロジー事務所 ② 社会教育 18

下関歴史探究倶楽部 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 38

下関老人大学受講生友の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 29

下関笑いヨガクラブ ① 保健・医療・福祉 14

勝谷新町自治会　わんわんパトロール隊 ⑨ 地域安全活動 45

女声合唱クール・ソレイユ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 31

新日本婦人の会下関支部 ⑬ 子ども 60

「新老人の会」山口県支部 ② 社会教育 17

し



団体名 分野 ㌻

す 住みたくなるふるさとづくり実行委員会 ③ まちづくり 22

精神保健ボランティアゆうゆうの会 ① 保健・医療・福祉 10

青年海外協力隊　山口県ＯＢ会 ⑪ 国際協力 50

ＺＥＲＯ４ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 28

全国心臓病の子どもを守る会山口県支部 ① 保健・医療・福祉 7

全国パーキンソン病友の会山口県支部 ① 保健・医療・福祉 12

全日本年金者組合下関支部 ⑨ 地域安全活動 45

そ 箏友会 ⑬ 子ども 58

たすけあいワーカーズあゆむ ① 保健・医療・福祉 6

多世代交流　ほほえみサロン ⑬ 子ども 54

田中絹代メモリアル協会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 39

男女共同参画ネットワーク　下関さんしゃいん２１ ⑫ 男女共同参画 51

男声合唱団コールばかんず ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 30

地域子育て支援センター「つくしんぼの会」 ① 保健・医療・福祉 7

地域保育ボランティア養成講座実行委員会 ① 保健・医療・福祉 13

知的障がい者との共生グループ『グラント』 ① 保健・医療・福祉 8

チャイルドラインしものせき ⑬ 子ども 59

長正司自治会 ⑨ 地域安全活動 44

（ちょこっと便利屋）どあーず ③ まちづくり 20

出会いの森ファンクラブ ⑦ 環境保全 40

ディナモ　長府もりあげ隊 ⑦ 環境保全 43

１０フィート映画を上映する下関市民の会 ⑩ 人権擁護 47

点訳サークルあかね ① 保健・医療・福祉 16

点訳の会　六点鐘 ① 保健・医療・福祉 4

「塔」山口歌会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 37

“陶悠”友の会 ② 社会教育 18

豊田くらしの会 ⑱ 消費者の保護 62

豊田ほたる街道の会 ③ まちづくり 24

とよらホタルをツナグ会 ⑦ 環境保全 43

なかよし文庫 ⑬ 子ども 55

natural market 実行委員会 ③ まちづくり 25

楢原ゆうあい会 ③ まちづくり 21

難病サポート下関 ① 保健・医療・福祉 15

難病ソリューションズ ⑰ 職業能力・雇用機会 61

日本とコリアを結ぶ会･下関 ② 社会教育 18

日本ボーイスカウト山口県連盟　下関第１１団 ⑬ 子ども 54

認知症予防ネット下関 ① 保健・医療・福祉 13

認知症を地域で支えるまちづくり下関ネットワーク委員会 ① 保健・医療・福祉 14

はぁとふりぃ下関 ③ まちづくり 25

馬関奇兵隊 ④ 観光 25
は
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団体名 分野 ㌻

馬関シネクラブ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 28

八幡太鼓こども会 ⑬ 子ども 58

噺の杜　らくだ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 37

花と緑の会 ⑦ 環境保全 43

華乃会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 27

林伊佐緒偲ぶ会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 37

彦島タンポポの会 ① 保健・医療・福祉 5

彦島の未来と子どもたちを守る父母・市民の会 ⑦ 環境保全 41

彦島ひこっとらんどマリンビーチ防風林を守る会 ⑦ 環境保全 44

ひとくち韓国語を楽しむ会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 35

非配偶者間人工授精で生まれた人の自助グループ（ＤＯＧ） ⑩ 人権擁護 47

ひまわりボランティアの会 ① 保健・医療・福祉 13

Ｐｕｒｅ　Ｈｅａｒｔ ⑬ 子ども 58

フードバンク山口 ⑦ 環境保全 43

ふくの森の会 ⑦ 環境保全 40

ふくふくゴックン ① 保健・医療・福祉 11

ぷくぷくポケット ⑬ 子ども 53

ＰＬＵＭＭＡ ⑬ 子ども 58

ふるさと勝山のあすをつくる会 ③ まちづくり 20

ふるさと川中協議会 ③ まちづくり 20

ふるさと方言紙芝居創作 ･ 実演の会 ③ まちづくり 24

豊北郷土文化友の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 36

豊北町自然観察指導員会 ④ 観光 25

豊北町消費者の会 ⑱ 消費者の保護 62

豊北町女性団体連絡協議会 ③ まちづくり 24

ボーイスカウト　下関第７団 ⑬ 子ども 57

毎日ペンクラブ山口 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 38

～mother  hand's～　このゆびとまれ ⑬ 子ども 57

まちづくりグループ・発揮会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 34

ママブラスバンド いしんぴよぴよ隊 ⑬ 子ども 59

宮本施謡会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 33

みんなでつなごう４２.１９５キロ実行委員会 ① 保健・医療・福祉 11

む 六連島　フラワーレインボーの会 ③ まちづくり 22

も 盲導犬ボランティア・エールの会 ① 保健・医療・福祉 7

安岡地区地域安全推進倶楽部 ⑨ 地域安全活動 44

安岡ふるさとまちづくり事業推進協議会 ⑦ 環境保全 42

山口から世界を考える高校生仲間 ⑪ 国際協力 49

山口肝友会 ① 保健・医療・福祉 14

山口ケニアを知る会下関支部 ⑪ 国際協力 51

山口県看護協会　下関支部 ① 保健・医療・福祉 6
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団体名 分野 ㌻

山口県社会福祉士会　下関ぶろっく ① 保健・医療・福祉 14

山口県青年国際交流機構 ⑪ 国際協力 50

山口県退職教職員協議会　下関支部 ⑩ 人権擁護 47

山口県マンション管理士協会 ③ まちづくり 23

山口「障害児・者」の高校進学を実現する会 ① 保健・医療・福祉 13

山口ダウン症児親の会　みんないっしょ ① 保健・医療・福祉 9

山口盲ろう者友の会西部支部 ① 保健・医療・福祉 5

ゆ 夢が丘バレーボールスポーツ少年団 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 36

横野絣の会 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 29

吉田地区まちづくり懇談会 ③ まちづくり 19

り リハビリサークル再起会 ① 保健・医療・福祉 10

ＹＭＣ奇術クラブ ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 29

輪関塾 ② 社会教育 17

わらべうた研究会　でこぼうや ⑬ 子ども 60

特定非営利活動促進法（別表）

活　動 登 録 団 体 数

 ① 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 62 

 ② 社会教育の推進を図る活動 10 

 ③ まちづくりの推進を図る活動 26 

 ④ 観光の振興を図る活動 4 

 ⑤ 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 2 

 ⑥ 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 49 

 ⑦ 環境の保全を図る活動 20 

 ⑧ 災害救援活動 ―

 ⑨ 地域安全活動 7 

 ⑩ 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 9 

 ⑪ 国際協力の活動 13 

 ⑫ 男女共同参画社会の形成を促進を図る活動 2 

 ⑬ 子どもの健全育成を図る活動 35 

 ⑭ 情報化社会の発展を図る活動 ―

 ⑮ 科学技術の振興を図る活動 ―

 ⑯ 経済活動の活性化を図る活動 1 

 ⑰ 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 2 

 ⑱ 消費者の保護を図る活動 5 

 ⑲ 市民活動団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 2 

 ⑳ その他の活動（①～⑲に準ずる活動） 1 

計 250 

※ 登録団体数は平成２７年６月３０日現在
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